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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（覆くつがへされた宝石）のやうな朝

何人か戸と口ぐちにて誰かとさゝやく

それは神の生せい誕たんの日。




────西にし脇わき順じゆん三ざぶ郎ろう「天気」　　　　　　　　　









　　　プロローグ







　静まりかえった明け方の街の上を、翼つばさを広げた鳥が飛んでいた。姿は隼はやぶさに似ていたが、羽根は影のように黒く、群ぐん青じようの天空を横切るその動きはあまりにも速すぎた。

　目を留めた人間はごくわずかで、ましてその正体を知る者は皆かい無むと言ってよかった。

　それは鳥ではない。人間と同どう等とう以上の知性と、卓たく越えつした身しん体たい能力を持つ異い形ぎようの生物──テリオンの末まつ裔えいだった。




　彼女が生まれたのは、この国の南なん端たんに位置する小さな島の原げん生せい林りんだった。樹じゆ齢れい数千年の大木を住みかに、孤こ独どくな暮らしをしていた。島の人間ともほとんど接しなかったので、存在を気け取どられることもなかった。

　自分が他の生き物と違うことは知っていた。絶えかけた種しゆ族ぞくの最後の生き残りだということも。しかし、彼女は悲しみも寂しさも感じなかった。物もの心ごころついてから、喜き怒ど哀あい楽らくの感情を自覚したことがなかった。ただぼんやりと自分が滅びる日を待っているだけだった。

　どれほどの年月が流れていたのか、はっきりとは分からない。変わり映えしない単調な日々の中で、彼女はいつしか漠ばく然ぜんとした疑問を抱くようになっていた。

　なんのためにこの世界に生まれたのだろうか。

　なにかするべきことがあるのではないのだろうか。

　答えの返らない自問の日々は、「クランテリオン」の使者を名乗る者が現れてあっさりと終わった。彼女は初めて自分と似たような生物がこの世界に存在すること、彼らが組織を作っていることを知った。

　使者は人間からこの世界を奪い取る戦いに参加しろと告げ、考えた末に彼女はクランテリオンに身を投じた。人間に大して関心もなかった彼女は、その「戦い」にも意い義ぎを見出せなかったが、疑問の答えが見つかるかもしれないと期待したからだ。




　組織に入った彼女は、自分の名がないことに気付いた。特に必要なものとも思えなかったが、「バレット」という名を授さずけられた。最初は弾丸バレツトのように速く飛ぶからだと思っていたが、やがてもう一つの意味に気付いた──弾丸のように使い捨てられる存在だからだ。

　組織に入った時点でテリオンとしての名を持たない者は、そのように侮ぶ蔑べつの意味をこめた名を与えられるのが常だった。自分の種族について詳しい知識を継けい承しようされず、人間社会に埋まい没ぼつしてきたテリオンたちは「名無しヴアルガ」と呼ばれて差別されていた。

　厳げん密みつには彼女は自分が人間でないことを自覚していたし、人間社会との接せつ触しよくをほとんど絶っていたのだが、そのような細かな差さ違いはこの呼び名を使う者──伝統を脈々と受け継いできた古い種しゆ族ぞくのテリオンたちにとっては、どうでもよいことのようだった。古い種族にとって、彼女のような存在は薄うす汚ぎたない野の良ら犬でしかなかったからだ。

　よくよく眺ながめてみれば、クランテリオンは一ひと握にぎりの「高こう貴きな」種族を除けば、大部分の「名無しヴアルガ」で占められていた。皆、彼女と同じように組織から誘いを受けて加わった者ばかりだった。

　未いまだに自分が人間だと信じて日々を過ごしている「名無しヴアルガ」は、この地上に無数にいることだろうと彼女は思っていた。組織に発見されるよりも、あるいはその方が幸せかもしれない。後で知ったことだが、参加を拒こばんだテリオンは使者に殺されることが多かった。人間に加か担たんするかもしれないというのがその理由だった。




　眼がん下かの建造物や道路は少しずつ密になり、樹木は目立たなくなっていた。彼女は組織から伝でん令れいの命めいを受けて、東京にある地下施し設せつを目指しているところだった。地上から見れば生き物とは思えない速さのはずだが、それでも本気では飛んでいない。

　彼女はクランテリオンに失しつ望ぼうしていた。

　テリオンは戦器オニクスと呼ばれる武器を手にすることで、テリオンとしての真の姿に変身して戦うことが出来る。幹部たちはそれぞれが強い力を持つ戦器オニクスを支給されていたが、彼らが戦っている相手は人間よりもむしろ同じテリオンだった。彼らは戦器オニクスによって引き出された闘とう争そう本能をむき出しにして、いつ果てるともない内部抗こう争そうを繰り広げていた。

（なんのために、こうしているのだろう）

　眼下に広がる東京の街を眺ながめながら、彼女は物もの思おもいに耽ふけった。外の世界へ出て行けば、自分のなすべきことが分かるような気がしていた。しかし、実際に出てみると、起こっている出来事はなに一つとして予想を超えたものはなく、感情を動かされるようなこともない。クランテリオンも島で垣かい間ま見みた人間の社会と変わらなかった。

　人間もテリオンも他の生物よりも高い知性を持ちながら、単純な欲望によって行動し、その集しゆう積せきによって世界は動いていた。存在することに意味がないなら、あの島で静かに種族としての滅ほろびを待っていた自分と同じだ。

（なんのために、この世界はあるのだろう）

　あるいはこの世界そのものが、滅びの途上にいるのかもしれなかった。




　行く手に新しん宿じゆくの高層ビルの群れが見えてきた。夜明け間ま近ぢかのせいか、窓の明かりはほとんど点ついていない。そこは日本有ゆう数すうの規模を誇る繁はん華か街がいだった。いくつもの路ろ線せんが乗り入れるターミナル駅を中心として、大小の建物や道路が無む秩ちつ序じよに広がっていた。その下には無数の人間が蠢うごめいているはずだ。

　彼女は翼つばさを傾けてわずかに進路を東ひがし寄よりに変える。東京都と庁ちようを横よこ目めに見ながら、大きなシティホテルの上を通りすぎると、鉛えん筆ぴつのように尖とがった形のビルが近づいてくる。その先に黒々と木々の生おい茂った新しん宿じゆく御ぎよ苑えんが横たわっている。

　御苑の地下には罪を犯したテリオンたちを収容する監かん獄ごく──墓所カタコンベがある。

　これから幹部の一人に会わなければならない。名前はルスラン・ヴォルク。直接目めにするのは初めてだったが、人狼ヴオルクの血を引く一族の長おさと聞いている。

　彼女は生い茂る木々に向かって降下を始める。

　異い変へんに気が付いたのはその時だった。突然、彼女の半身が白く輝いた。ＪＲ新宿駅のすぐ近くにあるビルとビルの間から、空に向かって強い光が迸ほとばしっていた。

（あ……）

　光の奥から白く輝く球きゆう体たいがせり上がり、ビルを吞みこみ始めた。まるでもう一つ太陽が生まれたかのようだった。彼女は呆ぼう然ぜんとその光景に見入っていた。生まれてから今まで、このような美しい光を見たことがなかった。

　球体は見る見るうちに膨ぼう張ちようし、新宿の街を覆おおっていく。我に返った彼女は、向きを変えて全速力で上昇を始めた。下方から凶きよう暴ぼうな光と熱ねつ風ぷうが迫ってくる。次の瞬しゆん間かん、恐るべき力が彼女の体を紙くずのようにさらなる高みへと吹き飛ばした。




　突とつ如じよ現れた光球はＪＲ新宿駅を中心とする半径一キロの範はん囲いに広がった。歌か舞ぶ伎き町や新しん大おお久く保ぼの歓かん楽らく街がいも、西にし新宿の高層ビル群も、新宿御苑もその中に含まれていた。地上にあったあらゆる物体が砕け散り、光球の外側に弾はじき飛ばされた。もちろん、地下にいた者を除いて、全ての人間は瞬しゆん時じに絶ぜつ命めいした。街を構成していた無数の破は片へんはほとんど二十三区全ぜん域いきに降り注そそぎ、さらなる甚じん大だいな被害を引き起こした。

　十数秒後ご、かつて新宿があったその場所には、ただ空白の大地が広がっているばかりだった。




　暗くら闇やみがかすかに薄れ、朝の気け配はいが漂い始めていた。地面に降り立った途と端たん、バレットの肉体は瞬またたく間に褐かつ色しよくの肌はだを持つ少女へと変身した。

　右手には黒い短刀の戦器オニクスが握られている。大たい半はんのテリオンは人間と同じ容よう姿しを持ち、戦う時だけ戦器オニクスの力で変へん身しんしている。彼らは人間との混こん血けつで、戦器オニクスなしにはテリオン本来の姿になることさえ出来ない。しかし、バレットの場合はテリオンとしての血が濃く、普段は鳥の姿で行動し、人間に戻る時に戦器オニクスの力を借りなければならなかった。組織の末まつ端たんにすぎないバレットは専用の戦器オニクスを持っておらず、黒い短刀は伝でん令れいの命令を受けたために一時的に貸し出されたものだった。

　バレットが立っているのは空白の土地の中心点──あの光が最初に現れた場所だった。新宿の街は跡あと形かたもなく消えてしまっていたが、彼女は恐れていなかった。あの白い光の美しさが胸の中にくっきりと残っていた。あの光が生んだこの世界も、彼女の目には好ましいものとして映った。

「……君は誰だ？」

　うずくまっている若い男が言った。彼女が地上に降りてきたのは彼を見つけたからだった。淡い色の巻き毛と抜けるような白い肌はだ。彼がテリオンだということは察しがついていた。彼の傍かたわらには金色に輝く剣が突き刺さっている。見慣れない色ではあったが、刃やいばに刻まれた文もん様ようや柄つかの装そう飾しよくはそれが戦器オニクスであることを示していた。

「バレットです」

　一いつ瞬しゆん、彼女の右手にある戦器オニクスに視線を走らせる。

「変わった名前だね」

　彼はゆっくりと立ち上がり、金色の剣を鞘さやに収めた。

「ぼくはルスラン・ヴォルク」

　その名には聞き覚えがある。彼女が会うことになっていた幹部の名だ。しかし、組織から与えられた伝でん令れいの役割などもうどうでもよかった。

「なにが起こったのですか？」

　末まつ端たんのテリオンは許可なく幹部に質問することは許されていない。彼女が「名無しヴアルガ」であることも気付かれているだろう。期待はしていなかったが、ルスランはあっさりと答えた。

「ぼくが消したんだよ。この街を」

　バレットの背中にぞくりと震えが走った。それは恐怖ではなく快感に近いものだった。目の前にいるこの相手が、あの美しい光を生んだ。消した理由を尋たずねる前に、もうルスランは言葉を継いでいた。

「なんのために存在しているのか分からない世界だ……消えても構わないだろう」

「存在する理由のないものは、消えてもよいのですか？」

　ルスランは彼女に笑顔を向けた。そよりと吹いた風が淡あわい色の彼の髪かみを揺らす。

「ここはいいところだと思わないか？」

　バレットは思わずうなずいていた。確かにこの静けさは彼女を安あん堵どさせるものがある。こうなることが自然だった気さえした。

「ぼくという存在は、この世界を変えるためにあるんだ。生きている者が誰もいない世界に」

　その言葉に彼女ははっとした。このテリオンは世界を滅ほろぼすつもりでいるのだ。

「どうしてわたくしにお話しになるのですか？」

　クランテリオンの方針はあくまで人間の支配で、世界そのものの滅めつ亡ぼうではない。彼女が今の話をクランに報告すれば、彼の立場は危うくなるだろう。初しよ対面の相手に話していい内容ではなかった。

「さっきから君は笑っている。この光景を目にしても驚いた顔ひとつ見せていない」

　バレットは思わず自分の頰ほおに触れる。自分の笑顔など想像もつかない。そもそも、今まで感情を表おもてに出したこともなかったはずだ。

「君もこういう世界を望んでいるんだろう？」

　質問というよりは、ただの確認だった。バレットの脳のう裏りに空から見かけたあの光がよぎる。あの光が美しく思えたのは、破壊の力を秘めていたせいかもしれない。

「ぼくに協力してくれないか、バレット」

　突然、彼女は直ちよつ観かんした──このテリオンこそ、今まで彼女が求めていた答えなのだと。島を出てクランテリオンに入ったのも、彼に出会うためだったのだ。

　彼女は無言でうなずいた。

　これから先、なにが起こったとしても彼に仕えるつもりだった。
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　その時の光景は細部までくっきりと思い返すことが出来た。

　青空に浮かぶ巨大な球きゆう体たいを、地面に横たわったまま見上げていた。傷ついた体は指ゆび一本動うごかせなかった。球体はゆっくりと上昇し、雲の中へと消えていった。どうしてもそこへ行かなければならない。自分にとって大切な人間が捕らわれてしまったからだ。きっと自分の助けを待っているはずだ──。

「はい、どうぞ」

　どこかで女の子の声が聞こえる。気にせず考え事を続けていると、いきなり口の中にひやりとした水気のあるものが差しこまれる。

　篠しの宮みや拓たく也やはぎょっとして我に返る。彼がいるのは病室のベッドだった。反射的に起き上がろうとして、すぐそばの椅い子すに座っている髪かみの長い少女と目が合った。白いブラウスを着た彼女は、右手に果物ナイフを持っていた。

「食べて」

　と、篠しの宮みや礼れ菜なは言った。一口嚙かんでみると甘い。唇くちびるから離して見ると、きれいに皮を剝むいた梨なしの切れ端はしだった。

「お前、いきなり口の中に入れんなよ」

「ちゃんとどうぞって言ったでしょ。全ぜん然ぜん人の話聞いてないんだから」

　礼菜は不満げに唇を尖とがらせた。ここは知人の東とう堂どう世せ津つ子こが経営する診しん療りよう所じよだった。三日前、拓たく也やは隣となり町にある外げ科か病院で治ち療りようを受けてから、この診療所で過ごしていた。

「なに考えてたの？」

「……早く退院したいって思ってたんだよ。ヒマだから」

　言葉を選んだつもりだったが、礼菜の表情が曇った。

「噓うそつかなくてもいいよ」

　と、彼女は言った。

「日ひ向な子このことでしょ」

　拓也は答えを避けるように梨をかじった。子供の頃から一緒に暮らしてきた相手に、適当な噓は通用しないらしい。礼菜の言う通り、考えていたのは久く慈じ日向子のことだった。

　拓也はクランテリオンへの抵てい抗こう組織・「方舟アルカ」に属する最後の戦士ミレスだった。彼は同じアルカミレスの日向子とコンビを組んで、クランテリオンに捕らわれた礼菜を助けるために戦ってきた。

　アルカミレスはテリオンと同じように太たい古この武器・戦器オニクスの力で変へん身しんする。人じん為い的に植えこまれた外殻クラスタを身にまとうことで、テリオンに匹ひつ敵てきする高い身しん体たい能力と防御力を得ることが出来るのだ。拓也は赤の外殻クラスタをまとうアルカミレス「血刃の王ロワ・デ・ルジエ」──最強を誇る金色の戦器オニクスの一つ・イグニス・アウルムの使い手だった。

　三日前、クランテリオンの幹部・グロスマン・Ｈ・スパイリオンが、拓也たちの住む古こ滝たき市を襲おそった。グロスマン自身も瞬しゆん間かん的な治ち癒ゆ能力を持つ強大なテリオンだったが、配はい下かのテリオンの軍ぐん団だんをも伴っていた。その配下の中に、グロスマンに精神を操作された礼菜もいた。

　拓也たちは苦しい戦いの末に礼菜を解放し、グロスマンたちを退たい却きやくさせたが、代わりに日向子がテリオンの手に落ちてしまった。彼女はクランテリオンの拠きよ点てん「城カストラ」に連れて行かれた。

　すぐにでも日向子を助けに行きたかったが、グロスマンとの戦いで重傷を負った拓也は動ける状態にない。それに、空中を浮ふ遊ゆうしている「城カストラ」の場所も分からなかった。

　結局、今はベットの上で回復を待つ以外になにも出来なかった。

「大丈夫かな、日向子」

　窓の外を見ながら、礼菜は小声でつぶやいた。三日前、日向子が連れ去られた時と同じように、抜けるような青空が広がっていた。

「日ひ向な子このことだから、大丈夫だろ」

　拓たく也やはなるべく明るい声で言った。今回の事件で礼れ菜なが責任を感じているのは分かっていた。彼女はグロスマンに記き憶おくを操作され、拓也たちに襲おそいかかってきた。もちろんそう仕向けたのはグロスマンで、礼菜のせいではない。しかし、クランテリオンに荷か担たんしてしまった自分が許せないのだろう。

「あんまり心配すんな。日向子は必ず俺が助けるから」

　そう言ったのは少しでも安心させたかったからだが、礼菜はなぜかぎくっと肩を震わせた。

「どうかしたのか？」

　彼女はふるふると首を振った。

「べ、別に……そうだね。拓たくちゃんが助けてくれるよね」

　礼菜はサイドテーブルにあった新しい梨なしを手に取ると、果物ナイフで割わって皮を剝むき始めた。拓也は横よこ目めでその様よう子すを見守る。動どう揺ようしているのか、普段よりも手つきがぎこちない。礼菜にとっての拓也も、子供の頃から一緒に暮らしてきた相手だ。隠かくし事をしている時はすぐに分かる。

「お前、なんか……」

「拓ちゃんはまだ梨食たべる？」

　彼女はいきなり拓也の言葉を遮さえぎった。やはりなにかおかしい。

「もういいや。ところでお前……」

　その時、診しん察さつ室のドアが開いて、白はく衣いを羽は織おった背の高い女性が現れた。年ねん齢れいは三十代の半なかばで、長い髪かみをきつめに結ゆってまとめている。この診しん療りよう所じよを開いている東とう堂どう世せ津つ子こだった。

「あら、礼菜ちゃん。こっちにいたのね」

　彼女は笑顔を向けながらベッドに近づいてくる。礼菜は世津子に診察を受けた後で、この病室に寄っていた。

「あ、先生。先生は梨食べますか？」

　礼菜はくるりと振り返って、世津子の方へ梨の載った小こ皿ざらを差し出す。一いつ瞬しゆん、世津子は戸と惑まどったようだったが、

「あ、ありがとう……」

　と、手を伸ばして梨を一つ取った。その腕に包ほう帯たいが巻かれているのが見える。拓也たちとは昔から家族同どう然ぜんに親しい間あいだ柄がらで、彼がアルカミレスであることを知っている数少ない人間の一人だった。グロスマンとの戦いの時にも、傷ついた拓也を助けようと体を張ってくれた。

「そういえば、高たか橋はしって元気なんですか？」

　高橋はテリオン対策を専門に担になっている安全対策庁ちようの元もと職員で、今はアルカミレスのサポートを担当する大おお江え亨きよう司じの部下になっている。損そん得とく勘かん定じようで動く信用ならない人物だったが、拓也と世津子を逃がすために誰よりも重い怪け我がを負っていた。

「元気よ。今日、時間があったらお見み舞まいに行こうと思ってるの」

　高たか橋はしは市内にある別の病院で治ち療りようを受けているが、命に別べつ状じようはなく、経過も順じゆん調ちようだということだった。

　その時、礼れ菜なはいきなり椅い子すから立ち上がった。

「拓たくちゃん、あたし今日はそろそろ帰るね」

「え？　おい……」

　まだ話は終わっていない。慌あわてて呼び止めようとしたが、もう彼女はドアに向かっていた。

「ちゃんと寝ないとダメだよ。無理するとすぐに退院できなくなるんだから。じゃあまた明日！　先生拓ちゃんをよろしく！」

　口を挟む余よ裕ゆうも与えずに一気にまくし立て、礼菜は廊下へ出て行った。

　後には梨なしを手にした世せ津つ子こと拓也だけが取り残された。拓也も最後の一口を口に入れて首をひねる──一体、礼菜はなにを隠かくしているのだろう。

「あいつ、なんか変わったところとかなかったですか？」

「どうかしら……わたしにはいつも通りに見えたけど」

「……そうですか」

　拓也は窓の向こうの青空に目を向けた。その方角には東京があるはずだ。

　東京の「新しん宿じゆく」と呼ばれていた街は、かつてルスラン・ヴォルクというテリオンによって跡あと形かたもなく吹き飛ばされた。礼菜はそのルスランの実の妹だった。クランテリオンにさらわれたのも、ルスランの肉親だったからだ。礼菜がクランテリオンから解放されてから、まだほんの数日しか経たっていなかった。

　だから様よう子すがおかしいとしても無理はないが、拓也の胸むな騒さわぎは収まらない。なにかとんでもないことをしでかしそうな気がしてならなかった。




　西にし日びの差しこむ廊下を、背の高い少年が歩いていた。潮しお風かぜに当たりすぎたようなばさばさの髪かみや日焼けした肌はだは誰が見てもサーファー風ふうだが、当人の意い図としたものではないらしい。身のこなしはどこかのんびりしている。

　辺りには他に誰の姿もない。規則的に響ひびく足音を除けば、校舎は静まりかえっていた。数日前から、この東とう堂どう学園では授業は行われていない。校舎に足を踏み入れる生徒はほとんどいなかったが、友とも典のりにはここへ来なければならない理由があった。

　ここは学校であると同時に「方舟アルカ」の拠きよ点てんでもある。友典は拓也と幼い頃からの友人で、アルカミレスに協力する人間の一人だった。

　階段を上がって屋上へ通じるドアを開ける。コンクリートの上に伸びている長い影が真まっ先さきに目についた。影の根元に視線を向けると、眼鏡めがねの少年がフェンスにもたれていた。

「亨きよう司じ」

　声をかけても返事はなかった。ぼんやりとグラウンドを見下ろしているだけだ。隣となりに立つと、ようやくかすかに身じろぎした。

「……友とも典のりか」

　亨きよう司じはかすれた声で言った。表おもて向むきはただの生徒だが、「方舟アルカ」を資金面めんでバックアップしている協力者で、学園の真のオーナーでもある。友典は彼の指示で行動することが多かった。

　グラウンドでは大おお勢ぜいの人々が、手に手に荷物を抱えて歩いている。年ねん齢れいも性別もばらばらで、三、四人の家族連づれが多い。皆どこか疲れたような足取りで正門へ向かっていた。

「帰れるんだ、あの人たち」

　と、亨司は言った。

「一応、今日で避ひ難なん勧かん告こくが解かい除じよされた……まだ体育館に残っている人もいるけどね」

　三日前、狼おおかみに似た黒い獣けものたちが古こ滝たき市を襲おそった。それらはフェンリル──グロスマンの操あやつるテリオンの軍ぐん団だんだった。拓たく也やたちアルカミレスだけではなく、安全対策庁ちようの特殊部ぶ隊たいを巻きこんだ戦いが起こり、この付近の住民の多くが東とう堂どう学園に避難してきていた。結局、破壊された町の施設のほとんどは復旧していない。沢たく山さんの死体が片付けられ、怪け我がをした人々が病院に運ばれただけだ。

　二週間ほど前からテリオンの活動が活発化し始めている。全国の至るところでテリオンの手にかかった犠ぎ牲せい者が出ていたが、この事件はその中でも特に大だい規模なものだった。市内を歩いていても報ほう道どう関係者の姿を多く見かける。

　もう一つメディアをにぎわせているのが、この町が襲われた日に瀬せ戸と内ない海かいの小島で起こった事件だった。東京で新しん宿じゆくを消した「災さい厄やく」と同じような光が発生し、その島が丸ごと消失してしまった。二十人ほどいたという島とう民みんは全員行方ゆくえ不明になっている。原因はまだ調査中だが、テリオンの仕し業わざであることはほぼ確実な話だった。

　誰もが不安にかられていたが、一連の事件の背景ははっきり分かっていなかった。事件と事件の間に関連性はなく、計画に基づいた行動とは考えにくい。テリオンたちはある種の興こう奮ふん状態にあり、それぞれが衝しよう動どう的に事件を起こしている──というのが、今のところの安全対策庁の見けん解かいだった。

　政府は引き続きテリオンへの警けい戒かいを促うながしているが、誰にとっても言われるまでもないことだった。人々の多くはこの一連の事件をもっと大きな事件の前まえ触ぶれだと感じていた。

「拓也はどうしている？」

　と、亨司が言った。友典は東堂診しん療りよう所じよで叔お母ばの世せ津つ子こと一緒に暮らしている。

「元気だよ。ずいぶん顔色も良くなったし」

　世津子に聞いた限りでは、拓也は順じゆん調ちように回復しているらしい。骨こつ折せつや脱だつ臼きゆうの完かん治ちまでには時間がかかるものの、ベッドから出られる日は近いという話だった。

「ふうん」

　彼はどこか上うわの空で相づちを打つ。ふと疑問が頭をよぎった。どうして亨きよう司じはこんなところでぼんやりしているのだろう。今の彼にはやることがいくらでもあるはずだ。破壊された「方舟アルカ」の設備をもう一度修しゆう復ふくする必要があるし、クランテリオンの動どう向こうも探らなければならない。

「『城カストラ』の行き先のことってなにか分かったのか？」

　友とも典のりがここへ来たのは、そのことを訊きいてくるように拓たく也やに頼まれたからだ。ここ数日、亨司は友典たちとは別べつ行動で、診しん療りよう所じよにも顔を見せていない。

「……いや。今のところはなにも」

　テリオンの拠きよ点てん・「城カストラ」は目に見えない浮ふ遊ゆう要よう塞さいだった。捜し出すには方向を教えてくれるリング型の戦器オニクスが必要だが、今は彼らの手元にない。日ひ向な子こがそれを持ったまま捕まってしまったからだ。

　友典は亨司の態度が気になった。「城カストラ」の捜そう索さくは優先して取り組まなければならないことの一つだ。二人しかいない現役のアルカミレスのうち、一人がそこに捕らえられているのだから。

「リングを使わない方法を調べておくっていう話は？」

「……ああ」

　友典は驚いた。どうやら、自分がそう言ったことを忘れていたらしい。

「まあ、色々考かんがえてるよ。とにかく、もう少し待ってくれ」

　素そっ気けなく亨司は言った。

「お前、どうかしたのか？」

「どうって？」

「なにかあったんじゃないのか」

　心配事ごとを抱えこんでいるように見える。亨司は遠い目で沈みかけた太陽を眺ながめていたが、やがて口を開いた。

「深み月つきさんからの連絡が跡と絶だえた」

　親しげな呼び名に戸と惑まどったが、すぐに鮫さめ石いし深月のことだと気付いた。壊かい滅めつ寸すん前ぜんの今の「方舟アルカ」を実質的に取り仕切っている女性だ。

「……どこかへ調査に行ってるんだっけ？」

　クランテリオンは「聖婚ヒエロス・ガモス」という儀ぎ式しきを行おうとしており、その準備にルスラン・ヴォルクが動いているらしい。深月は彼の動向を追っていると聞いていた。

「深月さんが行ったのは瀬せ戸と内ない海かいの小島だ……ニュースでやっている例の島だよ」

　友典ははっと息を吞んだ。瀬戸内海の小島が消失したというニュースは、嫌というほどテレビで流れている。

「人をやって調べさせてはいるけど、まだ行方ゆくえが分からない。ぼくはここから離れるわけに行かない。待っているしかないんだ」

　亨きよう司じの顔が苦しげにゆがむ。亨司のそんな表情を見るのは初めてだった。彼にとってよほど特別な存在らしい。

「お前と鮫さめ石いしさんって昔からの知り合いなんだよな」

　答えを選ぶように一いつ拍ぱく置いてから、亨司はうなずいた。

「……そうだね。昔から彼女を知ってる。ぼくにとっては誰よりも大切な人間だ」

　あまりにもストレートな言葉に聞いている方が恥ずかしくなった。友とも典のりの様よう子すに気付いたのか、亨司は苛いら立だたしげに舌を鳴らした。

「君が考えているような意味とは違う。ぼくは強い人間が好きなんだ……深み月つきさんは強いアルカミレスだったから、彼女の下で働くことになった。それだけの話だよ」

　友典はなにも言わなかった。どうやら亨司は自分自身を強いとは思っていないらしい。しかし、強さは肉体的なものだけに留まらないはずだ。亨司は頭の回転の速さや優れた情報収しゆう集しゆう能力で、アルカミレスの戦いを支えてきた。それは十分に「強さ」に値する。

　弱いのは自分だと友典は思っていた。子供の頃からこの町で拓たく也やや礼れ菜なと一緒に過ごしてきたというのに、亨司よりも役に立っていない。

「そういえば、榛はる名な毬まり子こはまだ君の家に住んでいるのか？」

　突然、亨司が尋たずねてきた。

「住んでるよ」

　毬子はグロスマンの元もと部下で、高い能力を持つテリオンだった。最初は刺し客かくとして拓也たちの前に現れたが、今はクランテリオンとの関わりを断っている。グロスマンとの戦いの時には、拓也たちに協力してくれた。

　今は東とう堂どう診しん療りよう所じよの母おも屋やで暮らしている。グロスマンとの戦いの後、行くあてのない彼女を、友典が半なかば強ごう引いんに自分の家へ連れ帰ったのだ。毬子は文句を言いながら、結局そのまま腰を落ち着けている。

「今はなにをやっているんだい？」

「別になにも……今日は出かけるって言ってたけど」

　友典はさっきの会話を思い出した。どこへ出かけるのか尋ねると、お前にそんなこと言う必要ないじゃない馬ば鹿か馬鹿しい、いちいち話しかけないでという返事がかえってきた。いつもまともに返事をしない彼女だが、今日は特にきつい言い方だった。

　この町にいてもなんの進しん展てんもないので苛立っているのかもしれない。

　一いつ刻こくも早く「城カストラ」の場所を知りたがっているのは拓也だけではない。グロスマンの策さく略りやくで両親が殺されたと知って以来、毬子は復ふく讐しゆうのために「城カストラ」へ行こうとしている。テリオンに自分の父親を殺された友典には、彼女の気持ちが分かる。しかし、そんな不ふ毛もうな理由で命を危険に晒さらしてほしくなかった。

　校舎に取り付けられたスピーカーからチャイムが鳴り響ひびく。校内にいる人々に向けた時じ報ほうだった。亨きよう司じは自分の腕うで時計をちらりと見下ろした。

「ぼくはそろそろ行かないと。『城カストラ』のことでなにか分かったら連絡する」

　フェンスから離れると、ドアに向かって歩き出した。友とも典のりはその場に立ったまま、どこか疲れたような背中を見守った。

（俺に出来ることってなんだろう）

　拓たく也やや毬まり子このような戦器オニクスで戦う能力も、亨司のような知ち性せいもない。でも、なにか彼らの役に立ちたいと思っていた。些さ細さいなことでも、なにか力になれれば──。

　友典は暮れていく町を見つめていた。




　　　　２




　毬子は国道沿ぞいの歩道を重い足取りで歩き出した。

　今日の彼女はフリルのついた赤いワンピースに身を包み、服に似に合あわないジェラルミン製のケースを提さげている。ケースの中には細い曲きよく刀とうの戦器オニクス──クレスケンスが収まっていた。彼女は数時間前まえの友典との会話を思い出していた。どこに出かけるか言いたくなかったので、思ったよりも厳きびしい言い方になってしまった。話しかけないで、とはねのけた時の驚いたような友典の顔が、さっきからちらちらと頭をよぎる。

「……くだらない」

　わざと吐き捨てるようにつぶやいて、足を無理に先へ進めた。人間の感情にいちいち配はい慮りよするなどどうかしている。自分にとってもっと大事なことがいくらでもあるはずだ。

　彼女は一いつ軒けんの家の前で立ち止まる。暗くなりかけているのに、どの窓にも明かりの点ついている様よう子すはなかった。東とう堂どう診しん療りよう所じよのある駅前と違って、このあたりはまだ停電から回復していないらしい。

　庭に面している窓の向こうに、紺こん色いろの作さ務む衣えを着た老人が座っている。向こうも彼女に気付いたらしく、軽く手を挙げて挨あい拶さつしてきた。彼女は門を開けて雑草の生おい茂る庭に入った。

「こんにちは……いや、もうこんばんはかな」

　と、篠しの宮みや和かず男おは言う。彼女がやって来たのは篠宮家けだった。

「これはまた珍しい客だな。一人で来たのかね？」

　和男は笑顔を向けたが、毬子は黙って立っていた。

「良かったら食事でもどうかな。まだ近所のスーパーが閉まったままなんで、ろくなものはないが……」

「いらないわ」

　彼女はきっぱりと断った。

「篠宮礼れ菜なはいる？」

　その時、和かず男おの後ろから白いブラウスとシフォンスカートを着た礼れ菜なが顔を覗のぞかせた。彼女は意味ありげに毬まり子こを見つめた。

「……上がって」

　と、礼菜は言った。




　毬子が通されたのは二階の部屋だった。すぐに戻ってくると告げて、礼菜は一階へと戻っていった。

　薄暗い部屋の中を見回した。フローリングの部屋の真まん中なかには丸いラグと小さなテーブルがある。ベッドと机が壁かべ際ぎわに並んでいて、その反対側にある低いチェストの上には東とう堂どう学園の女子の制服がかかっている──どうやらここが礼菜の部屋のようだった。きちんと片づいているところを見ると、きれい好きな性格らしい。

　毬子はシンプルなデザインの学習机づくえに近づいていった。ブックエンドの隣となりにある写真立てになんとなく興味を惹ひかれたからだ。

　そこには制服を着た友とも典のりと礼菜と拓たく也やが並んで写っていた。東堂学園の正門の前で撮とったものらしい。今とは三人とも髪かみ型がたが微び妙みように違っていて、顔立ちもほんの少し幼い。フレームの外でなにか面白いことが起こったのか、思い思いの方向に顔を逸そらして必死に笑いをこらえている。

　毬子は写真に顔を近づけた。こんなに楽しそうな表情の友典を見たことがなかった。テリオンに父親を殺される前に撮られたものだろう。他の二人もまだ自分の正体を知らず、テリオンとの戦いにも巻きこまれていないはずだ。

　グロスマンが現れる前の自分も、こんな風ふうに笑っていたのかもしれない。

　突然、階下から近づいてくる足音が聞こえた。毬子は慌あわてて机から離れると、ラグの上にスカートを広げて座った。ほとんど同時に盆ぼんを持った礼菜が現れる。

「お待たせ」

　足で器き用ようにドアを閉めて、毬子の目の前にあるテーブルに盆を置いた。火の点ついた太いキャンドルと、紅茶のカップが二つ載っている。漂ってくる甘い香りに毬子は眉まゆをひそめた。

「わたし、お茶を飲みに来たわけじゃないのよ」

「それは分かってるけどさ」

　礼菜は声を低くして言った。

「友達が家に来たのに、お茶の一いつ杯ぱいも出さなかったらおじいちゃんヘンに思うって。見た目ああだけど結けつ構こう鋭いんだよ」

　毬子は不快そうな表情を崩さなかったが、あの老人に対しては用心した方がいいと思っていた。こうして礼菜を訪ねてきたこと自体、不ふ審しんがられているかもしれない。今まで礼菜とは電話で話していただけで、二人きりで会うのは初めてだった。

「砂糖もミルクも切らしててなんにも入ってないけど、良かったら飲んでよ。捨てるのもったいないし」

　彼女は迷った末にカップを手に取る。紅茶を口に含んだ途と端たん、上じよう品ひんでほのかな甘みが広がった。今までにこんなに美お味いしい紅茶を飲んだことがなかった。

　はっと顔を上げると、同じようにカップを手にしている礼れ菜なと目が合う。目め線せんの高さがまったく一緒だった。和かず男おにも言われたことだが、自分と礼菜は確かに似ている気がした。

「……なにも入れない方がいいわ、これなら」

「良かった。一応、それでも美味しい紅茶にしたんだけどね」

　礼菜の笑顔に思わずつりこまれそうになる。妙みようにこの相手とは波長が合いそうだった。自分と同じように人間として暮らしてきたテリオンだからかもしれない。もちろん、その後テリオンとして「覚かく醒せい」したか、していないかの違いはあるが。

「本ほん題だいに入るわよ」

　毬まり子こはカップを置く。油ゆ断だんしているとこのままくつろいでしまいそうだった。

「電話で話したことは本当なの？」

　と、彼女は言った。

「お前が『城カストラ』の方向を示す戦器オニクスを持っているって」

「それがよく分かんないから、見てって頼んだの」

　礼菜はベッドのマットレスとマットレスの間に手を突っこむと、隠かくしてあったものをテーブルの上に置く。細かな装そう飾しよくが施ほどこされた黒いリングが光っていた。

　毬子は目を丸くした。

「……これをどうやって手に入れたの？」

「どうやってって……死んだフェンリルから貰もらっただけ」

　思わず相手をまじまじと見つめた。町まち中なかに散さん乱らんしていたフェンリルの死体は、グロスマンが去ったその日に安全対策庁ちようが回収している。戦いの最さ中なかか直後に拾っていたのだろう。

　毬子はそのリングを確かめてみる。日ひ向な子こが持っていったリングはもともと毬子の相あい棒ぼうだったアパタスの戦器オニクスだったが、今ここにあるリングとは微び妙みように大きさも装飾も違う。用心しながら手首にリングを通し、彼女は精神を集中して念ねんじた。

（『城カストラ』への道を示せ）

　これがアパタスの戦器オニクスと同じ機能を持っているなら、なにか反応を見せるはずだ。すると、床の上に白く輝くラインが浮かび上がる。そのラインは彼女の足元から出発し、窓の方へ続いていた。立ち上がって窓を開けると、白いラインは地面を這はう影のようにどこまでもまっすぐに伸びていた。このラインに沿っていけば、「城カストラ」へ辿たどり着けるはずだ。

　彼女以い外がいの誰にもこのラインは見えていない。この戦器オニクスは彼女の視覚に干かん渉しようしているだけだ。リングを外した途と端たんにラインも消えた。

「……使えるわ。『城カストラ』はここから北東の方角にあるみたいね」

　礼れ菜なはほっとしたように息をついた。

「お前はこうなることを予想して、フェンリルのリングを回収しておいたのね」

　毬まり子こも含めて、他の誰もそのようなことに気が回らなかった。あの状況でこのリングの必要性に気付くとは、見かけよりもずっと深い洞どう察さつ力を兼ね備えているらしい。

「なに言ってんの。あたしにそんなこと分かるわけないでしょ」

　あっさりと礼菜は否定した。

「それじゃ、どういうことなの？」

「その首くび輪わをしてたのはね、あたしと日ひ向な子こをこの町まで運んでくれたフェンリルなんだ」

　しんみりした声で彼女は言った。日向子を追って古こ滝たき市から離れた時、グロスマンに操あやつられていた礼菜は一頭のフェンリルを「足」として使っていた。呪じゆ縛ばくが解けた後も、そのフェンリルを使うことでこの町へ短たん時間で戻ってきたのだった。

「あたしと日向子がグロスマンと戦う時も、そのフェンリルが味方してくれて……結局グロスマンに殺されちゃった。その子の形かた見みだったら、持っていってもいいかと思って」

　毬子は感心していた自分が馬ば鹿か馬鹿しくなった。どうやらただフェンリルに感情移い入にゆうしているだけだったらしい。

「別にそのフェンリルがいいテリオンだから、お前のために働いたわけじゃないのよ。グロスマンにそういう命令をされていただけ」

　毬子の唇くちびるに嘲ちよう笑しようが浮かんだ。フェンリルはグロスマンの命令をどこまでも忠ちゆう実じつに実行する。主人に害を及ぼすこともお構いなしだ。そういう危険なテリオンに対して、グロスマンの下くだした命令が浅はかだったというだけだ。

「あたし、別にいいテリオンだなんて思ってない。たまたまあたしに味方してくれただけだってことも分かってるよ」

「じゃあ、どうして形見なんか貰もらってきたのよ」

「いくらなんでも他のフェンリルの形見を貰うのはマズいと思って。この町の人たちにひどいことしたんだし。でも、このフェンリルはあたしの命令を聞いただけだし、形見を持っててもいいんじゃないかなって……」

　毬子は呆あつ気けに取られた。自分を「助けてくれた」フェンリルだけではなく、他のフェンリルたちの形見も欲しかったと言っているのだ。

「お前はフェンリルたちに同情しているの……？」

　礼菜は答えにくそうに顔を背そむけた。彼女の中でも葛かつ藤とうが起こっているらしい。

「ここにはあたしたちしかいないから言うけど……ちょっとしてる、と思う」

「フェンリルはクランテリオンの中でも最低の化け物よ。知性や道どう徳とくをかけらも持たずに、グロスマンの命令さえあれば……」

「いいテリオンだなんて思ってないって言ったでしょ！」

　突然、礼れ菜なは大きな声で叫んだ。

「グロスマンに操あやつられてたのはあたしも同じじゃないの？　あたしのやったことってフェンリルとなんか違うわけ？」

　自分に向けられた言葉のような気がして、毬まり子この全身が凍りつく。今まで自分もグロスマンの命令で、何人ものアルカミレスを殺してきた。戦いから逃げた者も、もう戦えなくなった者も、お構いなしに強ごう引いんに武器を持たせて戦わせようとした。殺される側から見れば、毬子もまたフェンリル同様の「化け物」に違いない。

　薄暗い部屋を静せい寂じやくが包んだ。

　ややあって、足音がゆっくりと階段を上がってきた。

「なんかあったかね？」

　部屋の外から老人の声が聞こえてくる。礼菜はドアの方を振り向いて言った。

「ううん……なんでもない。ごめんねうるさくて」

　躊躇ためらうような沈ちん黙もくの後で、和かず男おは階段を降りていった。

「……ねえ」

　毬子がささやくように言った。

「どうして、このリングをわたしだけに見せるの？　友とも典のりたちはなにも知らないわよね」

　そのことは最初から引っかかっていた。長なが年ねん一緒に過ごしてきた拓たく也やでも友典でもなく、どうしてろくに話したこともない自分を選んだのだろう。

「あんただったら、あたしの考えてることを分かってくれる気がして」

「どういうこと？」

「もしあんたがこれを持ってたらどうする？」

「すぐに『城カストラ』へ行くわ。当たり前でしょう」

　毬子は即そく答とうした。もちろん一人で、という意味だった。アルカミレスと連れん携けいしようにも、今の拓也は戦える状態にないようだ。悠ゆう長ちように回復を待つ気はなかった。ここにいる礼菜──イレーナ・ヴォルクを「道具」として利用したグロスマンを、ルスラン・ヴォルクが許すとは思えない。急がなければルスランに標ひよう的てきを奪われる恐れがある。

「あたしも『城カストラ』に行きたいんだ……すぐに」

　いつのまにか礼菜の膝ひざの上に小さな箱が載っていた。一ひと目めで戦器オニクスのケースだと分かる。おそらく中に入っているのは、金色の戦器オニクス第三の位・煉れん雄ゆうミセリア・フォルテス──最強の銃だった。ただし、この前の戦いで弾だん丸がんを全て撃うち尽くしているが。

　ようやく礼菜の言いたいことが分かってきた。

「……あたしたちだけで行く、ということね」

「なるべく早く日ひ向な子こを助けたい。あたしがグロスマンに操られてなかったら、こんなことにならなかったし。それに、今の拓たくちゃんを戦わせたくないんだ。怪け我がしてなくても」

　怪我をしていなくても拓たく也やを戦わせたくない、というのはよく分からなかったが、自分の力で日ひ向な子こを助けたいという決意は理解できる。自分がしてしまったことに対する後こう悔かいの念ねんを絶つには、他に方法がないのだ。

　毬まり子こは礼れ菜なのミセリア・フォルテスを見下ろした。この戦器オニクスを使えるなら、彼女はこの上なく強い味方になってくれる。しかし、それには弾だん丸がんが必要だった。

（まず、この銃の弾丸を手に入れないと）

　おそらく予備の弾丸は「城カストラ」の「爪そう牙がの間ま」に安あん置ちされている。それをどうにか入にゆう手しゆした後でグロスマンを倒し、日向子を救出する──これなら、二人の目的にもかなう。単独で潜せん入にゆうするよりは有利なはずだ。

「いいわ。一緒に行きましょう」

　突然立ち上がった礼菜が毬子の手をぎゅっと握った。戸と惑まどいながら彼女も握り返す。アパタスが死んで以来、初めての同族のパートナーだった。

「いつ出かけよっか？」

　と、礼菜は言った。

「城カストラ」は山の方角にあった。考えなしにまっすぐ進んでいくと、悪あく路ろにぶつかった時にかえって時間を取られるおそれがある。それに万まんが一いち海上にあった場合は対策が必要だ。時間をかけて「城カストラ」の場所を確認し、行き方をきちんと考えた方がいいだろう。

「……明日の昼ひる頃ごろは？」

「うん。それぐらいがいい」

　礼菜はうなずいてから、ふと遠い目をした。

「……行く前に会っておきたい人もいるしね」
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　用水路沿ぞいの農のう道どうは、雑ぞう木き林ばやしの手前で行き止まりになっていた。毬子は立ち止まってあたりの水田を見回した。黄金こがね色に変わりかけた稲いな穂ほが、ひんやりした朝の風を浴びて風にそよいでいる。その上を一本の白い光のラインがまっすぐに伸びている。それは「城カストラ」へ続く道だった。

　コンパスで正確な方ほう位いを確認し、黒いリングを腕から外す。その場にしゃがみこんだ彼女は、合ごう金きん製のケースの上に関東全ぜん域いきの大きな地図を広げた。彼女は今、古こ滝たき市の南なん端たんにある広い盆ぼん地ちにいる。現在地を示す小さな点と、ラインの向いていた方位の角度を赤いペンで書きこんだ。地図の上には同じような赤い点と数字が散らばっていた。

　昨日きのうの礼菜との話し合いから一いち夜や明あけている。毬子は夜明けから市内を歩き回り、様々な場所から「城カストラ」の方位を調べて、地図に書きこんでいた。

「……こんな感じでいいわね」

　彼女は地図を畳たたんだ。全ては「城カストラ」の現在地を知るために必要な作業だった。

　その時、背後から軽いエンジン音が聞こえてきた。最初は気に留めていなかったが、ふと自分が行き止まりの一本道にいることを思い出した。振り向くとスクーターがこちらへ走ってきている。慌あわてて地図とコンパスをケースに放りこんで、彼女は立ち上がった。

　目の前でスクーターは停まり、背の高い男が地面に降りる。ヘルメットを外すと、思った通り友とも典のりの顔が現れた。

「なにをしに来たの？」

　わざと素そっ気けなく尋たずねた。

「榛はる名なさんを捜しに来たんだよ。朝、起きたらいなかったから」

　友典の顔からは表情が読み取れない。考えを見み透すかされそうで、毬まり子こは緊きん張ちようしていた。このまま直接「城カストラ」へ出発するつもりだった。礼れ菜なとは駅前で落ち合う予定になっている。

「榛名さんはなにやってるんだ？」

「わたしがなにをやっているか、お前に言う必要はないでしょう」

　我ながら筋すじの通らない発言だった。毬子はなにをやっているか友典に言いたくない自分に気付いていた──言う必要がない、ではなく。彼にやめろと言われるのが嫌だった。

「どこかに行こうとしているんだよな」

　と、友典は言った。

「……グロスマンを殺しに行くのか？」

　毬子は唇くちびるを嚙かんだ。本当に見透かされているのが腹立たしかった。

「説得しても無む駄だよ」

　先回りのつもりで毬子は言った。それを知りながらも捜していたのは、復ふく讐しゆうをやめさせたいからだろうと思ったからだ。しかし、友典は首を振った。

「分かってるよ。どうせ俺が止めたって行くって決めてるんだから」

「だったら、なんの用でここへ来たの？」

「グロスマンを倒した後、ここへ帰ってくるのか？」

　ぎくりと体が震える。それを訊きくために毬子を捜し回っていたらしい。彼女の中ではとうに答えの出ている問いだった。

「……帰ってくるわけがないでしょう、馬ば鹿か馬鹿しい」

「どうして？」

「お前、本当に頭が悪いわね」

　毬子は呆あきれ顔で言った。どうして当たり前のことをこの人間は理解出来ないのだろう。

「わたしはもう覚かく醒せいしたテリオンなのよ。一度そうなったテリオンは、人間と一緒には暮らせないわ」

　人と獣けものは相あい容いれない──それは誰にも動かしようのないルールだ。礼れ菜なと違って、毬まり子こはもう人間に戻ることは出来ない。もう手遅れだった。

「前にもそれは聞いたけど、俺はあまり重要なことだって思わない。榛はる名なさんは自分で思ってるほど、人間と違ってるわけじゃない……覚かく醒せいとかそういうのって本当にあるのか？」

「お前はテリオンじゃないから分からないだけよ」

　口の中に苦にがみを感じながら、彼女は言った。それでも友とも典のりは引き下がらなかった。

「でも、なんだかわざと人間とは違うって思いこもうとしてるみたいに……」

「覚醒したテリオンは人間を平へい気きで殺せる。そのことはよく知ってるでしょう？」

　友典の表情がぎゅっと引き締まった。父親の東とう堂どう剛たけ広ひろはテリオンに殺されている。その死体を見つけたのは彼だった。

「第一、わたしとアルカミレスが同じ町で暮らしていけると思う？」

「それは……」

　さすがの友典も答えに窮きゆうした。

　毬子はかつてアルカミレスを専門に狩かるハンターだった。まだ「方舟アルカ」に加わってから日の浅い拓たく也やはともかく、日ひ向な子こにとっては何人もの仲間を殺してきた敵だった。毬子の方もアルカミレスには複雑な感情がある。グロスマンの策さく略りやくだったとはいえ、母親を直接殺ころしたのは「方舟アルカ」の手の者だったからだ。

「分かったでしょう。どっちにしろ、わたしは出て行かなければ……」

「でも、榛名さんはどうしたいんだよ」

　友典は毬子の言葉を遮さえぎった。

「……わたしの、気持ち？」

　思わず彼女は聞き返す。

「さっきから、榛名さんは自分がどうしたいのか一言もいってない。グロスマンを倒した後のこと、なにも考えてないのか？」

「わたしは……」

　一いつ瞬しゆん、毬子は呆ぼう然ぜんとした。グロスマンを倒すことだけが彼女の生きる目的だった。その後のことなど、まるで考えていなかった。

「そんなこと、今のわたしにはどうでもいいことよ。考える必要もないわ」

　やっぱり遠とお回まわしに復ふく讐しゆうをやめさせようとしていると毬子は思った。これ以上、彼の話に耳を傾けるのはやめようと決心した。

「わたし、もう行くわ」

　足元に置いてあった合ごう金きん製せいのケースを摑つかんで、彼女は歩き出した。戦いの前に心を乱されたくない。いつのまにか礼菜との待ち合わせの時間が迫っていた。友典の顔から無意識に目を背そむけて通りすぎる。もう、この先さき彼と会うこともないはずだ──。

「用が済んだら、とにかく帰ってきなよ」

　後ろから友とも典のりの声が聞こえて、がっくりと力が抜けそうになる。ため息をつきながら振り返った。一体、何なん回かい説明させれば気が済むのだろう。

「違う違う。ここに住めって言ってるんじゃなくて」

　友典は慌あわてたように両手を振った。

「どうするのか決まってないんだったら、ちょっと戻って顔だけでも見せてほしいって言ってるだけ。それぐらいは別にいいんじゃないのか？」

　彼女は足元を見つめながら考えこんだ。確かに立ち寄ることまで避ける理由はない。それに、もし礼れ菜なと日ひ向な子こが傷ついた場合、二人をここへ送り届ける必要があるかもしれなかった。

「約束はしないわよ」

「分かってる。でも、俺はここで待ってるから。それだけ憶おぼえておいてくれればいいよ」

　待ってる、という言葉には温かみがこもっていた。なにか取り返しがつかないことがあっても、諦あきらめずに自分は待つと友典は言ったことがある。待つということに彼なりの覚かく悟ごがあるのだろう。

「……憶えておくわ」

　彼女は踵きびすを返して小こ走ばしりに駆け出した。なぜか少し足取りが軽くなった気がした。
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　礼れ菜なが東とう堂どう診しん療りよう所じよに着いたのは、だいぶ日が高くなってからだった。静まりかえった待まち合あい室を通って病室のドアを開けると、拓たく也やはドアに背を向けて横たわっていた。どうやらまだ眠っているらしい。

　礼菜は音を立てないようにベッドまで歩いていく。様よう子すを窺うかがいながら椅い子すに腰かけて、縦たて長ながのトートバッグを膝ひざに載せた。

　今日の彼女はジーンズとスニーカーを履はいて、Ｔシャツの上にニットのカーディガンを羽は織おっている。この先行くところを考えて、普段より動きやすい服を心がけていた。

（……拓たくちゃん）

　心の中で呼びかける。こうして会いに来たのは、悔くいが残らないようにするためだ。「城カストラ」から無事に戻ってこられる自信はなかった。

　背中を眺ながめていると、懐なつかしい気持ちになってくる。子供の頃はいつも拓也の後について歩いていた。怖いことがあっても、この背中にしがみつけば平気だった。

　君を守る、という初めて会った時の約束を、彼はずっと守ってきてくれた。

（ほんとの相手は、わたしじゃなかったけどね）

　あの時、拓也が本当に守りたいと思っていたのは日ひ向な子こだった。それが分かっている以上、もうこれまでのように拓也に頼ってはいけないと思う。だから、今のこの時間を最後にするつもりだった。

（……最後）

　拓也の首くび筋すじのあたりに目が吸い寄せられる。最後なのだから、もう一度ぐらいぎゅっとしがみついても罰ばちは当たらないかもしれない。もちろん、拓也を驚かせるのはどうかと思う──が、眠っている時なら話は別だ。

「最後だし……」

　礼菜はそろそろと身を乗り出そうとする。

「……なんだよ最後って」

「うわっ！」

　拓也の声に礼菜は椅子の上で飛び上がった。

「な、なんだ。起きてたんだ……」

　胸から飛び出しそうな心しん臓ぞうを両手で押さえながら、目をそらして病室を見回した。顔から火が出そうだった。

「あー、あの、ほら。せ、世せ津つ子こ先生と友とも典のりくんはどうしたの？　どっか行ったの？」

「さっき友典がどっかから帰ってきて、今二人とも奥で昼飯食くってると思うけど……なんか用事か？」

「ううん。全然。先生たちに会いに来たわけじゃないし」

　自分でもなにを言っているのかよく分からない。おそるおそる拓たく也やの顔を窺うかがうと、彼は昨日きのうよりも沈んだ目をしていた。

「……拓たくちゃん、お腹なかでも痛いの？」

「いや、そんなんじゃなくて」

　拓也は投げやりに答える。昨日と同じく、日ひ向な子このことを考えているのだろう。

「そのバッグ、なにが入ってんだ？」

　拓也が膝ひざの上のトートバッグを見ている。そういえば、昨日来た時はこんなに大きなバッグを持っていなかった。

「ちょっと帰りに買い物する予定だから……あ、そうだ」

　話題を変えるつもりで、礼れ菜なはバッグから小さなケーキ用の箱を取り出した。この近くにある洋よう菓が子し店のロゴが印刷されている。

「……それか」

　拓也の口元がかすかにほころんだ。

「さっきお店の前を通ったら、もう開いてたの……買ってきちゃった」

　入っているのは限げん定てい販売のシュークリームだった。定期テストが終わる日になると、必ず拓也を連れて買いに行くことにしていた。その時だけは友とも典のりも誘わない。二人だけのイベントだった。拓也も文句を言いながら付き合ってくれた。

　なにをするというわけでもない。ただ、少し遠とお回まわりをして店に行き、帰ってから二人でお茶を淹いれて食べるだけだ。そんなイベントでも楽しかったが、以前はテストの終わった開放感かんのせいだと思っていた。

「今、食べる？」

「……一個は要いらない」

「じゃあ、半分こしよ」

　早さつ速そく箱を開けて手に持ってみる。たっぷり詰まったクリームのせいか、見た目よりも重い。粉こな砂糖をまぶした栗くり色いろのシューはクッキーのように硬い手触りだが、少し力を入れただけでぱりっと割れてしまう。どこから分けようかとさんざん迷った挙あげ句く、

「やっぱムリ……拓ちゃん分けて」

　と、拓也の手に押しつける。昔から食べ物を二つに分けるのが苦にが手てだった。

「しょうがねえな」

　苦く笑しようしながら拓也はシューを裏うら返がえして、端はしから慎しん重ちように割っていく。こういう時、拓也はどこまでも律りち儀ぎに二に等とう分ぶんしようとする。意い外がいに器き用ように動く指先を見つめていると、なぜかどきどきしてきた。こういう拓也を知っているのは自分だけだと思う。離れてみて初めて、心の中に「自分だけの拓たく也や」が沢たく山さんいたことに気付いた。

「そういえば、肩って脱だつ臼きゆうしてなかった？」

　ここに運ばれてきた時は、まだ三角巾きんで固定していた気がする。

「……治ってきたみたいだから無む理り矢や理り外はずした。世せ津つ子こ先生はもっと長く固定しないとダメだって言ってるけど」

　拓也はきちんと半分に割った片方を礼れ菜なの手に載せてくれた。光こう沢たくのある卵たまご色いろのカスタードクリームが食欲をそそる。

「ありがとう。腕怪け我がしてるのに、よく出来るよね」

「骨折してる時だって、これぐらい出来たぜ」

「……え？」

　一ひと口くち目めをかじろうとしていた礼菜は顔を上げた。一緒に暮らしている間、拓也は一度も骨折したことがなかった。と、いうことは、礼菜が「城カストラ」にいる時に負った怪我なのだ。

「こういうひどい怪我、前にもしたことがあるの？」

「え？　うん……ちょっとな」

　拓也は言葉を濁にごした。彼らは想像以い上じように厳きびしい戦いをくぐり抜けてきたらしい。全ては礼菜が捕らわれたことが発ほつ端たんだった。

（あたし、しっかりしなきゃ）

　彼女はトートバッグを握りしめる。中には彼女の戦器オニクス・ミセリア・フォルテスのケースが収まっている。ただ、背中に隠かくれているだけでは、拓也に無理をさせるだけだ。

（なるべく拓たくちゃんが戦わなくても済むようにするんだ）

　拓也の外殻クラスタには、どこか危険なものを感じる。グロスマンと戦っていた時の姿が頭から離れない。ほとんど意識を失った状態でアルカミレスになった拓也は、敵てき味み方かたの区別もつかなくなっていた。礼菜が止めなければ、日ひ向な子こごとグロスマンを殺していたかもしれない──。

　礼菜は拓也の顔を見た。まだほとんど自分の分に口をつけていない。さっきと同じように気き難むずかしい顔で考え事をしている。ふと、拓也が骨折した時にシュークリームを分けたのは、日向子と食べるためだったんだろうと思った。和かず男おや友とも典のりはあまり甘いものを食べない。

　二人には礼菜の知らない思い出がある。分かってはいたが、少し胸が痛んだ。

「なに考えてるの？」

　答えが分かっているのに、訊きかずにはいられなかった。もちろん、日向子のことを──。

「お前のこと考えてたんだけど。昨日きのうから」

　礼菜はもう少しでシュークリームを落とすところだった。




「あ、あたしのこと？」

「昨日、様よう子すが変だったからさ。やっぱり日向子のこと考えてたんだろ」

　返事はかえって来ない。なぜか礼れ菜なは風ふ呂ろ上がりのように顔を赤くしている。拓たく也やは構わずに話を続けた。

「俺、今度のことでお前が責任を感じたりとか、悩んだりとかしてほしくないんだ。せっかく帰ってきたんだから、このまま普通に生きてってほしい……それが望みだっただろ？　日ひ向な子こを助ける方法は俺が考えるから。そういうことがちゃんと出来るぐらいには、俺も強くなったと思うし」

　自分で口にした言葉に、かすかな不安がかき立てられる。確かに自分は強くなった気がする。しかし、それにつれて自分の外殻クラスタに違い和わ感かんを覚えることが増えてきた。彼の意志を超えて動いてしまうことがあるような──拓也に使いこなせないほど、外殻クラスタの力が大きいのかもしれない。自分自身について、彼には分からないことが多すぎる。

（お前が「災さい厄やく」についてなにかを語れる立場にあると思っているのか？）

　三日前、グロスマンの口にした言葉が頭をよぎった。どういう意味なのかよく分からなかった。ひょっとすると拓也が「災厄」を起こせるほどの力を秘めていて、グロスマンはそれについて語っていたのかも──。

「……拓たくちゃん」

　いつのまにか礼菜が上うわ目め遣づかいに拓也を覗のぞきこんでいる。瞳ひとみに映っている自分の姿が分かるほど、彼女の顔はすぐ近くにあった。

「な、なんだ？」

　少し距離を置こうと腰をずらした。なんとなく顔が火ほ照てっている。相手が礼菜とはいえ、ここまで近づきすぎると緊きん張ちようする。

「あのね……」

　そう言いながら後を追うようににじり寄ってきた。彼女の体はほとんどベッドの上に乗っている。ベッドのスチールのヘッドボードが背中にぶつかって、拓也はそれ以上後ろへは下がれない。

「拓ちゃんが一人で全部背せ負おっちゃうことないんだよ……あたしにだって、出来ることがあるんだから」

　カスタードクリームの甘い香りのする吐と息いきがふわりと鼻にかかる。途と端たんに背中がむずがゆくなった。

「拓ちゃん」

「……は、はい」

　真剣な眼まな差ざしに気を吞まれて、思わず返事した。

「あたし、しっかりするよ」

「はあ？」

　なんの話かさっぱり分からない。

「だから、ここで待ってて」

　いきなり視し界かいが真まっ暗くらになって、息が出来なくなった。

（……え？）

　拓たく也やは礼れ菜なの胸に抱きすくめられていた。柔らかいものが押しつけられ、慌あわてて顔を上げる。礼菜の潤うるんだ目が自分を見下ろしていた。

「ちょっと、お前……」

　額ひたいに彼女の唇くちびるを感じた。キスされたんだ、と思った時には、もう礼菜は拓也から離れて、ベッドの脇に立っていた。自分のしたことに当人も驚いているらしく、顔を真まっ赤かにしてぽかんと口を開けている。

「……な、なんだよ」

「い……」

　礼菜は絞しぼり出すように声を出した。相当動どう揺ようしているらしい。

「……い？」

「い、今のなし！　忘れて！　なんでもないです今のは」

「な、なんでもないってお前……」

　突然、病室のドアが乱暴に開いた。拓也と礼菜は同時に入り口を振り返る。黒い服を着た小こ柄がらな女性が立っていた。少し目付きは鋭すぎるが、きれいな顔立ちだった。

「あの……」

　どなたですか、と言い掛けて、どこかで見た顔だと気付く。彼女が着ている服はあちこちが薄うす汚よごれて破れかかっている。よく見るとそれは修しゆう道どう衣いだった。

（まさか……）

「あたしは……」

　そう言いかけてばったり倒れる。反射的に拓也はベッドから飛び出した。胸に走る痛みをこらえながら、彼は彼女のそばに屈かがみこんだ。

「世せ津つ子こ先生呼んできてくれ」

　と、礼菜に向かって言った。

「誰なの？」

　拓也は彼女の体を抱き起こした。血の気のない頰ほおと紫むらさき色の唇。一度も顔は合わせたことはないが、今まで電話で何度か話をしている。今の声ではっきり分かった──しかし、どうしてこんな姿でここに現れたのだろう。

「この人は鮫さめ石いしさん……『方舟アルカ』の今のリーダーだ」




　礼菜は診しん察さつ室を出て、後ろ手にドアを閉める。中ではまだ治ち療りようが続いている。鮫石深み月つきは意識を失っているが、今のところ命に別べつ状じようはないらしい。

　待まち合あい室には誰もいなかった。拓たく也やは病室で待っているはずだ。礼れ菜なも病室の方へ行きかけたが、途中で足が止まってしまう。どんな顔で話せばいいのか分からなかった。

「……拓たくちゃん」

　お前のことを考えていた、という言葉につい舞い上がってしまった。告こく白はくをされたわけでもなんでもなかったのに。

（ずっと昔から好きだったんだ、あたしは）

「城カストラ」にいる間、彼のことばかり考えていた。本当は唇くちびるにキスしたかったけれど、最後の最後で思いとどまった。日ひ向な子このことが頭をよぎったからだ。自分がいない間、彼女はそんなことをしなかったはずだ。

　拓也が誰を選ぶのかは分からない。でも、日向子が帰って来ない限り、自分にさっきの続きをする資格はない──と思う。

　ふと、待合室の時計を見上げる。毬まり子ことの待ち合わせの時間が迫っていた。深み月つきのことが気になるが、もう出かけなければならない。

　ここへは出がけに拓也の顔を見に来ただけだ。もうその目的はちゃんと果たしている。彼女は向きを変えて診しん療りよう所じよの玄げん関かんのドアを開けて外へ出て行った。




「……遅かったじゃない」

　古こ滝たき駅の前では銀色のケースを手にした毬子が待っていた。

「ごめん。ちょっと色々あって……そっちはなにしてたの？」

「『城カストラ』がどこにあるか調べてたの」

「えっ？　それって……」

　その時、駅前の踏み切りの警けい報ほうが聞こえ始めた。もうすぐ電車が来ようとしている。

「あの電車に乗るわよ」

　歩き出した毬子の後を追おうとした時、一台のワゴン車が降りかけた遮しや断だん機きを強ごう引いんにくぐりながら猛もうスピードで踏み切りを渡ってきた。ずいぶん急いでいるようだった。後部座ざ席せきに座っているメガネをかけた少年と一いつ瞬しゆんだけ目が合った。

（……あれ？）

　見み覚おぼえのある顔だ。拓也たちの協力者で、確か名前は大おお江え亨きよう司じだったと思う。

「なにしてるの？　行くわよ」

　券けん売ばい機きのそばにいる毬子が声をかけてくる。礼菜は慌あわてて彼女の方へ走っていった。毬子の言われるままに東京都内までの切きつ符ぷを買い、二人はちょうどホームに滑りこんできた上りの急行に飛び乗った。

　平日の昼間にしては乗客が多かった。大きな荷物を抱えている家族連づれが多い。多発しているテリオンの事件を避けて、どこかへ逃げようとしているのだろう。今のこの国では珍しくない光景だった。

　礼れ菜なたちは一番後ろの車しや輌りようまで歩いていき、四人がけの座席に向かい合って座った。

「『城カストラ』の場所を調べてたってどういうこと？」

　電車が走り出してから、礼菜は尋たずねる。あのリングの戦器オニクスで分かるのは、「城カストラ」の方向だけだと思っていた。

　毬まり子こは自分の隣となりに置いたケースを開けると、大きな地図を取り出して広げて見せた。古こ滝たき市の中にいくつかの赤い点と数字が書きこまれている。

「……これはアパタスから教わったやり方だけど」

　地図を指さしながら、毬子は淡たん々たんと説明し始めた。

「この地図の赤い点は、今日わたしが回った場所。数字はそれぞれの地点から見た『城カストラ』の正確な方角を示しているわ。当然だけど、場所によって『城カストラ』のある方角は違ってくる……ここまでは分かるかしら」

「……うん」

「それぞれの点から、『城カストラ』のある方角に向かって線を引いていけば、どこかで交わるわ。その地点の上空に『城カストラ』が浮かんでいるということよ」

　礼菜は地図から目を離してしばし考えた。

「あれ？　でも、それって『城カストラ』が動いてる最さい中ちゆうだと意味がないんじゃない？」

「『城カストラ』は昼間に動かさないことが多いの。知っていると思うけど、あの要よう塞さいは光を屈くつ折せつさせて見えないように偽ぎ装そうしているわ。光の絶対量りようが多い昼間に動くと、偽装が不自然になって見つかりやすいのよ。だから、例外を除いて夜に移動することにしている」

　礼菜はうなずいた。ということは、少なくとも日にち没ぼつまで『城カストラ』は動かない可能性が高い。

「じゃあ、日が暮れるまでに着けるってこと？」

「そうね。『城カストラ』がどこにあるのか、方角を調べているうちに見当がついたわ。古滝市から東とう北ほく東とうにだいたい五十キロ……十分に間に合うでしょう？」

　礼菜は拍子抜ぬけした。思ったよりもずっと近い。もう一度地ち図ずを見下ろしたが、彼女の目にはどのあたりなのか分からなかった。

「正確な場所を出すわね」

　毬子は自分のケースを膝ひざに載せて、平らな金属の外がい装そうに地図を広げる。定じよう規ぎとコンパスとペンを使って、赤い点から直線を引っ張っていく。やがて全ての直線がある一点で交わった。

「ここって……なんでこんなとこに……」

　東京の二十三区内にもかかわらず、道路も、線路も、地名も印刷されていない。完全に空白の土地だった。

　そこは「災さい厄やく」の跡あと地ち──かつての新しん宿じゆくがあった場所だった。




　　　　５




　深み月つきはテリオンに追われる夢を見ていた。それはかつて起こった出来事の正確な再現だった。

　彼女は明け方の繁はん華か街がいを必死に走っている。左右には明かりの点ついた街路灯とうと、シャッターの降りた雑ざつ居きよビルが並んでいる。飲食店の看かん板ばんばかりが目につくが、今はどこも営業していないらしい。歩道の上には大量のゴミ袋が積み上げられていた。

　ミニシアターの看板の下を通りすぎた彼女は、背後を確認しながら狭い脇わき道みちへ入った。電器店を横よこ目めに見ながら角を一つ曲がり、路ろ地じを抜けると駅前の広場が見える。大きな道路の向こう側に、見み覚おぼえのあるビルが建っている。壁面の巨大モニターが特とく徴ちよう的で、当時は待ち合わせ場所として有名だった。

　そこは新しん宿じゆく駅えきの東口前まえだった。

　彼女は任務のために数人のアルカミレスと共にこの街に来ていた。仲間たちとはぐれてしまい、必死に合流しようと試みていた。彼女は人ひと気けのない新宿通りに近づいていった。スクランブル交差点を渡り始めた瞬しゆん間かん、四し方ほうの建物のかげや道路の角から戦器オニクスを手にした異い形ぎようの者たちがわらわらと現れる。

（……待ち伏せか）

　彼女は道路の真まん中なかで完全に取り囲まれた。少なくとも二十人近くいるが、とにかく戦うしかない。それにこれだけの数の敵を引き受ければ、他の者たちが逃げ切る可能性も高くなる。彼女は服の下から戦器オニクスを出そうとする──。

　その時、新宿通りのセンターラインを、スーツを着た背の高い男が歩いてきた。男は金色の大剣クレイモアを手にしていた。深月は目を瞠みはる。

（ルスラン・ヴォルク）

　少し前からアルカミレスたちにその名を知られ始めたクランテリオンの幹部。特とく徴ちようは金色の戦器オニクスで、異常なほどの強さを誇っていた。

　このテリオンまで現れては勝ち目はない。しかし、奇き妙みようなことに他のテリオンたちの反応も彼女と同じだった。彼がここへ現れたことに驚きを隠かくせない様よう子すだった。

　近づいていったテリオンの一人がなにか話しかけている。なぜかルスランはまったく存在を無視している。彼は立ち止まり、ぐるりと周囲を見回した。

「どこへやった？」

　耳に心ここ地ちよい美しい声だった。話しかけられていると気付くまでしばらく時間がかかった。

「なんの話？」

「分かるだろう。どこへやったんだ？」

　彼女は自分の「任務」の内容を思い出した。しかし、こうして一人はぐれている彼女には答えようのないことだった。

　突然ルスランは涼すずやかな声を上げて笑い始めた。

「そうか……それなら、街ごと消してしまおうか」

　どういう意味だろう、と思う間もなく、刀とう身しんから発せられたまばゆい光が目を射いる。彼女の全身を得え体たいの知れない震えが走った。かつて経験したこともない出来事が起ころうとしているのを感じた。

　その光は凶きよう暴ぼうなほどに強さを増していった。彼女はほとんど本能的に背を向けて走り出す。周囲にいたテリオンたちはただ呆ぼう然ぜんと立ちつくしているだけだ。なにを始めたのか分からずに戸と惑まどっているらしい。彼の方へ近づこうとする者さえいた。

　深み月つきはルスランの笑い声を背中に訊ききながら、地下へ降りる階段を目指した。地下を選んだことに特別な意味があったわけではない。そこが一番近い逃げ場所だっただけだ。

　突然、背後からなにかが奔ほん流りゆうとなって押し寄せてくるのを感じた。彼女は階段の手前で振り向く──白い光の塊かたまりが彼女めがけて膨ふくれ上がってくるところだった。

　光は新しん宿じゆくの街を白い色彩で塗りつぶしていく。今、ここにある全てのものが消えようとしているのを感じた。




　深月はかっと目を見開いた。ひびの入った天てん井じようと蛍けい光こう灯とうが真まっ先さきに目に飛びこんでくる。

　夢を見ていたのだと納なつ得とくが行くまでしばらく時間がかかった。

「目が覚めたみたいだね」

　ベッドのそばにメガネをかけた少年が座っていた。

「あら、亨きよう司じ」

　思わずほっと息をついた。古こ滝たき市に辿たどり着いたのは夢ではなかったのだ。ふと、むきだしの左腕に点てん滴てきのチューブが伸びていることに気付く。亨司の背後には白い布の衝つい立たてが並んでいて、隙すき間まから診しん察さつ室らしき部屋が見えた。かすかに消毒液えきの臭においも漂っている。

「あなたがここに来たって聞いたから、急いで来たんだよ」

　何なん度ど命を落としてもおかしくない目に遭あっていた。ルスランがあの島を消した時、海中に潜もぐるのがあと一秒遅れていたら死体すら残らなかったはずだ。その後、近くの島に自じ力りきで泳ぎ着けたのも奇き跡せきだった。

「連絡が付かなかったから、心配したよ」

「携帯を海に落っことしちゃったのよ。そっちこそ連絡が付かなかったけど？」

　亨司は舌した打うちをした。

「市内のインフラが破壊されていてね。まだ電話が繫つながりにくい状態なんだ」

「……ここではなにがあったの？」

　と、深月は尋たずねた。古滝市がテリオンに襲おそわれたことは途中で見かけたテレビのニュースで知っているが、アルカミレスがどうなったかまでは分からなかった。それで無理を押してここまでやって来たのだった。

「さっきベッドに拓たく也やがいた気がしたけど……あれは夢じゃないわよね？」

　亨きよう司じの表情がくもる。嫌な予感がした。拓也は怪け我がを負っているようだったし、日ひ向な子こもそばにいなかった。

　その時、衝つい立たての一つが動いて、友とも典のりと拓也が姿を現した。

「鮫さめ石いしさん、起きたのか？」

　拓也は患かん者じや衣ぎを身につけて、友典に肩を借りて立っている。胸のあたりがバンドで固定されているのは、肋ろつ骨こつを折っているからに違いない。手足のあちこちが包ほう帯たいやガーゼで覆おおわれている。彼が経験した戦いも相当に過か酷こくだったらしい。




「……日向子が捕まったとはね」

　お互いの話を終えた後で、深み月つきは深い息をついた。彼女は拓也たちとは別の病室に移されていた。ベッドの周りを拓也と友典と亨司が囲むように椅い子すに座っている。患者の容よう態だいを見守るためか、世せ津つ子こもドアの前に立って話を聞いていた。

「ルスランはグロスマンを殺すために『城カストラ』へ戻っていったんですか？」

　と、拓也は尋たずねる。ルスランはバレットからの報告を受けて、テリオンを殺す用事が出来たと言っていたらしい。

「あんたたちの話と総合すれば、そうなるわね。だから急いで出てったんでしょうよ。島まで吹き飛ばしてね」

　深月の声に皮ひ肉にくが混じる。その話に拓也はまだ半はん信しん半はん疑ぎだった。彼女の話では、ルスランは殺した島とう民みんの墓を作る時間がないという理由で、島ごと消してしまったらしい。

「……あの、本当にそれだけが理由で島を消したんですか？」

　本当の理由を口にしなかっただけに思える。しかし、深月は首を横に振った。

「ルスランならやりかねない。普通のテリオンじゃないのよ、あいつは」

　ふと、拓也はグロスマンの言葉を思い出した──あのような気の触れた怪かい物ぶつの行為と同列に並べるな。

「グロスマンもルスランは怪物だって言ってましたけど」

「……まあ、そうでしょうね」

　妙みように素そっ気けなく答える。なぜ普通ではないのか、語りたくなさそうだった。

　彼女は点てん滴てきを受けていない右手で、額ひたいにかかった髪かみの毛を物もの憂うげに払う。拓也ははっと息を吞んだ。半はん袖そでの患者衣から彼女の右腕が見えていた。もう一方の腕よりも細く、溝みぞのように深い傷が何本も刻まれている。遠い昔に受けた傷らしい。

　今さらながら、彼女が引退したアルカミレスだということを思い出した。利き腕にあれだけ深い傷を負っては、戦器オニクスを扱うのは難しいだろう。そういえば、深み月つきについてほとんど知っていることがなかった。顔を合わせたのも今日が初めてなのだ。

　深月は枕まくらに頭を預けて目を閉じた。

「……疲れているなら、眠った方がいいですよ」

　ドアの前にいた世せ津つ子こが声をかける。深月の目が再び開いた。

「いいえ……まだ話があるわ。拓たく也やの方は大丈夫なの？」

　突然話はなしかけられて、拓也は反射的に背せ筋すじを伸ばした。折れた肋ろつ骨こつがかすかに軋きしむ。

「あ……はい。まあ」

　と、曖あい昧まいに答える。回復は順調で、椅い子すに座っている程度ならどうということもない。さっきは友とも典のりが強ごう引いんに肩を貸してくれたが、短い時間なら普通に動き回れそうだった。ただ、そのことを世津子の前ではあまり強調したくなかった。昨さく晩ばん拓也に聞かれた話のことを、かなり気に病んでいるらしい。今日も目を合わせようとしていなかった。

「……そういえば、『聖婚ヒエロス・ガモス』についてなにか分かったことは？」

　と、亨きよう司じが尋たずねる。もともと深月が例の島へ行ったのは、ルスランが「聖婚ヒエロス・ガモス」という儀ぎ式しきの準備に向かったと聞いたからだ。

「具体的な話には触れなかったわ。自分の他に金色の戦器オニクスの使い手になれるテリオンを捜していると言ってたけど」

　その島はテリオンの隠かくれ里ざとのような場所で、住民たちは皆ルスランと同じように人じん狼ろうの血を引いていたらしい。彼らはルスランの戦器オニクス──昴こう陣じんアストラ・カストラの与えた「試し練れん」に耐えきれずに、一人残らず死んでしまった。

「それは儀式に必要な存在、ということ？」

「そうでしょうね。結局、見つけられなかったわけだけど……そういえば、変なことを言っていたわ。なんでも、『聖婚ヒエロス・ガモス』は『覆くつがえされた宝石のような朝』を迎えるための儀式だそうよ」

　病室に沈ちん黙もくが流れた。

「……あの、なんですか、それ」

　友典がおずおずと尋たずねる。

「あたしにも分からないわよ」

「いや、待ってくれ」

　亨司がぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「榛はる名な毬まり子こが『聖婚ヒエロス・ガモス』についてルスランに尋ねたら、宝石がどうという答えが返ってきたと言っていたな。拓也も聞いていただろう？　ほら、最初にフェンリルと戦った後だよ」

「そうだったか？」

　拓也には思い出せなかった──が、本人に訊きけば済む話だ。その時、今日はまだ一度も毬子の姿を見ていないことに気付いた。

「……あの」

　世せ津つ子この声に一同は振り返った。

「参考になるかどうか分からないけれど、いいかしら」

　一いつ瞬しゆん、拓たく也やたちの顔に戸と惑まどいが浮かぶ。この中では世せ津つ子こが一番クランテリオンには縁えん遠どおかった。

「ええ。聞かせて」

　と、深み月つきはうなずいた。

「『覆くつがえされた宝石のような朝』は、詩の一部だと思うわ。詩が好きなら知ってる人も多いんじゃないかしら。西にし脇わき順じゆん三ざぶ郎ろうの『天気』っていうとても短い詩。確か……」

　世津子は記き憶おくを辿たどるようにゆっくりと暗あん唱しようする。





（覆された宝石）のやうな朝

何人か戸と口ぐちにて誰かとさゝやく

それは神の生せい誕たんの日。






「……これで終わりよ」

「どういう意味ですか？」

　と、亨きよう司じが尋たずねる。世津子は困ったように顔を赤くした。

「わたしも学生の頃に読んだきりではっきり憶おぼえてないけど、これという解かい釈しやくはなかったはずよ……きれいな詩だから、わたしもなんとなく印いん象しように残っていただけで……」

「なにかの暗号かもしれないな。人間の詩をただ引用するってことはないだろうし」

　亨司は腕組みをしながら言った。

（それは神の生誕の日、か）

　拓也は心の中でその詩の文句を繰り返した。詩の善よし悪あしなどよく分からないが、拓也の想像をかき立てる言葉だった。あらゆるものがきれいに清められて、この世界が新しく生まれ変わるような──。

「ごめんなさい。大して役に立たなかったみたいで……」

　その時、待合室の電話が鳴り始めた。彼女は向きを変えて病室から出て行った。ややあって、世津子の声がかすかにドア越しに洩もれてくる。

「電話ってもう使えるんだな」

　と、拓也は友とも典のりに言った。フェンリルによって古こ滝たき市の通信網もうは破壊されていた。

「まだ会社によっては携帯も通じないらしいけど、家の電話はだいたい元に戻ったみたいだよ」

「……そうか」

　拓也は少しほっとしていた。自分がここにいる間も、少しずつ町の復ふつ旧きゆうは進んでいる。

「ねえ、ちょっと訊ききたいんだけど」

　と、深み月つきが口を開いた。

「榛はる名な毬まり子こはどこにいるの？　出来れば少し話がしたいんだけど」

「……ちょっと出かけてくるって言ってました」

　友とも典のりがうつむいたまま答えた。ひょっとすると、深月と顔を合わせづらかったのかもしれないと拓たく也やは思った。深月は「方舟アルカ」の実質的なリーダーで、毬子の方はそのメンバーを付け狙っていた刺し客かくだからだ。

　そこへ世せ津つ子こがドアを開けて戻ってきた。

「拓也くん、礼れ菜なちゃんがどこへ行ったか知らない？」

「えっ」

　思わず声が裏返った。礼菜、という名前に釣つられて、さっきの光景が頭に蘇よみがえった。ベッドの上で抱きすくめられている自分の姿──一体、なんだったんだろう、アレは。

「帰ったんじゃないんですか？」

「篠しの宮みやのおじさまから電話だったんだけど、礼菜ちゃんと連絡が取れないそうなのよ。どこにいるのか知らないかって」

「俺はなんにも……」

　てっきり、ここへ来るために出かけてきたのだと思っていた。

「彼女ならさっき駅前で見かけたよ。毬子と一緒にいたようだったけど」

　と、亨きよう司じが言った。

「榛名と？」

　妙みような組み合わせだと首をひねった途と端たん、隣となりでがたんと椅い子すを蹴ける音が聞こえた。友典が青ざめた顔で立ち上がっていた。

「どうしたんだ？」

「大変だ」

　彼の声は震えていた。

「礼菜の奴やつ、『城カストラ』へ行ったんだ……榛名さんと一緒に」




　　　　６




　友典から話を聞き終えた拓也は、大剣クレイモアの入ったケースを摑つかんで反射的に立ち上がった。二人は駅前で待ち合わせをしていた。駅に行けばどの電車に乗ったのかぐらいは分かるかもしれない。

「なにをしてるの、あんたは」

　深月が鋭い声で言った。

「連れ戻しに行きます」

　二人で話した時、ここで待ってて、と言っていた。もう少し彼女の言葉に気を付けるべきだった。自分の力で日ひ向な子こを助けに行くつもりなのだ。せっかく「城カストラ」から出られたというのに、もう一度戻るなどどうかしている。

「闇やみ雲くもに捜しても仕方がないでしょ。それに、あんたはまだ動ける状態じゃないわよ」

「わたしもそう思うわ」

　世せ津つ子こは病室のドアを塞ふさぐように立っていた。

「少し落ちついて、拓たく也やくん。その怪け我がじゃ……」

「うるせえな！」

　世津子の表情が凍りつくのを見て、拓也は我に返った。目を背そむけて椅い子すに腰かけた。こういう時、冷静になれない自分が恥ずかしい。日向子だったら、もっと落ちついているはずだ。

「……今は帰ってくるのを待つしかないわよ」

　深み月つきが宥なだめるように言った。

「あんたはまずその怪け我がを治さないと。もしあの二人がどこへ行ったのか分かっても、あんたをここから出すわけに行かないわ」

　戦器オニクスのケースを握りしめる手に力がこもる。どうにもならないことは分かっていても、納なつ得とく出来なかった。自分が行かなければ、誰だれ一人として戻ってこない気がする──。

「じゃあ、深月さんの考えでは怪我の治療が最さい優先ってことなのかな？」

　それまで黙っていた亨きよう司じが口を開く。

「……現状ではそういうことね」

「ぼくは賛成できないな」

　彼はきっぱりと言った。

「拓也はまったく動けない状態というわけじゃない。戦力を投入するなら、一気にやるべきだ。それがセオリーだと思うけど？」

「投入する時期が悪いわよ。あたしは現状では戦力を温おん存ぞんするべきだと言ってるの。『城カストラ』にはグロスマンとルスランの両方がいるかもしれないでしょ」

「今ならまだグロスマンだけの可能性が高いよ。あいつが『城カストラ』を私し物ぶつ化かしている以上、中にはテリオンがあまりいないはずだ。今はむしろチャンスだと思う。グロスマンを倒せば、『城カストラ』を今みたいに機能させることは難しくなるはずだ」

　深月の顔色が変わった。

「ちょっと待って。あんたは『城カストラ』へ行く方法が分かっているの？」

　それは拓也の疑問でもあった。つい昨日きのうまで彼はなんの手がかりも得ていなかったはずだ。彼は珍しく真剣な表情で拓也と正面から向き合った。

「『城カストラ』に行く方法があったら、君は行くか？」

「待ちなさい、亨きよう司じ」

「深み月つきさん、彼に選ばせるべきだよ」

「『方舟アルカ』の指し揮きを取っているのはあたしよ」

「あなたは戦いを避けることで、仲間を守ってきた。だから『方舟アルカ』が崩ほう壊かいしてからもこうしてどうにか生き残っている。でも、もうそれだけではダメなんだ。このままではあなた自身の命も……」

「このあたしの命令が聞けないの、亨司！」

　突然、亨司は鞭むちで打たれたように体をびくっと震わせた。舌した打うちを一つして口をつぐんでしまった。拓たく也やには二人の口こう論ろんの成り行きはよく分からなかったが、自分がしたいことは分かっているつもりだった。

「俺は色々なことがよく分からない……この戦器オニクスのことも、自分の体のことも、昔のことも」

　膝ひざの上の両手を見つめながら、拓也は言った。

「でも、俺は他の人間にない力を持ってる。そのことだけは分かってる。だから、知っている人たちを守りたいんだ。俺はここで待つ人間じゃなくて、戦う人間だと思う」

　拓也は顔を上げる。自分を凝ぎよう視ししている深月と目が合った。

「俺は『城カストラ』へ行って、みんなを連れて戻ってきます。そのために必要だったら、どんな相手とでも戦います」

　病室に沈ちん黙もくが流れた。亨司が確かめるように深月の顔を窺うかがったが、彼女は無言のままだった。軽く肩をすくめてから、彼は拓也に向かって語りかけた。

「……ぼくには『城カストラ』へ行く方法が分からなかった。でも、これから起こることを想そう定ていしていくつか手は打っていた。これもその一つだ」

　亨司は椅い子すのそばにあった自分のバッグから、ノートパソコンを取り出す。

「以前、ＧＰＳでテリオンの居い場所を確認して戦ったことがあったけど……それと似たようなものかな……ちょっと待ってくれ」

　彼はしばらくタッチパネルのあたりを操作してから、画面を拓也たちに見せた。画面には関かん東とう一いち円えんの地図が表ひよう示じされている。古こ滝たき市のあたりに一つ、東京の方に一つ、アイコンが点てん滅めつしている。

「古滝市の方のアイコンが拓也のいる場所。東京の方が礼れ菜なだ」

　拓也は目を丸くした。

「お前……俺たちに発信機なんか仕込んでたのかよ？」

「体には付けてないよ。そんなことをしたらすぐにバレるし、君たちの場所を把は握あくするのが目的じゃない」

「じゃあ……」

「発信機は君たちの戦器オニクスのケースに仕込んである」

　思わず戦器オニクスのケースを見下ろす。今までまったく気が付かなかった。

「グロスマンとルスランの間でなにが起ころうと、連れん中ちゆうは最終的に君たちの金色の戦器オニクスを取り返しに来るだろう。もしそうなった場合、戦器オニクスが戻っていく場所はどこだと思う？」

「……『城カストラ』か」

　亨きよう司じはうなずいた。

「そういう事態に陥おちいっても『城カストラ』の場所だけは正確に摑つかむことが出来る。もっとも、その時にぼくたちが生き残っているか、甚はなはだ疑問だったけどね……まさか、こんな形で役立つとは思ってもみなかったよ」

　再びパソコンを操作すると、礼れ菜なのいる周辺の地図が拡大されていく。

「ここが二人の目的地だと思う……『災さい厄やく』の跡あと地ちだ」

　ふと、拓たく也やは深み月つきが息を吞んだことに気付いた。彼女は血の気のない唇くちびるを嚙かみしめて、空白の土地を食い入るように見つめていた。




　砂漠のようになにもない土地の中心で、毬まり子こは足を止めた。

「……ここよ」

　礼菜は思わず空を見上げた。濃い色合いの青空が広がっているばかりだった。ちょうど正しよう午ごの時間で、太陽は一番高い位置にある。

「この上に『城カストラ』があるの？」

　毬子はうなずく。

「ここから先は、もう後戻り出来ないわ」

「……分かってるよ」

　彼女は腕うで輪わを嵌はめた腕を天にかざし、目を閉じて精神を集中している。しばらく時間が過ぎてから、太陽の中心にぽつりと穴が開いたような黒い点が現れた。礼菜が目を細めて眺ながめていると、その点は瞬またたく間まに大きくなり、広がった傘かさのように太陽を覆おおい隠かくしていった。

「危ない！」

　突然、毬子に突き飛ばされて地面に転がった。

「ちょっと、なにすん……」

　その言葉を遮さえぎるように、空から落ちてきた黒い物体が、地じ響ひびきとともに二人の間に割り込んできた。舞い上がる土ぼこりが風に流れた後には、黒い金属の円えん盤ばんが地面にめりこんでいた。コインのような形状だが、四、五人が乗れるほどの広さがある。突き飛ばされるのがもう少し遅かったら、この下した敷じきになっていたはずだ。

「なに、これ」

「これはヌンムス」

「ヌンムス……？」

「ええ。『城カストラ』の中で物を移動させたりとか、こうやって地上と行き来する時に使われているの」

「……乗り物だったんだ、これ」

　乗り物にしては色々と足りないものが多すぎる気がする。礼れ菜なはしゃがみこむと、つやのある表面におそるおそる目を近づける。戦器オニクスと同じ材質で出来ているらしい。

「早く乗りなさい」

　そう言いながら、毬子は自分のケースと一緒に円えん盤ばんに乗り、スカートを広げて腰を下ろした。

（大丈夫かな、これ）

　とてもまともな乗り物には見えなかったが、躊躇ためらっている場合ではない。勢いをつけて円盤に一気に飛び乗る。踏みしめた感かん触しよくはしっかりしていた。

　ただ、柵さくはどこにもないのが気になる。円盤のちょうど中心に立つと、毬まり子こが訝いぶかしげに礼菜を見上げた。

「それじゃ危ないわよ」

「え？　でも端はしっこに立ってたら落ちそうだよ」

「どこにいても同じよ。そうじゃなくて……」

　突然、足元が小こ刻きざみに振動を始める。毬子はごろんとその場に横たわった。なんでくつろいでんの、と言いかけた時、二人を乗せた円盤は猛もう烈れつな勢いで上昇を始めた。あっというまに地面が遠ざかっていく。

　両肩かたにずしりと重みを感じて、礼菜は円盤の表面に叩たたきつけられる。

「いたっ」

　礼菜は悲鳴を上げた。どうやら急きゆう上昇で重力が発生するらしい──ロケットの打ち上げと一緒だ。慣れているのか、毬子は涼すずしい顔で仰あお向むけになっている。

「落ちる心配はないでしょう？」

　毬子は勝ち誇ったように言った。確かに体は円盤に貼はりついて動かない。ただ、息が苦しくて仕方なかった。

「……見て」

　空を見つめながら毬子はつぶやいた。礼菜は苦労して体の向きを変え、彼女と同じ姿勢になった。

「あ……」

　礼菜は目を瞠みはった。一いつ瞬しゆん、これから行くのはクランテリオンの本ほん拠きよ地ちで、あのグロスマンの居きよ城じようだということを忘れそうになった。太陽からまっすぐに降り注そそいでくる光の中を二人は進んでいる。まるで天国を目指しているかのようだった。




　一人になった後、深み月つきは再びまどろんでいた。今までに死んだ仲間たちの顔が、泡あわのように次々に浮かんでは消えていった。第一世代のアルカミレスで、生き残っているのは深み月つき一人だ。そのために誰よりも多くの仲間の死に直面してきた。

　深月の長い経験では、早はや死じにする者には共通する特とく徴ちようがある。彼らは物事のバランスを見失い、なにかにのめりこみすぎた者たちだった。例えば重要な情報の取しゆ得とくに、あるいは憎にくい敵を殺すことに、そして勝しよう算さんの見込みが薄い作戦──特に捕まっている仲間の救きゆう出しゆつ作戦に。のめりこめばのめりこむほど、彼らは死の危険に近づいていく。

　不意に日ひ向な子この顔が浮かんだ。幼い頃から彼女にはバランスを心がけるよう教えこんできた。戦う時は可能な限り自分の安全を確保し、生き延びようとすること。

　日向子が親しい人間を作りたがらなかったのは、おそらくその教えの副ふく産さん物ぶつだろう。親しくなるということは、相手にのめりこむことだ。自分を守るために、無む意識のうちに孤こ独どくを好むようになっていたのだ。

　深月は複雑な気持ちだった。守るべき仲間すら持たない人間になってほしくなかったが、仲間のために命を落としてほしくもなかった。

　日向子が変わったきっかけは拓たく也やだった。彼と親しくなった結果、いつのまにか「のめりこむ者」になってしまった。深月にとっては喜ばしいことだったが、今は「城カストラ」に捕らえられている。以前の彼女なら、こんなことにはならなかったかもしれない──。

　深月は目を覚ました。誰かがカーテンを閉めてくれたらしく、病室の中は薄うす暗ぐらかった。深月は天てん井じようを見上げたまま、再び自分の思いに耽ふけった。

　拓也はバランスなど考えずに、のめりこんでいく者だ。「方舟アルカ」を率ひきいる立場からは、その考えを咎とがめなければならない。

　本ほん心しんでは日向子をなんとしても助けたかった。だからこそ、拓也に密ひそかな期待を寄せていた。彼ならばどこまでも深くのめりこんだ後で、日向子を取り戻してくれるかもしれない。彼は特別なアルカミレスなのだから。

　不意に病室のドアが開いて、亨きよう司じが入ってきた。いつのまにか黒ずくめの上下に着替えている。彼がなにをしに来たのか、一ひと目めで察しがついた。

「……拓也は？」

　と、深月は尋たずねた。

「『城カストラ』へ向かう準備をしてるよ。あと三十分もすれば、近くの小学校に手配したヘリが到着することになってる」

「……そう」

　結局、「城カストラ」へ行くことを拓也には許していない。亨司はそわそわと両手を組み合わせている。辛しん抱ぼう強く待っていると、やがておもむろに口を開いた。

「深月さん……ぼくも拓也と一いつ緒しよに行っていいかな？」

　やっぱり、と深月は思った。

「あなたの命令には従うけど、出来れば止めないでほしいんだ」

　亨きよう司じを止められても、拓たく也やを止めることは出来ない。だとしたら、二人一緒に行かせた方が生存の可能性はより高くなるはずだ。

「……出る前に拓也をここへ呼んでくれる？」

　それは消極的な許可だった。もう自分に出来ることはなにもない。後は自分の知っていることを伝えて、彼らに全てを託すしかなかった。
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　拓也がドアを開けて入っていくと、深み月つきはベッドに体を起こして待っていた。拓也はぎくしゃくした動きでベッドに近づいていった。さっきまでの患かん者じや衣ぎから普段のジーンズとパーカーに着替えている。戦器オニクスのケースを持っても、体に大した痛みはなかった。

「座って」

　促うながされるままに拓也は腰を下ろした。どうして呼び出されたのか分からず、拓也は緊きん張ちようしていた。「城カストラ」へ行くなというさっきの話を蒸むし返されるなら、すぐに席を立つつもりだった。亨司の手配したヘリコプターが到着する時間が迫っていた。

「日ひ向な子こからあたしと初めて会った時のこと、聞いたことある？」

[image: ]

　突然、日ひ向な子この話が出てきたことに戸と惑まどった──そういえば、少しだけ聞いたことがある。

「……クロノクレイドルに最後まで残ってた日向子を、助けたのが鮫さめ石いしさんだって」

「そう。あの子、友達を待ってたけど、来なくってね……」

　深み月つきは意味ありげに言葉を切って、拓たく也やを見つめた。黙って話の続きを待っていると、まあそれはいいか、とため息混まじりにつぶやいた。

「あの子は助けられたつもりなんだろうけど、あたしの立場からするとそうじゃない。あたしがあの子に助けられたの」

　不意に彼女は右腕の袖そでをまくった。さっき目にした傷だらけの腕が現れた。改めて見ると、怪け我がの後の治療も不十分だったらしい。肘ひじのあたりの骨がおかしなところで出っ張っていた。

「この右腕が使い物にならないことは分かるわよね。あたしは戦器オニクスを握れなくなった。八年前……クロノクレイドルへ行く何日か前、新しん宿じゆくでこの怪我を負ったの」

　新宿、という地名に拓也はどきりとした──原因は「災さい厄やく」なのだ。

「明け方の一番人の少ない時間だったわ。あたしは方舟アルカの任務で新宿にいて……突然、ルスランが現れたの……あたしは『災厄』の起きた瞬しゆん間かんを、この目で見たわよ」

　淡たん々たんとした声が逆に想像を絶する破壊を物語っているようだった。拓也の背中がひとりでに震える。

「どうしたの？」

「……『災厄』から生き残った人の話を聞くの、初めてなんです」

　深月はぽかんと口を開ける。二にの句くの継つげない様よう子すだった。

「なんですか？」

「ううん。とにかく、あたしは『災厄』で一番大だい事じなものを失った……アルカミレスとしての自分をね。それでも、生きているだけマシだったかもしれない。あの時、クランテリオンの攻撃を受けて、本当に多くの仲間が殺されたの。残ったあたしたちも混乱してた。日向子に会ったのは、そういう時」

　その瞬間を懐なつかしむように、彼女は目を閉じた。

「あたしがどうしたいか尋たずねたら、あの子ははっきり言った……自分はテリオンと戦う使命があるって。あの子が加わってくれなかったら、『方舟アルカ』はもっと前に完全になくなっていたでしょうね。あの子はあたしが教えこんだことを、忠ちゆう実じつに守ってるわ。だから、今いま考えていることも分かる……多分、あんたに助けに来てほしいなんて思ってないわ。それがどれほど危険か分かって……」

　拓也は無言で戦器オニクスのケースを摑つかんだ。これ以上聞きいても意味がなさそうだ。すると、彼の腕を深月の傷だらけの右手が摑んだ。あまりにも弱い力に、かえって振りほどくことが出来なかった。

「話は最後まで聞きなさい。助けられることは望んでないけど、同時にこうも思っているはずよ……もう一度あんたに会いたいってね。それがあの子の本ほん音ねだと思う」

　立ち上がりかけていた拓たく也やの力が抜けた。日ひ向な子こと深み月つきの考え方が近いとしたら、今の言葉は深月の本音でもあるのだろう。立場上そう言えなかっただけで、彼女も日向子ともう一度会うことを望んでいるのだ。今までの二人の付き合いを考えれば当然の話だった。

「分かりました」

　拓也はうなずいた──必ず日向子を助けて戻ってくる。

　しかし、彼女は拓也から手を放そうとしない。話はまだ終わりではないらしい。むしろここから先が本題のようだった。拓也にとって到とう底てい愉ゆ快かいな話ではないのは、彼女の目を見ていれば分かる。彼は背せ筋すじを伸ばして待った。それが重要な話なのだとしたら、どんな内容であれ聞いておきたかった。

「ずっとあんたに言えないことがあったの……日向子もこのことは知らない。生きている人間では、あたし以外に誰も知らないはずよ」

　沈ちん黙もくが流れる。壁にかかっている時計の針の音がかすかに聞こえた。深月は何度も躊躇ためらった末に、その時計を見上げる。時間が残っていないことに気付いたのだろう。彼女はようやく口を開いた。

「八年前、あんたはあの街に住んでいたの……あんたも『災さい厄やく』の生き残りの一人なのよ」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真まっ白しろになった。今までどうしても思い出せなかった過去のことを、こんな形で聞くことになるとは思いも寄らなかった。深月はさらに続きを話し始めた。

「災厄の時、あたしが新しん宿じゆくで任にん務むをこなしていたって話はしたわよね。実を言うと、その任務はあんたの家の護ご衛えいだったの。あんたは新しん大おお久く保ぼ……新宿からちょっと外れたところの地名だけど、そこで組織のメンバーだった科学者の夫婦の家で暮らしていた」

　拓也が口を開こうとすると、深月は慌あわてたように遮さえぎった。

「ああ、二人はあんたの本当の両親じゃないわ。あんたはどこからか連れて来られた子供で、それを二人が引き取ったという話だった。なかなか子こ宝だからに恵まれない人たちだったそうだから」

「……その人たちに引き取られる前はどこにいたんですか」

　と、拓也は尋たずねた。

「それがよく分からないの。十五年前、あたしが組織に入った時、あんたはもう二人に引き取られていたから。おおかた、誰か他のメンバーの子供だったんじゃないかしら。あんたが変わっていたのは、もう赤あかん坊ぼうの時にアルカミレスとしての調整を受けていたことよ」

　一いつ瞬しゆん、日向子のことを思い出した。クロノクレイドルで育ったアルカミレスたちは、子供の頃に調整を受けていた。生き残っているのは彼女一人ひとりだった。

「調整を受けたのはあたしたちの世代が一番早かったけど、あんたもほとんどそれと同時期だったんじゃないかしら。普通に考えれば、クロノクレイドル計画で『調整』された子供たちのプロトタイプだと思うけど、今は事情を知るその頃の幹部が誰もいないの。アルカミレスとしてどんな風ふうに調整を受けたのかも、全ぜん然ぜん記録がないのよ……とにかく、あんたの家は当時から組織の最重要機き密みつに位置づけられていた。あんたの他に金色の戦器オニクスも一緒に秘ひ匿とくされていたから……まあ、そんなことはあんた自身にはなんの関係もないけどね」

「俺、どんな子供でした？」

　深み月つきの口元にかすかに笑えみがよぎる。

「ごく普通の子供だったし、性格も今とあまり変わらないと思う。あんたを引き取った夫婦が、他の子供と同じように育てるって方針だったみたい。『方舟アルカ』はもっと厳げん重じゆうな監かん視し下に置きたかったでしょうけど、彼らが絶対に許さなかったって聞いたわ。逆にそのせいで、クランテリオンに居い場所を悟さとられずに済んでいたと思う……『災さい厄やく』が起こった前の日も、あんたはごく普通に生活してたわ。あの街にいた人間はみんなそうだったでしょうけど、朝起きて、学校に行って、友達と遊んで……」

　深月は慎しん重ちように言葉を選んでいる様よう子すだった。

「でも、その後で全てが変わってしまった。あんたが新しん宿じゆくにいることがクランテリオンに知られて、大だい規模な捜そう索さくが始まったの。あたしたち護ご衛えいのアルカミレスはあんたを連れて脱出しようとしたわ。でも、連れん中ちゆうの投入したテリオンはおそろしく数が多かった。多分、『災厄』の前に護衛は殺されたと思う。『方舟アルカ』の捜索隊たいがあんたを見つけ出した時は、一人で西にし新宿の下げ水すい道どうに倒れていたそうよ。そばにイグニス・アウルムも落ちてたって話だから、多た分ぶん偶然反転リトウルネして身を守ったのかもしれない」

「あの、俺を育ててくれた人たちは……？」

　拓也はさっきから気になっていることを尋たずねた。血が繫つながっていないとはいえ、その二人が実質的に自分の両親になるはずだ。

「……亡くなったわ」

　一いつ瞬しゆんためらってから、彼女は答えた。

「多分ね。死んだ姿を見た人はいないの。あたしたちとは別べつ行動を取ってたのよ。あんた一人に護衛の全員をつけて、自分たちは囮おとりになるからって……その後、どうなったのかは分からない」

　深月は物もの憂うげに自分の体を探った。無む意識のうちにタバコを探しているらしいが、自分が病室にいることを思い出したのか、すぐに諦あきらめた。

「さっき、必要なら誰とでも戦うと言ったわよね」

　戸と惑まどいながら拓也はうなずいた。深月は彼の耳に顔を近づけて、あたりをはばかるように小声で言った。

「ルスラン・ヴォルクとの戦いは避けなさい。絶対に」

　その声には抑えがたい恐怖がにじんでいた。

「どうしてですか？」

「あいつは他のテリオンとは本質的に違う……あんたも戦った時に感じなかった？」

　真まっ先さきに頭に浮かんだのは、無ぶ様ざまに敗北した自分の姿だった。確かにあの時のルスランは恐ろしかったが、あまりにも実力差さがあったからだ。そのことを除けば、他のテリオンとさほど違っているとは思えなかった。

「そこまでは……別に……」

「そう」

　妙みように平へい板ばんな声で深み月つきは言った。

「『災さい厄やく』の時、あいつはテリオンごと新しん宿じゆくを吹き飛ばしてるの」

「……え？」

「あんたの存在がテリオンに分かってしまったって言ったでしょう？　あたしは『災厄』の起こる直前まで、新宿でテリオンたちと戦ってた。かなりの数がいたし、戦っているうちに少しずつ追いつめられて……その時、ルスランが突然現あらわれたわ。そして……」

　彼女はシーツの上をすっと払うように撫なでた。グロスマンがルスランを「気の触れた怪かい物ぶつ」だと言ったことを思い出した。ルスランが味方を巻き添えに「災厄」を起こしたのだとしたら、そう非ひ難なんするのも無理はない。

「ルスランはね、笑ってたわ」

　深月はぽつりとつぶやいた。

「あの光の中で、楽しそうに笑い声を上げてた……子供みたいにね」

　拓たく也やの背せ筋すじをぞくりと戦せん慄りつが走った。ルスランへの恐怖のためではない。殺さつ戮りくの最さい中ちゆうに笑うという行為が、過去の自分と縁えんがあるように思えたからだ。

「ルスランはなんでそんなことしたんですか？」

　ただ人間を大量に殺しただけというわけではない。仲間がいるというのに、そんなことをするはずがなかった。

「それはね……」

　深月はためらいがちに口を開いた。

「ルスランは『災厄』の前にあんたのことを尋たずねたの。『どこへやったんだ？』って。あたしたちの追おっ手てとは別べつ行動みたいだったけど、あいつはあんたを捜してたんだと思う。あたしがなにも言わなかったら、『それなら、街ごと消してしまおうか』って……」

　突然、頭の中にグロスマンの言葉がくっきりと蘇よみがえる──お前が「災厄」についてなにかを語れる立場にあると思っているのか？

　拓也は気が付くと椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。

　あまりにも馬鹿げている。ありえない。そんなことのためにあそこにいた人間も、建物や道路も、同じクランテリオンの者まで、全て吹き飛ばしたなんて。

「俺おれ一人を殺すため、だったんですか……？」

　深月は苦痛に耐えるように表情を歪ゆがませた。







　　　第二章　半球の主
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　日ひ向な子こは暗くら闇やみの中で目を開けた。途と端たんにこめかみがずきずきと脈みやく動どうし始めた。

　渇かわききった喉のどのせいで息が苦しい。

　ちゃんと意識を取り戻したのは久しぶりの気がする。しかし、この状態も長続きはしない。すぐにまた意識を失ってしまうはずだ。傷めた足首と肋ろつ骨こつが熱を帯びていて、体を動かしただけで鋭い痛みが全身に走る。なんの処置も受けずに放置されているためか、彼女の体は確実に衰すい弱じやくしつつあった。

　長い間、金属の硬い床に横たわっていたせいか、体のあちこちが錆び付いたように軋きしむ。

　彼女が今いま着ているのは、飾りのついていないワンピースのような服だった。もともと身につけていた服や持ち物は全て取り上げられている。

　目を凝こらしてもなにも見えない。一体、今が何日の何時なのか見当もつかない。時間の感覚が完全に失われていた。

　それでも、なにか周囲の状況に変化があったかもしれない。彼女は四つんばいになって、のろのろと暗闇の中を進んでいった。

　やがて、硬い鉄てつ格ごう子しに行く手を阻はばまれる。

　彼女は狭い牢ろうの中にいた。

　鉄格子に額ひたいを押し当てて耳をそばだてると、かすかな物音が聞こえてくる。大おお勢ぜいの者がうろうろと歩き回っているような音だった。ここには複数の牢が並んでいて、他にも大勢の者が閉じこめられているらしい──ただ、彼女以い外がいの者は人間ではないような気がする。

「……拓たく也や」

　気が付くとその名前を口にしていた。今いま頃ごろ、彼はどうしているだろう。無理に「城カストラ」へ来ようとしていないか心配だった。そんなことをすればグロスマンの思うつぼだ。

　絶対にここに来てはいけない、と彼女は思っていた。しかし、来てほしい、という気持ちをどうしても抑えきれない。

　日向子はもう一いち度ど拓也に会いたかった。

「そんなにあの男が恋しいか、雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　すぐ背後から老人の声が聞こえた。彼女は緩かん慢まんなしぐさで振り返る。今の今までこの牢の中には自分しかいなかったはずなのに。

　突然、目の前でオレンジ色のまばゆい光が弾はじけた。なにが起こったか分からず、日ひ向な子こは弱々しく顔を覆おおって目を閉じる──苦痛を与えられようとしていると覚かく悟ごした。

　しかし、それ以上のことはなにも起こらなかった。

　おそるおそる目を開けると、蠟ろう燭そくの光が目の前でゆらめいている。さっきはもっと強い光だとばかり思っていたが、目が慣れてみるとかろうじて牢ろうの中の闇やみを押し戻しているだけだった。

　蠟燭を持っているのは、異い様ようなほど背の高い老人だった。身にまとっているのは黒い礼れい服ふくで、長い白はく髪はつを背中に流し、あごひげで口元を覆おおっている。

　グロスマン・Ｈ・スパイリオン──この「城カストラ」の主あるじだった。数日前、瀕ひん死しの重傷を負ったはずの肉体は、完全に元の状態に復しているらしい。瞬しゆん間かん的な治ち癒ゆ能力がこのテリオンの特とく徴ちようだった。

「お前に話があって来た」

　と、グロスマンは言った。

「……話？」

「お前がアパタスのリングを身につけていたのは何な故ぜだ？」

　唐とう突とつな言葉に日向子は戸と惑まどった。わざわざここまで来て尋たずねることには思えなかった。

「イレーナ・ヴォルクに勝てたのは、あのリングのおかげか？」

　クロノクレイドルで礼れ菜なと戦った時、一度だけあのリングを使っていた。そうでなければ、金色の戦器オニクスの使い手である礼菜とは渡り合えなかっただろう。

「だとしたら、一体……」

　日向子がゆっくりと答えかけると、苛いら立だったようにグロスマンが遮さえぎった。

「あのリングを作ったのはわたしだ」

　彼女は目を瞠みはった。テリオンにそんなことが出来るという話を聞いたことがない。いつ誰がどのように戦器オニクスを作ったのかは分かっておらず、テリオンもアルカミレスもただ利用しているだけだというのが、この戦いに参加する者の「常識」だった。

「と、言っても一から作り上げたわけではないがな。もともとは戦せん闘とう能力のないアパタスのために、わたしの戦器オニクスの一部を抽ちゆう出しゆつして与えたものだ……このことは毬まり子こも知らないはずだが」

（わたしの戦器……？）

　日向子は必死に頭を働かせた。この前の戦いでグロスマンは戦器オニクスを帯びることなく変へん身しんしていた。てっきり持つ必要がないのだと思いこんでいた。しかし、今の話ではグロスマン専用の戦器オニクスがどこかにあるらしい──。

「……あのリングは使う者を選ばず、高い汎はん用よう性を持つよう設計されている」

　グロスマンの話はその間にも続いている。

「しかし、アルカミレスが装そう着ちやくした場合は反応しない機能が加えられている。お前たちの手に渡れば悪用されかねないからな……お前はそれをどうやって解かい除じよした？」

　沈ちん黙もくが流れる。日ひ向な子こには寝ね耳みみに水だった。あのリングにそんな機能があったことなど、まったく知らなかった。

　確かに日向子以外のアルカミレスにあのリングは反応していない。数すう週間に渡って身につけていた拓たく也やにも「城カストラ」の場所を示さなかった。今までは古こ滝たき市の上空に既すでに来ていたからだと思っていた。しかし考えてみれば、深み月つきに預けて調べてもらっている間、あのリングは古滝市の外へ出ていた──その間にも成果はなかった。

（どうして、わたしだけに……？）

　もともとアルカミレスに反応しない戦器オニクスだとしたら、日向子が触れても反応しないはずだ。もちろん、機能を解除出来るような特別な操作などしていないはずだ。あの時は自分に使えるかどうかさえ自信がなかった。

「……やはり、お前まえ自身にも分かっていなかったか」

　落らく胆たんしたようにグロスマンは言った。

「一度、お前をきちんと調べねばならんな。意い外がいに面白い結果が出るかもしれん」

　グロスマンの上体が覆おおいかぶさるように迫ってくる。ようやく日向子は悟さとった。この老人が自分をまだ殺さないのは、あのリングの問題点を探るためなのだ。「調べる」と言っても、アルカミレスである日向子に配はい慮りよはしないだろう。要するにただの人じん体たい実験だ。

「……グロスマン様」

　突然、牢ろうの外からくぐもったような男の声が聞こえてくる。老人の動きがぴたりと止まった。いつのまにか誰かが近づいてきていたらしい。

「なんだ？」

「先ほど、ヌンムスが一いつ基き地上へ向かいました」

　皺しわの刻まれたグロスマンの頰ほおに笑えみが広がった。

「来たか……ネズミども。すぐ行く」

　突然、老人はふっと蠟ろう燭そくを吹き消す。すると彼の肉体そのものも牢から消えてしまった。

　日向子は冷たい牢に一人取とり残されていた。必死に今の会話を頭の中で反はん芻すうする。拓也がここへ向かっているのかもしれない。不安と喜びが同時に胸に湧わき上がる。

　しかし、そのどちらも長い時間続つづかなかった。彼女の意識は徐じよ々じよに薄れ、やがて再び泥どろのような眠りに引きずりこまれてしまった。




　突然、礼れ菜なたちの乗った円えん盤ばん──ヌンムスは空中で静せい止しした。体が浮かび上がりそうな感覚に、礼菜は慌あわてて毬まり子この腕を摑つかんだ。

「な、なんで止まるの？」

　冷たい風に震えながら礼れ菜なは言った。

「着いたからよ」

　毬まり子こは面白くもなさそうに言い、目の前の空間を指さした。しかし、そこにはなにもない空があるばかりだった。目を凝こらすと遠ざかった地ち平へい線せんの丸さが視し界かいに入ってしまい、礼菜の顔から血の気が引いた。

「まさか、怖いの？」

　呆あきれ顔で毬子は言った。

「あ、あたしは高いところ苦にが手てなの！」

「ここに住んでいたでしょう？　つい最近まで」

「それは分かってるけど……なにやってんの？」

　毬子はケースを開けて、中から細い曲きよく刀とうを取り出そうとしている。

「突入の準備よ」

　そう言った途と端たん、毬子が指さした方向へ水平に円えん盤ばんが動き始める。壊れたテレビのように視界がぐにゃりと歪ゆがみ、礼菜たちの体の輪りん郭かくも崩れていった。

「な、なにこれ……？」

　慌あわてて自分の体を撫なで回すと、さっきまでとなにも変わらない。視覚だけがおかしくなっていた。

「今、エーテルの層そうを通過しているところ。ここから動かないで」

「城カストラ」はエーテルという空気に似た物質をまとっている。エーテルには光を反射させずに迂う回かいさせてしまう力があるらしい。「城カストラ」に光が当たっても反射してこないので、視覚では捉とらえることが出来なくなる──と、いう風ふうに毬子からは聞いているが、礼菜にはよく分からなかった。要するに透明になれるマントをかぶっている状態だと解かい釈しやくしていた。

「それじゃ、行くわね」

　と、毬子が言った。どこへ、と聞き返す前に、彼女は円盤の縁ふちを蹴けって進しん行こう方向の空へ飛び出していた。彼女の姿は瞬しゆん時じに見えなくなった。

「えっ！」

　最初は自分の目が錯さつ覚かくを起こしているのかもしれないと思った。しかし、何なん度ど見返しても円盤の上に残っているのは礼菜一人ひとりだった。

「ま、毬子……？」

　彼女の飛んでいった方向へ身を乗り出そうとして、動くなと注意されたことを思い出した。

　突然、乱れていた視覚が噓うそのように元通りになり、巨大な建けん造ぞう物ぶつが目の前に現れる。

　距離が近すぎてとても全体を把は握あくすることは出来なかったが、どうやら「城カストラ」は上半分を切り取った半はん球きゆうに近い形のようだった。彼女の乗った黒い円盤は、壁へき面めんに開いている横よこ長ながの入り口に吞みこまれていった。

　そこはヌンムスの発着場らしい。外に面した壁が切り取られ、床の上には円形の物体が一列に並んでいる。礼れ菜なの乗った円えん盤ばんはその列の右端はしに静かに着地した。

　壁も天てん井じようも床もざらざらした黒い金属で覆おおわれている。部屋の奥にある扉とびらの前には、曲きよく刀とうを手にした毬まり子こが立っていた。黒いマントを身にまとった男が二人、彼女の足元に倒れている。二人とも顔や腕が黒い鱗うろこに覆われ、大きく裂けた口元からは牙きばが覗のぞいている。グロスマンほど血は濃くないようだが、太たい古この爬は虫ちゆう類るいの血を引くテリオンらしい。二人とも同じ形をした黒い斧おのをそれぞれ握りしめていた。

「毬子」

　彼女に駆け寄りながら、礼菜はバッグから自分の戦器オニクスを取り出した。弾だん丸がんのない今は役に立たないが、なにかの役には立つかもしれない。

「思った通り、『城カストラ』は手て薄うすな状態ね。見張りがこれだけしかいなかったわ」

　毬子はテリオンたちの体からマントをはがし始める。二人を一いつ瞬しゆんで倒したというのに、毬子は呼吸も乱していなかった。

「この人たちって誰？」

「本当になにも知らないのね」

　マントをかぶりながら毬子は言った。ここにいる間、礼菜はずっと扉のない部屋に閉じこめられ、意識を失ったまま外へ連れ出されたので、「城カストラ」のことをまったく知らなかった。

「この『城カストラ』の守り手……要するに警けい備び兵へいよ。はい、これ」

　彼女はマントの一つを手渡してくる。グロスマンに操あやつられていた時に礼菜や毬子が着ていたものとは、形や色合いが微び妙みように違っている。

「これを着ていれば、目立たずに済むかもしれない」

　どうやら変へん装そうするつもりらしい。礼菜はマントを受けとって体に巻き付けようとする。

「……ん？」

　急に足元がぐらりと揺れて、礼菜はこめかみをおさえた。

「どうしたの？」

「ちょっとふらっとして……ここにいた時もよくそうなったけど」

　しばらく待っていると、目まいは少し遠ざかっていった。ここに閉じこめられていた時は、そのせいでよく寝込んでいた。

「ああ、それなら別に大したことじゃないわ」

　毬子は平然と言った。

「覚かく醒せいしていないテリオンは、ここへ来ると体調を崩すことが多いの。放っておけば覚醒するから、その後は大丈夫よ」

　なるほど、と納なつ得とくしかけた礼菜は、はっと我に返った。

「大したことじゃんそれ！　覚醒したらダメだって！」

「どうして？」

「どうしてってそんなの……」

　礼れ菜なは口をつぐんだ。とうの昔に毬まり子こはテリオンとして覚かく醒せいしている。

「ごめん。そういうつもりじゃ……」

「いいわよ、別に」

　毬子は長い髪かみをマントのフードの中にしまいこんだ。

「四ヶ月いても覚醒しなかったんでしょう？　もうほんの何時間かここにいるぐらいなら、大丈夫だと思うわ」

　内ない心しんほっと胸を撫なで下ろした。毬子に対して否定的な感情はないが、自分自身が覚醒してしまうのは恐ろしかった。

「ただ、この中で戦器オニクスを使っていれば可能性は高くなるわよ。戦器オニクスはテリオンの本ほん性しようを呼び覚ます道具だから」

　礼菜は思わず自分のミセリア・フォルテスを見下ろした。金色に輝くグリップが少し冷たくなった気がした。

（あたしは日ひ向な子こを助けに来たんだ）

　あのクロノクレイドルで、日向子が自分の呪じゆ縛ばくを解いてくれたように。彼女はしっかりと銃を握りしめる。危険は承しよう知ちの上だった。

「それはしょうがないよ……とにかく、日向子を連れてうちに帰る方が大事だから」

「テリオンのくせに、お前は人間の世界に帰りたいの？」

「え……？」

　その問いには奇き妙みように切実な響ひびきがあった。

「よく分かんないけど……仲のいい人にはまた会いたいって思うよ」

　一いつ瞬しゆん、フードをかぶろうとしていた毬子の手が止まる。なにか思い当たることがあるらしい。ひょっとすると、彼女にもまた会いたい相手がいるのかもしれないと礼菜は思った。

「……行くわよ」

　扉とびらに向かって歩き出した毬子を、礼菜は慌あわてて追った。




　二人は弓なりにカーブしている長い回かい廊ろうに出た。

　通路の片側には同じような扉が延えん々えんと続いているが、もう片側には壁も柵さくもない。等とう間かん隔かくに並んだ黒い金属の柱の間から、吹き抜けのホールを見下ろすことが出来た。

「城カストラ」の内部は円えん筒とう形の吹き抜けのホールを中心に形成されていた。ホールを取り囲む壁へき面めんには何段にも渡って回廊が設置され、壁面にはドアがずらりと並んでいる。

　礼菜たちが立っているのはちょうど真まん中なかあたりの回廊で、空中を横切る渡り廊下や階段であちこちと繫つながっていた。

「これから、どこに……」

　毬まり子こに訊きこうとした時、足音が近づいてきた。黒い大きな鎌かまを携たずさえた背の高い女が、二人のそばを通りすぎていった。少し険けんのある目付きだったが、姿は人間と変わりない。一いつ瞬しゆんだけ礼れ菜なたちを横よこ目めに見ただけで、声もかけずに遠ざかっていった。

「バレなかったね」

　礼菜は大きく息をついて、自分たちのマントを見下ろす。

「……やっぱりテリオンの数が少ないわ」

　そう言いながら、彼女はホールを見るよう促うながす。礼菜の目に見える範はん囲いでは、二十人ほどのテリオンが歩き回っていた。

「……あれで少ないんだ」

「そうね。『城カストラ』全体で三百人もいればいい方じゃないかしら」

　もし発見されたら、かなり絶望的な数に思えたが、言っても仕方のないことだった。

「わたしたちが向かおうとしているのはあそこよ」

　毬子はホールの中心を貫つらぬく塔とうを指さした。まるで「城カストラ」全体を支える柱のように見える。

「あの塔が『城カストラ』の中ちゆう枢すう。ちょうど塔の真まん中なかあたりの階に『爪そう牙がの間ま』があるわ。まず、お前の銃の弾だん丸がんを取りにそこへ行きましょう」

　礼菜は中心に建つ黒い塔を凝ぎよう視しした。かつて「爪牙の間」で全ての戦器オニクスが発見され、今も持ち主のいないものはグロスマンの手で管理されている。

「この回かい廊ろうからあの塔へ直接行く渡り廊下はないわ。このホールの一番下したと、屋おく上じよう以外にあの塔への入り口はないの……わたしたちは下の方の入り口から行くわよ」

　礼菜はうなずいた。二人は並んで回廊を歩いていった。




　　　　２




　頭上からローターの回転する爆ばく音おんが聞こえる。拓たく也やの乗ったヘリコプターは、ビルや住宅でびっしりと埋め尽くされた街の上を飛んでいる。

「この分だと、もう少しで着くよ」

　隣となりの操そう縦じゆう席で亨きよう司じが声を張り上げる。ヘリコプターの操縦桿かんを握っているのは亨司だった。コンソールに取り付けたＰＤＡ型の小さな端たん末まつを見ながら、時とき々どき方向を調整している。端末の画面には地図と礼菜のいる場所が表ひよう示じされていた。

　機き内ないにいるのは彼らだけだった。この機体が古こ滝たき市に到着すると、亨司はそこまで乗ってきた操縦士しを下ろし、拓也と自分以い外がいは誰も乗せずに出発してしまった。ヘリコプターを操縦出来ることにも驚いたが、もっと驚いたのは自分も一緒に「城カストラ」を探たん索さくすると言い出したことだった。

　危険だからやめろと繰り返したが、そのたびに足あし手でまといにはならないと言い返され、結局拓たく也やの方が根こん負まけしてしまった。どっちにしろ、「城カストラ」まで運んでもらうことに変わりはないのだ。一緒に行動する方が守りやすいかもしれない。

　足元のウィンドウ越しに見えていた地上の街が、断ち切られるように途と切ぎれた。なんの建けん造ぞう物ぶつもない空白の土地が現れる。「災さい厄やく」の跡あと地ちにさしかかっていた。

　かつてそこになにがあったのか、窺うかがわせるものは一いつ切さい残っていない。古こ滝たき市を出る前、深み月つきから聞いた話を思い返す。

（俺を殺すために『災厄』が起こったってのか……？）

　正直なところまだ半はん信しん半はん疑ぎだった──いや、信じたくなかった。ここで大おお勢ぜいの人々が死んだということを、どう受け止めていいのかすら分からなかった。

「上昇するよ」

　亨きよう司じの言葉に我に返った。機き首しゆが上を向き、みるみるうちに新しん宿じゆくが小さくなっていく。拓也はその思いを振り払うように空を見上げた。ルスランとは戦わないように、という深月の言葉を思い出した。あくまで目的は日ひ向な子こと礼れ菜なと毬まり子こを無ぶ事じ連れ帰ることなのだ。他のことはその後で考えるしかない。

　やがて、ヘリコプターはスピードを落として旋せん回かいを始める。

「このあたりがちょうど『城カストラ』の真ま上うえのはずなんだけど」

　亨司は端たん末まつを覗のぞきこみながら言った。拓也は足元を見下ろしたが、それらしいものはどこにもなかった。

「どうするんだ？」

「毬子の話だと、屋上に広いスペースがあるはずなんだ。そこに着陸する」

「ヘリが降りられるような場所なのか？」

「ぼくにだって分かるわけないだろう」

　亨司はこともなげに言った。

「……ムチャクチャだな」

　拓也はつぶやいた。しかし、他に方法などありはしないことも分かっていた。自分たちは今までどのアルカミレスも足を踏み入れたことのない、クランテリオンの拠きよ点てんに突入しようとしているのだ。多少の無む茶ちやは仕方がなかった。

「なにか言ったか？」

　エンジン音に負けないように亨司が大声で尋たずねてきた。

「なんでもない。準備は出来てる」

　そう答えると、亨司はうなずいて足元のペダルを操作する。ゆっくりとヘリコプターは下降を始める。しかし、屋上までの距離すら分かっていない。外の景け色しきがあてにならないので、拓也は計器を覗きこむ──突然、計器の針はりが陽かげ炎ろうのようにゆらぎ始めた。

「えっ……？」

　思わず目を瞬まばたかせたが、錯さつ覚かくではなかった。計器だけではなく、視し界かいの中にあるあらゆるものが激しく波打っている。しかし、手で触れたものは相変わらずなんの変化もない。

（これって……）

「城カストラ」は光を屈くつ折せつさせる物質をまとっているらしい。ものの見え方がおかしくなるということは、その物質の層に突っこんだのだ。

　つまり「城カストラ」はすぐそこまで迫っている。その時、不ふ吉きつな音と共に突とつ風ぷうが吹きつけて、機体がほとんど横向きになった。城カストラに近づいたせいで、気流の乱れが起こっているのだ。しかも今は目が見えない状態と一緒だ。操そう縦じゆう席から亨きよう司じの舌した打うちが聞こえた。たちまちヘリコプターは制せい御ぎよ不可能な落下を始める。

（この中にいたらまずい）

　拓たく也やは反射的にシートの横に置いてあったケースを開け、後部座ざ席せきへ鞘さやを滑らせるようにイグニス・アウルムを抜いた。そして、自分の体を縛しばっているシートベルトを刃やいばで切り裂く。

「お、おい、拓也」

　驚いている亨司の声をどこか遠くに聞きながら叫んだ。




「反転リトウルネ」




　彼の全身を瞬しゆん時じに赤い鎧よろいが覆おおっていく。ヘリコプターの扉とびらを開けると同時に、亨司のシートベルトも引きちぎる。そして、有う無むを言わさずに亨司の体を小こ脇わきに抱えて、落下する機体から外へと飛び出していった。




　拓也たちの目の前でヘリコプターは横よこ倒だおしになったまま、黒こく煙えんを上げている。

「とりあえず礼を言うよ」

　亨司の声が頭の上に降ってきた。拓也は割れかけた黒い敷しき石いしに膝ひざを突いて、全身の疲労と戦っている。反転リトウルネの後は動けなくなるのが常だった。

「『城カストラ』に近づくとあんな風ふうになるとは思ってもみなかった」

　拓也は荒い息をしながらうなずいた。息を吸うたびに折れた肋ろつ骨こつのあたりが痛む。

　ヘリコプターは完全に使い物にならなくなっていたが、彼らは「城カストラ」の上にどうにか着地していた。

　ようやく動どう悸きが収まってきて、拓也は膝を突いたままあたりを見回した。彼らは屋外の庭園のような空間にいた。さっきの視覚の異常はすっかり治まっている。エーテルの層を挟んでいるせいか、「城カストラ」の外の景け色しきは魚ぎよ眼がんレンズを覗のぞきこむように少し歪ゆがんで見えた。

「どこなんだろうな、ここ」

「まともに考えれば、『城カストラ』の屋上だと思うよ」

　と、亨きよう司じは言った。この「庭」は大きな円を形作っているようだ。「城カストラ」は半はん球きゆうの形をしていると毬まり子こから聞いている。ここはその断面にあたる部分だろう。

「どこかから中に入らないと……礼れ菜なたちはこの下にいるようだし」

　端たん末まつの画面を見ながら亨司が言った。脱出した時、抜け目なく持ってきたらしい。

「……そうだな」

　拓たく也やは剣の鞘さやを杖つえにして立ち上がった。まずは礼菜たちと合流してから、日ひ向な子こを助け出す方法を探る。問題はグロスマンがどんな手を打ってくるかだった。拓也たちに受けた屈くつ辱じよくを晴らそうとするはずだからだ。

　彼らがいるのは「屋上」の端はしの方だった。ほんの数メートル先ではもう地面が途と切ぎれている。このあたりには入り口はなさそうだった。

「あれ、なんだろう」

　亨司が指さした方に、灰色の尖とがった建けん造ぞう物ぶつが見える。

「行ってみるか」

　拓也は先に立って歩き出した。

　二人の足あし音おと以外にはなんの物音もしない。目指す建造物以外に視し界かいを遮さえぎるものはなにもなく、なんとなく「災さい厄やく」の地を思わせた。

「なんでここには誰もいないんだろうな」

　と、拓也は言った。

「今、誰か現れても困るだろう？」

　背後から亨司が皮ひ肉にくっぽく言った。

　拓也がアルカミレスの姿でいられるのは五分だけで、連続して「反転リトウルネ」することは出来ない。無理にしようとすると、外殻クラスタはすぐに体内に戻ってしまう。一時間ほど経たたないと「反転リトウルネ」の能力は回復しない。彼の最大の弱点だった。

「まあ、そうだけど……見回りぐらいしてもおかしくねえだろ」

「どうだろうね。これだけ巨大な施設だし、テリオンの数が少なければ、そこまで手が回らないんじゃないかな。どうせぼくたちが行くところは決まっているんだ。そこに集中的に人員を割さいているのかもしれない」

　二人は建造物の前で足を止めた。灰色の金属で作られた四し角かく錐すいで、屋上の円のちょうど中心点に位置しているようだった。

「ピラミッドってこんな形じゃなかったっけ」

　と、拓也は言った。

「大きさが全然違ちがうけど、まあ、形はそうだね」

　高さは拓也の身長の倍ほどしかない。周囲をぐるりと回ってみても、入り口はどこにも見当たらない。建物というよりは、なにかを祀まつる碑ひ石せきのようにも見えた。

（信しん仰こうの対象、か）

　クランテリオンの幹部たちは、他の成員も知らないなにかを崇あがめていると聞いたことがある。灰色のこのピラミッドもそれと関係があるのかもしれない。

「……ん？」

　ふと、拓たく也やは立ち止まった。ちょうど彼の目め線せんのあたりに、単純な図形のような溝みぞが刻みこまれている。目を近づけてそれを確認する──縦たて線せんが二本。ひょとすると図形ではなく数字なのかもしれない。

（一いち一いち……？）

　拓也は首をかしげた。一体、どういう意味があるのだろう。

「……拓也」

　亨きよう司じの声に振り向くと、建けん造ぞう物ぶつから少し離れた場所に立っている。拓也は戦器オニクスを肩に担かついで彼の方へ近づいていった。

「ここから入れそうだ」

　亨司の見下ろしている地面には四角い穴があり、階段が下へ続いている。覗のぞきこんでも誰かが上がってくる気け配はいはない。

「礼れ菜なたちは？」

　階段の奥を見み据すえながら拓也は言った。

「ちょうど、ここの真ま下したあたりにいる。少しずつ上ってきているらしい」

　拓也は少し気が楽になった。動いていないと言うことは、まだ捕まっていないということだ。このまま自分たちが下っていけば、すぐに礼菜たちと合流出来るかもしれない。そうすれば、その後の行動がずっとやりやすくなる。

「よし、行こう」

　と、拓也は言った。




　　　　３




　毬まり子こたちは城カストラの中心にある塔とうの螺ら旋せん階段を上っている。この先にグロスマンの居室である「爪そう牙がの間ま」がある。塔の入り口にも、階段にも他のテリオンは見当たらず、ここまではスムーズに来ていた。

「やっぱりなんかおかしくない？」

　後ろを歩いている礼菜が言った。

「さっきから全然敵てきがいない」

　毬子は苛いら々いらしながらくるりと振り向いた。

「そんなこと考えていても仕方がないでしょう？　黙って走りなさいよ」

　しかし、本ほん心しんでは毬まり子こも同じことを考えていた。どうして中ちゆう枢すうのこの塔とうに人員を割さいていないのか。少なく見積もっても、この「城カストラ」には数十人の守り手がいる。全員が屈くつ強きような戦せん士しで、一人一人ならともかく、一いつ斉せいに襲おそわれたら毬子でも切り抜ける自信はなかった。

（罠わなかもしれない）

　危険は分かっているつもりだが、かといってミセリア・フォルテスの援えん護ごもなく、自分一人ひとりでグロスマンを倒しきる自信はない。多少無む理りをしてでも、弾だん丸がんの補充をする方が得とく策さくだと思った。

「グロスマンが弾丸を別のところに移してたらどうするの？」

　礼れ菜なが再び質問をしてきた。

「大丈夫よ」

　と、毬子は請け合った。その程度の可能性は彼女も予想していた。

「あの弾丸は特別な容いれ物に入っていて、金色の戦器オニクスの使い手でなければ開けることが出来ないの」

「じゃ、グロスマンにはさわれないんだ」

「そういうこと」

　それが分かっているからこそ、危険を冒して弾丸を取りに行こうとしているのだ。

　やがて螺ら旋せん階段から短い廊下へ出ると、大きな両開きの扉とびらが現れた。この向こうに「爪そう牙がの間ま」がある。取っ手に両手をかけて、礼菜の方を振り向いた。

「覚かく悟ごはいい？」

　礼菜はこくんとうなずいた。

「じゃあ……」

　両手に力をこめようとした時、不安げな友とも典のりの顔がすっと頭をよぎった。引き返した方がいいと言われている気がする。毬子は無む性しように腹が立ってきた。これではお前の方こそ覚悟が出来ていないと言われても仕方がない。彼のことを頭から締め出して、毬子は扉を開けた。




　礼菜は毬子の後から薄うす暗ぐらい「爪牙の間」に足を踏み入れた。どうやら長ちよう方ほう形けいの広間のようだが、高い天てん井じようや四し方ほうの壁はぼんやりとした闇やみに溶けている。

　調ちよう度ど品ひんらしいものはほとんど置かれていない。その代わり、様々な形の黒い武器が床ゆか一面に突き刺さっていた。

「……グロスマンはいないみたいね」

　毬子は広間の中央にある大きな黒い玉ぎよく座ざを見ている。そこには誰も座っていなかった。彼女は戦器オニクスの間を縫ぬうようにして歩き出す。礼菜もマントの裾すそが引っかからないように慎しん重ちように足を進めていった。

「これって全部戦器オニクスなの？」

　と、礼れ菜なは下を見ながら言った。

「ええ。ここで全ての戦器オニクスが発見された場所……グロスマンの役割の一つが、これらの戦器オニクスの管理よ」

　二人の足音だけが奇き妙みように大きく反はん響きようする。ふと、玉ぎよく座ざのさらに奥の方から淡あわい光が発せられていることに気付いた。「爪そう牙がの間ま」を照らしている明かりはそれだけらしい。天てん井じようには大きなシャンデリアも見えるが、今は光ることもなく氷柱つららのようにぶら下がっているだけだった。

「あれってなに？」

「あそこが目的地」

　突然、なにか硬いものに爪つま先さきがぶつかった。顔を上げると、例の黒い玉座が目の前にあった。すべすべした黒い石で造られていて、礼菜が座っても足が届きそうもない。そのまま通りすぎようとした礼菜は、なんとなく肘ひじ掛かけに目を止めた。ここに座った者が指先を添えるあたりに、黒い指ゆび輪わのようなものが取り付けられている。その指輪は礼菜に嫌な記き憶おくを呼び覚ました──グロスマンが記憶を封ふう印いんする時に使った指輪によく似ていた。

「それは『セキジツの玉座』。グロスマンはそこから『城カストラ』を操あやつっているわ」

「セキジツ……？」

　と、礼菜はつぶやいた。

「夕日、と書いてセキジツと読むの」

　礼菜は頭の中で「夕せき日じつの玉座」という名を思い浮かべた。城カストラの中心を動かす場所にしては奇妙な名前だった。それにこの玉座の色は黒だ。

「こっちよ」

　毬まり子こに促うながされて、玉座の脇を通り抜けてさらに奥へ行く。礼菜は思わず足を止めた。人間がすっぽり入りそうな大きさの球きゆう体たいが、壁かべ際ぎわの台だい座ざの上に置かれている。まるで大切なものが祀まつられているように見えた。その球体はぼんやりとした金色の光を放っている。その眺ながめはどことなく沈みかけた太陽を思わせる。「夕日の玉座」という名前の由ゆ来らいが分かった気がした。

　この球体の手前に置かれているからだ。

「この中に四つの金色の戦器オニクスが入っていたわ。銃の予備の弾だん丸がんもまだこの中にあるはずよ」

　よく見ようと近づいてみると、確かに球面には両開きの扉とびらがついている。同時にこの球体そのものが自分のミセリア・フォルテスと同じ材質だと気付いた。

「これじゃ、グロスマンに開けられないね」

　さっきの毬子の言葉の意味がようやく分かった。資格を持たない者が金色の戦器オニクスに触れると死んでしまう。その特とく徴ちようを利用した「容いれ物」なのだ。金色の戦器オニクスの使い手でない者は、この扉に触れることも出来ない。

「『城カストラ』の中には金色の戦器オニクスの使い手でないと、さわることも出来ない場所がいくつかあるの。グロスマンもそういう場所には手出し出来ないわ」

　それから軽く礼れ菜なの腕を叩たたいてうながした。

「急いで。いつグロスマンが帰ってくるか分からないから」

　その言葉にうなずいて、礼菜は球きゆう体たいの扉とびらに手を伸ばそうとした。

　突然、広間が真昼のように明るくなった。二人はぎょっとして振り向いた。天てん井じようの中心に据すえられているシャンデリアが煌こう々こうと輝いている。「爪そう牙がの間ま」を初めて隅すみ々ずみまではっきり見ることが出来た。

「……このままで済むはずがないと思っていたわ」

　毬まり子こは舌した打うちする。壁や天井も戦器オニクスと同じように真まっ黒くろだった。礼菜たちと同じ黒いマントを身につけた数十人のテリオンたちが、さっきまで見えにくかった壁に沿ってずらりと並んでいる──この城カストラの守り手たちだった。

　男たちの肉体は一いつ斉せいに変化し始めた。手足が獣けものの姿に変化する者もいれば、顔そのものが爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこに覆おおわれていく者もいれば、マントの裾すそから光こう沢たくのある尾を床の上にずしりと落とす者もいた。

　全身を蠢うごめかせながら、テリオンたちは二人の方へじりじりと近づいてきた。毬子はすらりと曲きよく刀とうの戦器オニクスを抜き放った。

「ぼんやりしないで！」

　毬子は大声で叫んだ。礼菜は慌あわてて球体の扉に飛びつく。男たちは床に突き刺さっている戦器オニクスに阻はばまれて、素早くは動けないようだった。今のうちに弾だん丸がんを回収してしまえば──。

　突然、きりきりと不ふ吉きつな音が聞こえた。扉の取っ手を摑つかみながら視線だけを向けると、蛇へびの目と鱗を持つ守り手の一人が弓を引き絞しぼり、つがえた矢を解き放つところだった。

（あ……）

　黒い矢が一直線に飛んでくる。思わず目をつぶろうとした瞬しゆん間かん、顔の手前を黒い影のようなものがさっと横切った。乾いた金属音とともに、黒い矢は天井に向かって弾はじき飛ばされた。

「いいからお前は早く弾丸を出しなさい！」

　声をかけられてから、毬子が矢を防いでくれたことに気付いた。

　礼菜はうなずいて力一いつ杯ぱい扉を引く。拍子抜ぬけするほどあっさりと開き、彼女は球体の中に倒れこむように手を突いた。中はピンポン球だまのようにがらんどうの空間だった。五つの大小の容器が内ない壁へきに沿うように並べられている。

　二つは剣が入っていた細長い箱で、二つは銃が入っていたらしい小さめの箱。そのうちの三つは空っぽで、戦器オニクスや弾丸が入っていたことを示すくぼみが刻まれている。閉ざされた最後の一つがミセリア・フォルテスの箱だろう。予備の弾丸もここに入っているはずだ。どの箱も礼菜の戦器オニクスと同じ色の輝く金属で作られ、表面には精せい巧こうな装そう飾しよくが──。

（……五つ？）

　礼れ菜なは蓋ふたの閉じた容器がもう一つ残っていることに気付く。戦器オニクスの入っている箱とは明らかに大きさや形が違う。繭まゆのように角の取れた形で、ラグビーボールよりも少し大きい。

（なんだろう、これ）

　一いつ瞬しゆん、その繭を開けてみたいという欲求に囚とらわれる。しかし球きゆう体たいの中まで響ひびいてきた獣けものの咆ほう吼こうで我に返った。毬まり子こは一人でテリオンたちと戦っている。

　彼女は一番端はしにある銃の箱を手に取った。弾だん丸がんがあれば彼女も戦えるようになる。指の震えを抑えながら蓋を開けた。

「えっ！」

　短い悲鳴が唇くちびるから洩もれた。箱の中にはなにも残っていない。他の戦器オニクスの箱と同じように空っぽだった。彼女は球体の中を見回す。しかし、弾丸はどこにも落ちていなかった。

　ふと、外が静かになっていることに気付いた。戦器オニクスのぶつかり合う音も、悲鳴も、足音も、噓うそのように止んでいる。心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち始めた。なにが起こったのか確認するのが怖い。指ゆび一本動うごかせずにいる彼女の耳に、聞き覚えのある低い声が突き刺さった。

「探し物は見つかったのか？　薄うす汚よごれた獣の姫ひめよ」

　礼菜はのろのろと体を起こし、球体の外に顔を出した。両腕うでを獣に変化させた毬子が、肩で息をしながら立っている。彼女の足元には四、五人のテリオンたちが横たわっていた。他の守り手たちは二人から距離を置き、遠とお巻まきに囲んでいる。

　その包ほう囲いの中にひときわ背の高い黒くろ服ふくの老人が混ざっていた。

「わたしの部屋に無む断だんで足を踏み入れるとは、相変わらず後あと先さきの判断がつかないようだな」

　侮ぶ蔑べつに満ちた声でグロスマンが言った。三日前、あれだけの怪け我がを負ったというのに、グロスマンはもう完全に回復していた。切り落とされたはずの腕まで生はやしている。

　ふと、礼菜は彼が黒い箱を握っていることに気付いた。

「これが気になるか？　姫よ」

　グロスマンは勿もつ体たいぶったしぐさで箱を開けてみせる──中には金色に輝く弾丸がびっしりと詰まっていた。

「その銃の弾丸だ」

「どうしてお前がそれを持っているの？」

　叫んだのは隣となりにいた毬子の方だった。

「お前は金色の戦器オニクスの使い手ではないでしょう？」

「まあ、確かにわたしは使い手ではないな」

　グロスマンははぐらかすように笑った。網あみにかかった獲え物ものをいたぶるような態度だった。

「使い手でない者が触れれば死ぬはずよ」

「そう。資格のない者が触れれば、無む惨ざんにも肉体が裏うら返がえる……少し試してみるか」

　彼は箱の中に手を入れて、弾丸を一つ抜き出して握りしめる。一瞬の間をおいて、唐とう突とつに老人の腕の皮が服の袖そでごと弾はじけた。赤黒い腕の肉が音を立てて裂さけ、白い骨が血管を引きちぎりながら奥から姿を現す──礼れ菜なたちだけではなく、周囲にいたテリオンの守り手たちの顔も蒼そう白はくになった。

　突然、グロスマンは肉と骨の残ざん骸がいと化した拳こぶしを開いて、血まみれになった弾だん丸がんを箱の中にぽとりと落とす。すると、たちまち骨も肉も元通りになっていった。

「あっ……」

　毬まり子こは小さな声を洩もらした。

「分かったようだな。わたしの場合、治ち癒ゆ能力で抑えこめば即そく座ざに死に至るわけではない……たとえ傷を負ったとしてもすぐに元通りだ」

　礼菜は全身に冷たい汗をかいていた。あの能力を使えば弾丸を移し替えることは可能だろうが、そのために被こうむった苦痛は死にも等しいはずだ。ただ礼菜の戦せん闘とう力を殺そぐためだけに、わざわざそれに耐え抜いた執しゆう念ねんが恐ろしかった。間違いなく、同どう等とう以上の苦痛を自分たちにも味わわせようとするはずだ。

「さて、兵どもよ、扉とびらを閉めろ」

　グロスマンは笑いを嚙かみ殺しながら言った。

「この裏切り者どもを決してここから出すな」




　命令に従って十人ほどのテリオンたちが音もなく扉の方へ移動していった。毬子は唇くちびるを嚙みしめる。戦えるのは自分一人だけ。敵は守り手の他にグロスマンまでいる。

　どう考えても勝ち目はなく、逃げることも出来ない。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだった。

「他に出口ってないの？」

　震える声で礼菜が話しかけてきた。

「ないわよ、そんなもの」

　この広間のどこかに抜け穴があり、一気に塔とうの下まで行けるという話を聞いたことがある。しかし、その場所を知っているのはグロスマンだけだ。

（……どうする？）

　グロスマンの勝ち誇った目を見ているうちに、ふつふつと怒りが湧わき上がってくる。クレスケンスを握る手に力がこもった。せめて一ひと太た刀ちでも浴びせて、鼻を明かしてやりたくなった。今にも相手に向かって走り出そうとした時、さっきよりもはっきりと友とも典のりの顔が頭に浮かんだ。

（用が済んだら、とにかく帰ってきなよ）

　毬子の肩からふっと力が抜けた。帰ると約束したわけではない。しかし、なぜかあの言葉が彼女の一歩をためらわせた。

「あのね……頼みがあるんだけど」

　と、礼菜が言った。声の震えはさらに激しくなっていた。

「もし毬まり子こだけ生き残ったら、日ひ向な子こを助けてあげて欲しいんだ……」

　涙なみだ目めになっているパートナーと目が合う。友とも典のりが待っているのは自分だけではなかった。礼れ菜なのことも、日向子のことも待っているはずだ──もし、自分がグロスマンに一ひと泡あわ吹かせたとしても、自分以い外がいの者にはなんの意味もない。

　いや、毬子にとっても同じかもしれない。あのテリオンの傷はすぐに治るのだから。

「……礼菜」

　毬子は低い声でつぶやいた。

「わたしから絶対に離れないようにして」




　グロスマンはいつまで経たっても毬子が動かないことに不ふ審しんを抱いた。彼の知っている毬子なら、この状況では闇やみ雲くもに攻撃する程度のことしか出来ないはずだ。しかし、まだイレーナ・ヴォルクと話し合っている──どういうつもりなのか気になり始めた頃、毬子はくるりとグロスマンを振り返った。

「グロスマン、わたしと一対たい一で勝負しなさい」

　彼は嘲ちよう笑しようを浮かべないように努力した。おそらく、親の仇かたきに一ひと太た刀ち浴びせて散りたいとでも考えているのだろう。この状況で敵の温おん情じように頼るとは、愚おろかの極きわみだった。

「そのような名めい誉よを、罪人であるお前に与えることは出来ん。クランを裏切ったお前には、速すみやかな死あるのみだ」

　罪人、という言葉を強調しながらグロスマンは言った。守り手たちに目め配くばせすると、一いつ斉せいに毬子たちの方へ足を踏み出した。あの女さえ殺してしまえば全ては終わる。銃を使えないイレーナ・ヴォルクなど、人間となにも変わらない。

　その瞬しゆん間かん、毬子の目がぎらりと光った気がした。

「『城カストラ』の守り手たち！」

　突然、毬子が叫んだ。

「お前たちはグロスマンもクランを裏切っていることを知っているの？」

　守り手たちの表情に戸と惑まどいが浮かぶ。グロスマンは内ない心しん舌した打うちした。彼らはあくまでクランテリオンの戒かい律りつに則のつとってこの要よう塞さいを守る存在だ。グロスマンがアルカミレスを仕し留とめるために、「城カストラ」やフェンリルを勝かつ手てに動かし、ルスランの妹まで利用したことは明らかに戒律に背そむいている。

　守り手たちには自分の一連の行動は「聖婚ヒエロス・ガモス」のための準備で、他の幹部からは了りよう承しようを得ていると説明してある。本当の意い図とはなに一つ伝えていない。

「ただの作り話だ。行け」

　一いつ瞬しゆん、守り手の長おさが物もの言いいたげな目を向けたが、幹部からの命令を優先させることにしたらしい。彼らは包ほう囲いの輪を狭めていった。

「『城カストラ』が軌き道どうを外れているのは、グロスマンが組織を我が物にしようとしているから……」

「裏切りに中ちゆう傷しようを重ねてもお前の得とくにはならんぞ、名無しヴアルガ」

　グロスマンは鼻でせせら笑った。しかし、テリオンたちの動きは明らかに鈍っている。ここ数すう週間のグロスマンの行動になんらかの疑問を抱いていたのだろう。

「お前の言葉にはなんの証しよう拠こも……」

「グロスマンに従っていると、ルスランやバレットに殺されるわよ！」

　今度こそ守り手たちが凍りついた。「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」とクランテリオンの粛しゆく清せい者の一いつ対ついは、彼らにとって揺るぎない畏い怖ふの対たい象しようだ。毬まり子この言葉に少しでも真実の可能性があると思えば、動きたくとも動けないだろう。

「どけ。わたしが始し末まつする」

　グロスマンがそう言うと、守り手たちはさっと左右に退のいた。思いがけない毬子の機き転てんに驚いていた。的てき確かくに彼の弱点を突き、舌した先さきだけで一対たい一の戦いに引きずり出してしまった。

「……出てきたわね、グロスマン」

　毬子は彼の玉ぎよく座ざに隠かくれるように立っている。こちらから見えない左半はん身しんが気になった。相手が全身を現すのを待とうと足を止めた時、突とつ然ぜん彼女の手から小さな黒い手て斧おのが放たれる。床に刺さっていた戦器オニクスの一つだった。

　グロスマンは反射的に身み構がまえたが、狙いは彼ではなく天てん井じようだった。

　シャンデリアが砕け散り、「爪そう牙がの間ま」がすっと薄うす暗ぐらくなる。透とう明めいな破は片へんが雪のように降り注そそいできた。

「なに？」

　グロスマンは声を上げた。ほんの一いつ瞬しゆん、天井に気を取られた隙すきに、二人の少女の姿が消えていた。彼は自分の周囲の気け配はいに神経を集中させる。もちろん、自分に攻撃してくると思っていた──彼女の目的は彼への復ふく讐しゆうなのだから。

　しかし、グロスマンが攻撃を受けることはなかった。「爪牙の間」の扉とびらの方から大きな音が聞こえ、彼は弾はじかれたように振り向いた。

　礼菜を小こ脇わきに抱えた毬子が、扉の前に立ちはだかっていた守り手たちの集団に飛びこんだところだった。完全に虚きよを突かれた彼らはなす術すべもなく、次々と左右に弾き飛ばされた。グロスマンが指示を出す前に、二人はもう扉を開けて退出してしまっていた。

「くそっ……」

　グロスマンは歯は軋ぎしりした。今さらながら鍵かぎを閉めておかなかったことを後こう悔かいした。最初からこの広間から脱出することだけが毬子の目的だったのだ。一対一の決けつ闘とうを求めるふりをしたのも、守り手たちを動どう揺ようさせたのも、シャンデリアを破壊したのも、全てその隙を作るためだった。そして、グロスマンはそれを見み抜ぬくことが出来なかった。

　今も守り手たちは毬子たちを追おうとしていない。全員、戦器オニクスを持ったまま不ふ審しんの目でグロスマンを見上げていた。

「……グロスマン様」

　どこか冷ややかな声で守り手の長おさが言った。

「先ほどの話、他の拠きよ点てんの幹部に確認を取ってもよろしいでしょうか？」

　ここで彼らの満足する弁べん明めいをしてもしなくても、いずれはグロスマンが戒かい律りつに背そむいたことは露ろ見けんする。「城カストラ」を有する彼はクランテリオン最大の実力者ではあるが、戒律を無視することは許されていない。間違いなくルスランに首をはねられる──。

　彼は両手の拳こぶしを握りしめた。

　いや、まだ逃れる術すべはある。アルカミレスを殺し、金色の戦器オニクスとイレーナ・ヴォルクを取り戻すことだ。彼の逸いつ脱だつ行動は全てアルカミレスを殺すという目的から来ている。その功こう績せきと罪を相そう殺さいするよう主張するしかない。

「お答え下さい。グロスマン様」

　当面の問題はこの者たちだった。彼らさえいなければ、もうしばらくは時間が稼かせげる。自分は永遠に「城カストラ」の主あるじなのだ。つまらないことで全てを失うわけにはいかない。

「どうやら、お前たちに全てを打ち明ける時が来たようだな」

　グロスマンは快かい活かつに守り手たちに向かって言った。

「今回のことは『瞑めい目もくの星せい花か』がクランテリオンを裏切り、アルカミレスに荷か担たんしたことから始まったのだ」

　普段よりも大きな声が朗ろう々ろうと響ひびき渡る。幸いにして彼らの注目はグロスマンに集中している。彼らの背後で「爪そう牙がの間ま」の扉とびらが閉まり、かちりと音を立てて錠じようが下りる。そのことに守り手たちは誰だれ一人として気付いていなかった。

　愚おろかな、とグロスマンは心の中でつぶやいた。もう言い訳をするふりなど必要はない。彼は守り手の人数を確認した──全部で二十四人。ほんの数分で片付けられる。

「グロスマン様？」

　彼らはまだ説明の続きを待っている。グロスマンはまだ笑顔を絶やしていなかった。しかし、その四し肢しは太たい古この竜りゆうの姿へと徐じよ々じよに変へん貌ぼうし始めていた。
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　毬まり子こは螺ら旋せん階段を一気に下まで駆け下りると、塔とうの入り口でようやく礼れ菜なを地面に下ろした。なぜか守り手たちが追ってくる気け配はいはなかった。

「……あれ？」

　礼菜は塔の上の方を見上げる。

「どうしたの？」

「今、なんか悲鳴みたいなのが聞こえなかった？」

　毬まり子こも耳を澄すませてみる。しかし、彼女にはなんの物音も聞こえなかった。

「気のせいじゃないの。行くわよ」

　二人は塔とうの外へ出る。吹き抜けのホールには相変わらず他のテリオンはほとんど見当たらない。ホールを走って横切ると、毬子たちは回かい廊ろうの柱のかげで立ち止まった。塔から追っ手が現れてもすぐに分かる位置だった。

「爪そう牙がの間ま」はどうにか逃げられたが、正直なところこれからどうしたらいいか見けん当とうもつかなかった。グロスマンがこのまま毬子たちを放っておくはずがない。守り手以い外がいのテリオンも動員して、「城カストラ」全体の探たん索さくに入るはずだ。礼菜を守りながらいつまでもこの中を逃げ回れる自信はなかった。

（一度撤てつ退たいする？　でも……）

　再び「城カストラ」へ潜せん入にゆう出来る保証はまったくない。人ひと質じちを救出に来た礼れ菜なも納なつ得とくしないだろう。せめてミセリア・フォルテスが使えていれば──。

「ああっ」

　突然、礼菜が悲痛な声を上げた。

「ど、どうしたの？」

「バッグ落としてきちゃった……お気に入りだったのに……」

　毬子の体から力が抜けた。そんなものどうでもいいでしょう、と言う気力もなかった。

「あ、ちゃんと戦器オニクスは持ってきたよ」

　彼女は自慢げにミセリア・フォルテスを見せる。もはや弾だん丸がんを手に入れるあてもない銃だった。彼女にはあまり期待しない方がいいかもしれないと毬子は思った。

「そういえば、さっき毬子がバレットさんの名前出だした時に思ったんだけど」

　と、礼菜は言った。バレットをさん付けで呼ぶセンスは理解出来なかった。毬子はバレットに十日以上に渡って追つい跡せきされ、殺されかけたことがある。それ以来、名前を聞くのも嫌な相手になっていた。

「テリオンってみんな自分の部屋を持ってるの？」

　毬子は先に立って歩き出した。とにかく、追おっ手てが来ないうちに一いつ旦たん身を隠かくした方が良さそうだ。

「ちょっと、なんで無視すんの？」

「下くだらない話に付き合う暇ひまはないわ」

　ある程てい度ど以上の地位を持つテリオンは、この「城カストラ」に自室を持っている。毬子はほとんど使っていなかったが。

「下らなくないって。大事なことなの！」

「テリオンの部屋が大事な話なの？」

「そうだよ」

　毬まり子こは足を止めて振り向く。礼れ菜なは真剣だった。ようやく、相手が実みのある話をしていることに気付いた。

「どういうこと？」

「だからね……」

　礼菜は耳打ちするように話し始めた。




「……この奥にいるのか？」

　両開きの大きな扉とびらを見上げながら、拓たく也やは言った。

「そうみたいだよ」

　亨きよう司じは端たん末まつの画面を見ながら答える。

「相変わらず移動はしていない」

　拓也たちは礼菜の居い場所を追って階段を降り、この扉の前に辿たどり着いた。慎しん重ちように進んでいたせいで時間はかかったが、結局テリオンとは一度も遭そう遇ぐうしなかった。

「ここって『城カストラ』のどのへんなんだろうな」

「さあ……屋上の中心からまっすぐに下に降りてきたわけだから、やっぱりここもそうなんじゃないか」

　ひょっとするとなにか重要な場所かもしれない。気掛かりなのは礼菜がこの中でなにをしているかだった。もう、かなり長い間ここに留まっている。

「じゃあ、入ってみるか？」

　拓也はうなずいて、イグニス・アウルムをいつでも抜けるように持ち替えた。そろそろ「反転リトウルネ」してから一時間経たつ。また戦えるようになっているはずだ。

　亨司は慎重に扉を引いていった。まず拓也が体を滑りこませ、亨司がそれに続く。

「なんだこれ……」

　首くび筋すじの毛が逆さか立だつ。反射的に剣を抜いていた。動く者のない薄うす暗ぐらい広間に、濃のう厚こうな血の臭においが漂っている。立っているだけでも目まいを起こしそうだった。

「礼菜……」

　拓也は呼びかけた。この中に彼女がいると思うと、不安でならなかった。とにかく捜そうと足を踏み出しかけた時、後ろから亨司に肩を摑つかまれた。

「床を見てくれ」

　と、亨司が言った。目を凝こらすと床ゆか一面にさまざまな形の戦器オニクスが突き刺さっている。「城カストラ」にあるという、全ての戦器オニクスが発見された場所。

（ここが『爪そう牙がの間ま』か……）

「こっちだ、拓也」

　端たん末まつを見ながら亨きよう司じが前に立って歩き出す。彼に付いていこうとして、爪つま先さきにぐにゃりとしたものを感じた。おそるおそるイグニス・アウルムの光る刀とう身しんを床に近づける。

　拓たく也やは息を吞む。マントを着た血まみれの男が倒れていた。彼は右手に黒い弓ゆみ矢やを握りしめている──テリオンだ。体には深くえぐり取られたような傷が残っている。刃は物もので斬きり付けられたというよりは、太い爪つめで引き裂かれたように見えた。

「……なにがあったんだ、ここで」

　そのそばにも同じようなマントの男たちが折り重なるように倒れている。誰だれ一人微び動どうだにしない。誰もが凶きよう暴ぼうな力で引き裂かれ、押しつぶされて死んでいた。

「拓也。ちょっと」

　少し離れた場所で、亨司がどこかで見たようなトートバッグを掲げている。血だまりの中から拾い上げたのか、ぽたぽたと底から血が滴したたっている。彼は我を忘れて近づいていき、亨司の手からバッグをひったくる。今日、礼菜が診しん療りよう所じよに持って来たバッグだった。

「発信機はここに入っていた。でも、彼女はどこにも……」

「礼菜！」

　その言葉を遮さえぎって拓也は叫んだ。広間の中にその声は空むなしく反はん響きようするだけだった。

「くそ……」

「ちょうどよいところに来たな……アルカミレス」

　背後から物もの憂うげな声が聞こえてくる。振り返ると広間の中心にある黒い玉ぎよく座ざに、いつのまにか背の高い男が座っている。背後からの逆ぎやつ光こうのせいで顔かたちははっきり見えないが、声でグロスマンだと分かった。

「礼菜はどこにいる？」

　まともな返事をする相手とは思えなかったが、訊きかずにはいられなかった。老人はわずかに身じろぎをした。拓也が刀とう身しんを掲げると、相手の全身が淡あわい光の中に浮かび上がる。

　背中に冷たい汗が伝い始めた。

「お前……グロスマン、だよな？」

　老人は全身を返り血に染め、無表情に佇たたずんでいた。以前、戦った時のような貴き族ぞく然ぜんとした風ふう貌ぼうには程ほど遠とおい。彼かれ自身が死体のようだった。

「拓也。バッグの中には銃が入っていない」

　小声で亨司が言った。礼菜が一度ここへ来たことと、今いないことは確かだった。しかし、まだ「城カストラ」の中を逃げ回っているのか、あるいは捕まったのか、どちらの可能性も考えられる。

「ここにいるテリオンたちはお前が殺したのか？」

　グロスマンは喉のどを鳴らして笑った。

「わたしは殺していない……殺したのはお前だ、アルカミレス」

「え……？」

「お前には全ての罪をかぶってもらう。わたしの代わりにな」

　拓たく也やははっとした。彼を犯人に仕立てあげるつもりなのだ。「城カストラ」に侵しん入にゆうしてきたアルカミレス──これほど罪を着せやすい相手もいない。

「拓也、気を付けろ」

　と、亨きよう司じが小声で言った。はっきり明かしたということは、グロスマンはこの場で拓也を始し末まつするつもりだ。しかし、拓也は戦いをためらっていた。日ひ向な子こや礼れ菜なの安あん否ぴを確かめる方が先だという気がする。

「あいつが来る前に、全ての始末を付けなければならん」

　独り言のようなつぶやきとともに、グロスマンはゆっくりと立ち上がった。つい拓也はその言葉に反応していた。

「あいつってルスラン・ヴォルクのことか？」

　その名を出した途と端たん、グロスマンの顔が怒りで燃え立った。得え体たいの知れない悪お寒かんが拓也の全身を貫つらぬいた。

「お前は死ぬべきだな。アルカミレス」

　拓也の立っていた床が唐とう突とつに消えた。逃げる暇ひまもなく拓也は落下し始める。思わず伸ばした手を亨司がしっかりと握りしめた──しかし、拓也の体を支えられたのはほんの一いつ瞬しゆんだった。ぷつんと糸が切れるように二人の手が離れ、拓也は一人ひとり深い奈な落らくの底へと落ちていった。




「拓也！」

　手が離れた後、亨司は自分も拓也の後を追おうとした──しかし、床に開いたはずの穴はすぐに閉じてしまった。顔を上げると黒い玉ぎよく座ざの前にいたグロスマンの姿も消えていた。彼は「爪そう牙がの間ま」に一人取り残されていた。

「くそ……」

　彼は歯は軋ぎしりをする。自分が付いていながら、あっさりと敵の手に拓也を落としてしまった。身み悶もだえするほど悔くやしかった。

　ここへ来たのは彼らを助けるためだ。彼らが生き延びて、戦えるようにすることが彼にとって最も大切なことだった。

（……どんなことをしてでも、必ず助け出す）

　彼は決意を固めた。床に刺さっている戦器オニクスの中から、日本刀とうに似た鍔つばのある片かた刃ばの刀とう剣けんを引き抜いた。そして、転がっている死体の一つからマントをはがして身にまとうと、「爪牙の間」を出て全速力で階段を降りていった。

　階段の下の出口から外を見た時、初めて自分たちがいた場所が塔とうの中で、吹き抜けのホールの中心にあると気付いた。つまりはどこからでも見えるということだ。回かい廊ろうのあちこちに歩き回っているテリオンたちがいる。もし、上から見とがめられて、クランテリオンの一員ではないと気付かれれば終わりだ。

　彼の立っている場所のちょうど正面に階段が見える。拓たく也やはここよりもさらに下の階へ落ちていったはずだ。礼れ菜なたちがどうしているかも気掛かりだったが、とにかく今は一人で下へ降りて拓也を救出するしかない。

　亨きよう司じは覚かく悟ごを決めて飛び出し、吹き抜けのホールを早足で横切っていった。

　急ぎすぎるとかえって不ふ審しんを招くかもしれない。ペースを保ちながらようやく半分の距離まで来た時、どこからか視線を感じた。顔を上げずに横よこ目めで視線を走らせると、一つ上の階の回かい廊ろうから誰かが自分をじっと見下ろしていた。

　首くび筋すじにひやりとした汗をかいた。

（気付かれたか？）

　しかし、立ち止まればかえって怪しまれる。一気に通り抜けるしかなかった。やがて亨司は階段まで辿たどり着いた。思わずほっと息をついた時、踊り場の角を曲がって上の階からテリオンが姿を現した。反射的に戦器オニクスを構える──。

「やっぱり、お前だったのね」

　聞き覚えのある声だった。よく見ると相手は黒いマントをすっぽりとかぶった毬まり子こだった。

「今、上の階から見かけたから来てみたの」

　さっき見ていたのは毬子だったらしい。その時、同じマントを着こんだ礼菜が、彼女の後ろから顔を覗のぞかせる。

「ここでなにしてるの？」

　彼女は目を丸くした。

「ぼくたちは君たちを追ってきたんだよ」

　ぼくたち、という言葉に毬子は不審そうな表情を浮かべた。二人が上の階でなにをしていたか聞きたかったが、今は拓也の後を追う方が先だった。

「この下の階に一緒に来てくれないか？」

　と、亨司は言った。

「グロスマンに拓也も捕まった。今すぐ助けに行きたいんだ」




　　　　５




　獣けものじみた生なま臭ぐささに耐えかねて、拓也は目を覚ました。柔らかい砂の中に体が半分埋うずもれている。臭においはその砂から来るようだった。

　彼の倒れている場所から黒いドーム型の天てん井じようが見える。その中心に小さな穴が開いている。どうやら、そこからここに落ちてきたらしい。拓也は体の状態を確かめながら起き上がった。途と端たんに胸のあたりがきりきり痛む。折れた肋ろつ骨こつが衝しよう撃げきでずれたのかもしれない。

　それでも、動けないほどの怪け我がを負わずに済んでいた。この砂がクッションになってくれたこともあるが、拓たく也やが落ちた穴は途と中ちゆうから微び妙みようにカーブしていた。あちこち体をぶつけはしたものの、おかげで落ちる速度は抑えられていた。

　拓也はよろけながら立ち上がった。すぐそばの砂の上に突き刺さっていたイグニス・アウルムを抜く。それを杖つえのようにして体を支えながら、辺りの様よう子すを確認した。

　そこは円形の広い空間だった。大きな両開きの扉とびらが二つ、向かい合うように備え付けられていた。天てん井じようと同じように壁も扉も黒い金属で造られている。砂地のところどころから、やはり同じ色の柱が頭を覗のぞかせている。地面の砂を除けば、どこもかしこも真まっ黒くろだった。

　彼は一番近くの柱に近づいて表面に触れた。

（戦器オニクスと同じ材質か……？）

「城カストラ」に入ってから、同じような素材が使われているのをあちこちで見かけたが、この広間の造りは徹てつ底ていしている。なにか特別な理由があるのかもしれない。

　どの方向から柱を見てもなんの装そう飾しよくもない。ただ、あちこちが欠けたり傷ついたりしているのが気になる。刃は物もので傷つけた跡が明らかに多い。

　戦器オニクスと同じ材質のものをこんな風ふうに傷つけるのは容易ではない。それこそ、戦器オニクスを使わなければ難しいだろう。しかし、こんなものにわざわざ傷をつけるのもおかしな話だった。そんなことをしてもなんの意味も──。

　拓也はあっと声を上げそうになった。どうしてすぐに気付かなかったのだろう。砂に染しみこんでいるのは血の臭においだ。ここはテリオン同士が戦うための闘とう技ぎ場じようなのだ。柱の傷は戦いの時にたまたま付いたものだろう。

（なんでここに俺を落としたんだ？）

　ただ自分と戦うためにこの闘技場を使うとは思えない。彼の望みは拓也との正せい々せい堂どう々どうとした戦いではなく、復ふく讐しゆうのはずだ。なにか企たくらみがあるのは間違いなかった。

　突然、扉のうちの一つがゆっくりと開き始めた。拓也はイグニス・アウルムを構えて扉を見み据すえる。グロスマンがどんな手を打ってこようが、いつも通りに戦うつもりだった。

　完全に扉が開ききる。そこは二枚の扉に挟まれているだけの空間で、この闘技場に入るための控えの間になっているようだった。拓也は首を傾かしげる。そこには誰も立っていないようだった。

　よく確かめようと近づきかけた時、開いた扉のかげに白いものが見えた。

「あ……」

　膝ひざから力が抜けそうになった。拓也は転がるようにして開いている扉をすり抜ける。白い無む地じのワンピースを着た少女が倒れていた。地面に広がっている長い黒くろ髪かみ。

「日ひ向な子こ！」

　呼びかけても返事はなかった。うずくまって体を抱き上げると、火が点ついたように熱かった。彼女が生きていることにほっとしたが、同時に体調の悪さに不安を抱いた。顔にはまったく血の気がなく、意識も完全に失っているようだった。

　突然、開いたばかりの扉とびらが閉まり始めた。拓たく也やは慌あわてて立ち上がると、彼女と一緒に闘とう技ぎ場じようの方へ戻った。柔らかい砂地に彼女の体を横たえて、周囲に神しん経けいを張り巡らせる。

（なにが起こるんだ……？）

　再会出来た喜びよりも、この状況への疑いの方が先に立っていた。グロスマンが意味もなく日ひ向な子こを自分の手に戻したとは到とう底てい思えなかった。

「気分はどうだ？　アルカミレスよ」

　グロスマンの声に拓也は振り返る──広間の壁かべ際ぎわにある一ひと際きわ高い柱の上に、血まみれのグロスマンが立っていた。

「お前の最も望むものを戻してやったぞ」

「……なんで闘技場へ引きずりこんだんだ」

　老人の言葉を無視して、拓也は問いかけた。

「闘技場？」

　グロスマンは首を回して広間を見回した。

「お前のような愚ぐ者しやの目には、そう映るのかもしれんな」

　彼の唇くちびるの端はしに嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

「ここは『城カストラ』の処しよ刑けい場じようだ、アルカミレス」

「処刑場……？」

「当然、罪ざい人にんの相手をするのはわたしではない」

　日向子が現れたのとは反対側の扉からかすかに物音が聞こえ始める。かつかつと金属を軽く叩たたくような音──それも一つや二つではない。大おお勢ぜいの者たちがこらえきれずに動き回っている、という印いん象しようだった。拓也の動どう悸きが速くなり始める。

「……フェンリルか」

　処刑、という言葉で拓也が思い出すのはそれだけだった。動物にテリオンの細さい胞ぼうを埋めこんで作り出される怪かい物ぶつ──「城カストラ」では罪を犯した者の処刑に使われると聞いている。

　どうして日向子が解放されたのか、拓也は理解した。彼女を庇かばって戦おうとすれば、彼の動きは制限される。アルカミレスとしての強さを殺そぐために彼の手に戻したのだ。ひょっとすると、この時のために彼女を生かしておいたのかもしれない。

「そうだ。しかも、お前に与えるのは新型のフェンリルだ」

「新型？」

「新しいフェンリルが生まれたので、古いフェンリルは捨てるついでに地上に降ろしたというわけだ……今度は前よりもずっと強いぞ」

　グロスマンは背せ筋すじを反らせて笑った。それを合図にするように、扉がゆっくりと開き始める。奥から聞こえてくるのは足音だ。しかし、この前のフェンリルのようにただの狼おおかみのものではない。もっとおぞましい「実験」によって生み出されたものだと直ちよつ観かんした。

　拓たく也やは日ひ向な子こを近くの柱のそばへ移動させると、背中に庇かばうように立った。やがて扉とびらが開ききり、「新しいフェンリル」がその姿をさらした。

「あ……」

　拓也は息を吞んだ。前と同じように四つ足の狼おおかみがベースのようだった。しかし、どの個体も前よりもずっと大きい。全身は黒い鱗うろこに覆おおわれ、手足にはむき出しの長い爪つめを生はやしている。長く伸びた強きよう靱じんな顎あごと牙きば──拓也たちの前に現れたのは、太たい古この爬は虫ちゆう類るいと四よつ足あしの獣けものの姿を併あわせ持つ黒い怪かい物ぶつだった。

（グロスマンの細さい胞ぼうを埋めこんだんだ）

　老人の残ざん酷こくな喜き悦えつに満ちた声が拓也の耳に突き刺さった。

「……『城カストラ』の最も穢けがれた場所で最期を迎えるがいい！　赤い王よ！　わたしの血を受けた怪物の牙にかかってな！」




　新しいフェンリルたちは一いつ斉せいに闘とう技ぎ場じよう──いや、処しよ刑けい場じように飛び出してくる。全部で七匹ひき。前のフェンリルと違って、数が少ないのが救いだった。彼らが砂地に立つと同時に、背後で扉が閉まっていく。

　拓也は戦器オニクスを握りしめて叫んだ。
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「反転リトウルネ！」




　彼は瞬しゆん時じに赤のアルカミレス・血刃の王ロワ・デ・ルジエに姿を変えた。一匹ぴきのフェンリルが正面から襲おそいかかってくる。拓たく也やはその場から一歩も動かずに、爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこに覆おおわれた首くび筋すじを袈け裟さ懸がけに斬きった。体が大きいせいか、思ったよりも狙いがつけやすい。

　耳みみ障ざわりな悲鳴を上げながら相手は後退する。致ち命めい傷しようと言っていい手て応ごたえだ。これであと六匹、と拓也は思った──。

　しかし、相手は倒れなかった。

「な……」

　彼はマスク越しに目を瞠みはった。噴ふき出していた血が止まり、切り裂かれた黒い組織がゆっくりと閉じていく。確かに相手はグロスマンの血を引いていた──オリジナルには劣おとるが、治ち癒ゆ能力も備えていた。首を落とさない限り死なないことに変わりはないだろう。

　仲間が傷つけられたのを見て、三匹のフェンリルたちが一いつ斉せいに襲いかかってきた。拓也は上半身を引くと、片手で柱に手をついて精神を集中させる。イグニス・アウルムの刀とう身しんに光が集まってきた。

「『斬刹リネア・レクタ』」

　鋭い光の刃やいばが迸ほとばしり、三匹を同時に斬り裂いた。一いち番ばん拓也の近くにいた一匹の首がごろりと落ちる。他の二匹は肩と前まえ肢あしに深ふか手でを負いはしたが、倒れることなく拓也から距離を置こうとする。反射的に追つい撃げきしようとした拓也は、日ひ向な子このことを思い出して留まった。

「く……」

　突然、彼は振り返ると、柱の上に立っているグロスマンに向かって「斬刹リネア・レクタ」を放とうとする。司し令れい塔とうであるグロスマンを殺すのが一番手っ取り早い──しかし、その前に別のフェンリルが拓也の左側から飛びかかってきた。拓也は舌した打うちをしながらその黒い鱗に覆われた胴どうを切り裂いた。

（攻こう撃げきさせないようにしてるんだ）

　拓也は必死で頭をめぐらせる。仮に攻撃出来たとしても、あのグロスマンを一いち撃げきで倒せるとは思えない。それがきっかけでグロスマンも襲いかかってくるかもしれない。

　このフェンリルの群れとカストラの主あるじを同時に相手にする力はない。逆に言えば、どうして今いま彼はただ立って見ているのか、そのことが不ふ思し議ぎだった。

　今はここでフェンリルと戦う以外に選択肢しはない。拓也は余よ計けいな考えを振り払うように、仮か面めんの中で大きな声を上げる。そして、フェンリルに向かってひたすら剣を振り続けた。




　どこかから拓也の声が聞こえた気がして、日向子はうっすらと目を開けた。夢の中で何度も彼の声を聞いたので、空そら耳みみかもしれないと思った。しかし、ぼやけていた焦点が合うと、目の前には見み慣なれた赤い背中がある。

（拓たく也や……）

　本物だった。震える指で彼に触れようとする。と、突とつ然ぜん黒い怪かい物ぶつが視し界かいに飛びこんで来た。彼の肩に向かって尖とがった爪つめを振り下ろす。衝しよう撃げきで拓也の膝ひざが一いつ瞬しゆん崩れかけたが、剣を鋭く振り上げて相手の腕を斬きり捨て、さらに横よこ薙なぎの一いち撃げきで太い首を落とした。

（……すごい）

　ぼんやりと日ひ向な子こは思った──初めて会った頃に比べると、別べつ人じんのように強くなっている。砂の上には同じようなテリオンの首が五つ転がっている。拓也は彼女から離れないように戦い続けていた。

「あ……」

　ようやく目の前で起こっていることの意味に気付いた。拓也は自分を助けに来た。そして、日向子を傷つけないように庇かばいながら戦っている。彼女は半なかば無む意識に自分の戦器オニクスを探った。しかし、今はなんの武器も持っていない。

　ただなにもせずに守られている自分が情なさけなかった。戦器オニクスを手にして、彼と一緒に戦いたかった。

　ふと、自分の戦器オニクスのことが頭に浮かぶ。普段使つかっている短刀・百視剣アルゴス・ガノンではなく、以前使っていた彼女専せん用ようの武器。三み日か月づきのような形をした細長い曲きよく刀とうで、何年も前にクランテリオンに奪われてしまったままだ。あれがあれば、もっと強くなれる──。

　拓也の刃やいばが閃ひらめいて、首がもう一つ落ちた。残っているのはあと一匹ぴきだった。




　仲間を全て殺されたせいか、最後の一匹は拓也から必死に距離を置こうとする。拓也は日向子をちらりと振り返る。彼女はうっすらと目を開けて拓也を見つめていた。疲れきっていた拓也の体に力が戻ってきた。

「待ってろ。すぐに終わらせるから」

　拓也は三さん角かく飛とびの要よう領りようで柱を蹴けると、フェンリルに向かって飛んだ。爪を使った闇やみ雲くもな反撃をくぐり抜けて、鱗うろこに包まれた首くび筋すじに向かって全力の斬ざん撃げきを叩たたきこんだ。爬は虫ちゆう類るいの首が砂地に落下するのを見届けてから、拓也は大声で叫んだ。

「グロスマン、降りてこい」

　老人の立っている柱に向かって、「斬刹リネア・レクタ」の構えを取る。グロスマンはふわりと砂の上に着地する。拓也は日向子のそばに駆け戻った。

「見事だな、アルカミレス」

　老人はゆっくりとこちらに歩いてくる。

「新しいフェンリルをこうもあっさりと倒すとは。この前まえ戦った時よりも強いようだ」

　拓たく也やは違い和わ感かんを抱いた。グロスマンの声にはわざとらしい媚こびがある。口元に浮かんでいる薄うす笑わらいも気になった。今すぐ攻撃した方がいい。拓也はグロスマンとの距離を詰めようとした。

「今ならいい勝負になったかもしれんな……お前が愚おろかでなかったら」

「え？」

　突然、拓也の外殻クラスタが消え始めた。同時にずしりと体が重くなり、拓也は耐えきれずに膝ひざを突いた。

（……五分、経たったんだ）

　グロスマンは最初からフェンリルで自分を仕し留とめる気などなかった──ただ、拓也の時間を浪ろう費ひさせるのが目的だったのだ。

「く……」

　声すらちゃんと出すことが出来ない。老人が拓也の目の前で立ち止まった。

「この前のように狂ったお前とは戦いたくなかったのでな、愚かな愚かなアルカミレス」

　グロスマンは信じられないほどの大声で笑い始めた。




　哄こう笑しようを耳にしながら、日ひ向な子こは拓也の方へ這はうように近づいていった。もはや自分になにかが出来るとは思わなかったが、最後まで拓也のそばにいたかった。彼女は大きく上下している拓也の背中に触れようとした。

「……俺が狂った、って……なんのことだ？」

　拓也が喘あえぎながら言った。日向子は思わず手を止める。

「わたしのフェンリルを全て殺した時のことを忘れたのか？」

　拓也は驚いたように顔を上げた。どうやら、本当に憶おぼえていないようだった。なにを思い付いたのか、老人は意味ありげに日向子を見やる。彼女は嫌な予感がした。

「お前は凄すさまじかったぞ。血の海の中で実に楽しげに笑っていた。殺しの好きな怪かい物ぶつとしか言いようがなかった……なにしろ、その女を見み殺ごろしにしてまで、わたしを殺そうとしたほどだからな」

　どきりと日向子の胸が鳴った。

「噓うそだろ……そんなこと、するわけ……」

「いや、本当だ。疑うならそこの女に聞いてみたらどうだ？　イレーナ・ヴォルクが止めなければ、本当にその女は死んでいたかもしれん」

　拓也が彼女の方を振り向いた。違うと言いたかったが、表情で真実を悟さとってしまったらしい。彼の顔色が変わった。

「そんな……なんで俺が……」

　グロスマンの顔がこらえきれない歓かん喜きで歪ゆがむ。その醜みにくい表情に日向子は驚いた。年ねん齢れいと経験を重ね、クランテリオンの幹部にも上りつめたテリオンが、これほどまでに一人のアルカミレスに感情をむき出しにするとは想像もしていなかった。

「本当はお前にも心当たりがあるのではないかな？　それはお前が血に飢うえた穢けがれた怪かい物ぶつだからだ。血を見ることが好きで好きでたまらないからだ」

　全身を血で染めたグロスマンがそう口にするのは滑こつ稽けいですらあったが、拓たく也やの方は本当に衝しよう撃げきを受けているようだった。

　突然、老人はうって変わって怒りに満ちた表情で拓也を見下ろした。

「お前たちは皆、そうなのだ。際さい限げんのない破壊をこの世に導く、気の触れた悪あしき使し徒とどもだ。お前たちのような者こそ、滅ほろびてしまえば……」

　日ひ向な子こは両腕うでを伸ばして拓也を抱き寄せる。そして、グロスマンを下から睨にらみつけた。

「なんだ、邪じや魔まをするな」

　と、老人は舌した打うちをする。日向子は彼をきっと睨みつけた。残り少ない力が燃え立つようだった。

「どうして憎にくむの？」

「なに？」

「どうしてそんなに拓也を憎むの？　今までもそうだった。何度も刺し客かくを送りこんで、うまく行かなくなると今度は自分で殺そうとまでした」

「それが憎んでいる証しよう拠こになるのかね」

　グロスマンはせせら笑った。

「殺すことならいつでも出来たはず。でも、お前は過か剰じように憎んでいるからいつも失敗してしまった……感情で目が曇っていたのよ」

　日向子は力を振り絞しぼって声を上げた。どこにそんな言葉が潜ひそんでいたのか、我ながら驚いていた。

「憎んでいる、というのが分からなければ、もっと分かりやすく言うわ。お前は拓也が怖いのよ。拓也だけじゃない……金色の戦器オニクスの使い手そのものを恐れて……」

「いい加か減げんにしろ！　下げ郎ろう！」

　グロスマンの太い指が日向子の喉のどをしっかりと摑つかんだ。血ち走ばしった目が極きよく限げんまで大きく見開かれていた。

「わたしはなにも恐れてなどいない……わたしは『城カストラ』の主あるじだぞ」

「じゃあ、お前は誰の血を浴びているの？」

　日向子はほとんど気き絶ぜつしながら叫んだ。目の前が急速に暗くなっていった。

「拓也やわたしを殺す前に、そんな風ふうに殺さなければならない相手がいたの？」

　その時、扉とびらの向こうからかすかに話し声が聞こえてきた。その中に礼れ菜なの声が混じっている気がする。グロスマンは手を放して立ち上がった。

「お前たちの援えん軍ぐんだな、アルカミレス」

　グロスマンは途と端たんに上じよう機き嫌げんに笑った。

「しかし、ここへ入ることは出来ん。金色の戦器オニクスでなければ、あの扉とびらを短時間で破ることは不可能に近い。イレーナ・ヴォルクの銃の弾だん丸がんはわたしが持っている」

　そう言って、血まみれの胸を強く叩たたいた。

　ずんっと腹に響ひびく音がした。観かん音のん開びらきの扉の合わせ目が大きくへこんでいた。グロスマンは日ひ向な子この首から手を放して起き上がった。次の瞬しゆん間かん、まばゆい光に吹き飛ばされるように、扉が内側に向かって大きく開いた。

「なんだと？」

　グロスマンは悲鳴に近い声を上げた。もうもうと立ちのぼる砂すな煙けむりのむこうから、黒いマントを身にまとった礼れ菜なが悠ゆう然ぜんと入ってくる。獣けものと化した白い右手には、金色の戦器オニクス・煉れん雄ゆうミセリア・フォルテスが握られていた。
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　礼菜に続いて毬まり子こと亨きよう司じが処しよ刑けい場じように入ってきた。グロスマンは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。死の危険を冒おかしながら回収したミセリア・フォルテスの弾丸は今も彼の手しゆ中ちゆうにある。しかし、確かにこの女は戦器オニクスから弾丸を発射した。

「なぜお前がその弾丸を持っている？」

　グロスマンはうめくように言った。

「これはバレットさんの持ってた予備の弾丸」

　あっさりと礼菜は言った。

「あの人の部屋に置いてあったよ」

「なに……」

　二にの句くが継げなかった。レディ・バレットは金色の戦器オニクス・神しん煌こうニュメン・ルメンを自分で管理している。てっきり予備の弾丸を持ち歩いているものと思いこんでいた。この世に二に丁ちようしかない最強の銃の戦器オニクスだ。

「金色の戦器オニクスの弾丸を……ここの部屋に放り出してあったというのか？」

「全部持もち歩く必要ないじゃん。それに放り出してあったって、弾たまだけ盗む奴やつなんかいないでしょ？　もともと、女の子が持ち歩くには銃だけだって大きすぎるんだよ。予備の弾丸なんかいちいち全部持って歩く気しないって」

　そんな些さ細さいな理由で置いていくなど、グロスマンは想像もしていなかった。その時、毬子の姿が見えないことに気付く。かすかな足音に振り向くと、変へん身しんした毬子が拓たく也やと日向子を同時に抱えこんでいるところだった。

　一いつ瞬しゆん、グロスマンと彼女の目が合う。かつては彼の忠ちゆう実じつな部下だった少女だ。

「もらっていくわよ」

　ルスランの妹のところへ戻っていき、二人を地面に下ろした。

「いざとなったらお前が人ひと質じちを取るっていうことは、よく知ってるんだ」

　礼れ菜なはうずくまって拓たく也やと日ひ向な子この様よう子すを確かめる。そして顔を上げ、グロスマンを正面から睨ねめつけた。ついこの前まで言いように利用されていたとは思えない。彼女の目は驚くほどルスランに似ていた。

「グロスマン・Ｈ・スパイリオン！」

　突然、礼菜は立ち上がって人差し指を突きつけてきた。

「お前が今までみんなにしてきたこと、一億倍ばいにして返してやるから！」

　グロスマンの体に得え体たいの知れない震えが走った。怒りのためではない。自分の存在ごと吞みこまれてしまいそうな気がする。相手から背を向けてしまいたかった。

（金色の戦器オニクスの使い手を恐れている）

　頭の中でかちりとなにかが嚙かみ合った。今まで押し隠かくしていた感情を初めて自覚した気がした。ルスランやバレットへの抑えがたい敵意も、篠しの宮みや拓也を殺すことへの執しゆう着ちやくも、今、礼菜の言葉に感じている恐怖に全て集しゆう約やくされていった。だが、それと同時に湧わき上がってきたのは、強きよう烈れつな自じ尊そん心しんだった──この者たちには絶対に屈くつ服ぷくしたくない。なぜなら。

「……わたしはこの『城カストラ』の主あるじだからだ」

　グロスマンは口の中でつぶやいた。




　グロスマンは虚うつろな目でぼんやりと立っている。毬まり子こはその様子にほくそ笑えんだ。あんなグロスマンを見るのは初めてだった──しかし、もっと恐怖と屈くつ辱じよくを味わわせてやりたかった。そうしなければ自分たちの気が晴れない。

「礼菜、行くわよ」

　毬子はクレスケンスを抜いて、パートナーに声をかける。今の礼菜の啖たん呵かに心から感かん服ぷくしていた。まさに毬子の心を代だい弁べんしたものでもあった。

「……毬子」

　亨きよう司じが小声で言う。彼はグロスマンを凝ぎよう視ししていた。

「なによ」

「気を付けた方がいい」

　と、彼は言った。

「あのタイプは追いつめられてからの方が強いと思う」

　老人は俯うつむいたまま置物のように動かない。毬子の目には戦意があるのかどうかも怪しかった。

「……あたしにはそうは見えないけど」

　亨司がなにを心配しているのか分からない。万まんが一いち、グロスマンが想そう像ぞう以上の強さを発はつ揮きしたとしても、毬子たちには作戦がある。

「とにかく、お前はアルカミレスたちを頼んだわよ……また人ひと質じちに取られたりしないように」

　そう亨きよう司じに言い残して、毬まり子こは礼れ菜なと一緒にグロスマンの方へ駆け出した。




　礼菜は砂地を走りながらミセリア・フォルテスを構える──と、同時にグロスマンの体が大きく膨ふくれ上がり、全身に鱗うろこを持つ太たい古この生物へと姿を変えていった。彼は爪つめの生はえた両手を前に突き出して構えた。

（やっぱり、戦器オニクスを持って戦わないんだ）

　今さらながらそのことを意識する。素す手でで戦うつもりならこちらの方が有利だ。この前は胸を撃うったおかげて倒し損そこねたが、今回は急きゆう所しよの頭を狙った。しかしグロスマンは姿勢を低くして、礼菜に向かって突進してきた。狙いを付け直すよりも早く長い爪が銃じゆう口こうに迫る。

　突然、彼女の腰に毬子の太い獣けものの腕が回される。次の瞬しゆん間かん、景け色しきが大きく流れ、気が付くと二人はグロスマンの斜め後方に回りこんでいた。毬子は自分の戦器オニクスを片手に持っているが、使うつもりはなかった。

　振り向きかけている爬は虫ちゆう類るいの首くび筋すじを狙ねらって礼菜は発はつ砲ぽうした。銃じゆう身しんから放はなたれる白い光こう球きゆうを、グロスマンはかろうじて首を曲げて避けた。しかし、顎あごの一部を吹き飛ばされ、血を噴ふき出しながら礼菜たちに踊りかかってきた。

「移動するわよ」

　冷静に毬子はつぶやくと、再び礼菜を抱えて別の場所へ飛んだ。

　毬子は決定的な攻撃力に欠けるが俊しゆん敏びんさに優れている。逆に礼菜は素早く動けないが並なみ外はずれた攻撃力を持っている。毬子が礼菜を運ぶ「馬」となり、死し角かくへ回りこんでミセリア・フォルテスでグロスマンを仕し留とめる──それが二人の立てた作戦だった。

　次に毬子が足を止めたのはグロスマンの真ま後うしろだった。こちらの姿を見失ったのか、彼はあたりを見回している。今度こそ礼菜はしっかりと頭に狙ねらいを定めて撃うった。

（よし！）

　白い光がグロスマンを吞みこもうとする──突然、砂の中から黒い柱が二本並んで突き出てきた。黒い柱は音を立てて四し散さんしたが、礼菜たちの攻撃はそこで阻はばまれてしまった。

「なに、今の」

　礼菜は思わず声を上げた。グロスマンは礼菜たちの方を見ている。黒々とした目め玉だまがぎらりと光った。すると、二人の足元の砂が割れて、黒い柱が隆りゆう起きしてきた。




　毬子はバランスを崩しそうになりながら、礼菜の体を抱えて背後へ飛んだ。出現した黒い柱が急速に遠ざかる。

（こんな仕掛けがあったなんて）

「城カストラ」には何年も出入りしているが、グロスマンの右腕うでであったはずの毬子ですら聞いたことがない。もっと気になるのは、グロスマンがどんな風ふうに作動させているのかまったく分からないことだった。なにかを操作しているわけでもないし、処しよ刑けい場じようの外にいる誰かに合図を送っている様よう子すもない。

　まるで自分の体の一部を動かしているかのようだった。

　どん、と背中になにかがぶつかって動きを止められる。背後を見るとついさっきまでなかったはずの柱が出現していた。

（え……？）

　注意が敵から逸それたのはほんのわずかな間だったが、再び前を向いた時にはもうグロスマンの太い後ろ肢あしが目の前に迫っていた。礼れ菜なはその動きに対応出来ていない。毬まり子こは舌した打うちしながら両りよう脚あしで砂を蹴けり、横に動いて攻撃を避ける。しかし、その行く手にも新しい柱が現れかけていた。

　毬子は柱を乗り越えるように小さく跳ちよう躍やくすると、そのかげに転がりこんだ。

「どうなってんの？」

　礼菜が困こん惑わくしたように言う。毬子にも答えようがない。周囲を見回すと、砂地から飛び出している障しよう害がい物ぶつが増えすぎている。彼女の身しん体たい能力は直線移い動どうで真しん価かを発はつ揮きするが、これでは長い距離を移動出来ない。

　ふと、毬子は天てん井じようを見上げた。空中なら柱に阻はばまれることもない。

「とにかく、空中に飛び上がったら攻撃して」

　礼菜がうなずくのを確認して、毬子はパートナーを抱えて柱のかげから飛び出した。まずは既すでに立っている柱と柱の間で細かな移動を繰り返す。今日、見せた中でも最さい速そくの動きだった。グロスマンが目で追いきれなくなっているのを確認してから、唐とう突とつに彼女は垂直に飛んだ。

　急きゆう激げきに地面が遠ざかり、天井近くで二人は静せい止しする。

「礼菜、今よ」

　礼菜がゆっくりと砂の上のグロスマンに銃じゆう口こうを向けていく。ふと、毬子は背せ筋すじに不ぶ気き味みな気け配はいを感じた。振り返って見ると、天井から斜めに突き出した黒い柱が、彼女の背中を突こうとしているところだった。

　驚きながらも機き敏びんに反応し、礼菜を抱えていない方の腕でその攻撃を受け止めた。体たい毛もうに覆おおわれた上じよう腕わんに柱の角が食いこみ、彼女は悲鳴を上げた。

　空中でバランスを崩した二人は落下し始める。すると突然、グロスマンの巨大な体たい軀くが目の前に出現した。毬子よりもさらに素早い動きだった。グロスマンが今まで立っていた辺りに、ひときわ大きな柱が現れているのを見て取る。

（突き出してくる柱を発射台だいにして飛んだんだ）

　グロスマンは爪つめの生はえた腕を、二人めがけて同時に振り下ろそうとしている。毬子は反射的に礼菜を庇かばって、自分の背中をグロスマンに向ける。

「ああっ！」

　背中に熱い衝しよう撃げきを感じ、毬まり子こたちはもつれ合うように砂の上に落ちた。どろりとした生なま温あたたかいものが背中に広がっていく。致ち命めい傷しようでないようだが、動くことは出来なかった。そばに倒れている礼れ菜なは気を失っているらしい。

「わたしの勝ちだな、毬子」

　人間の姿に戻ったグロスマンはにやりと笑った。毬子は礼菜の破壊した扉とびらに視線を走らせる。砂の中から現れた柱が鉄てつ格ごう子しのように並んでいた。亨きよう司じたちも一歩も動いていない。もはや誰も逃げられなかった。

　毬子はぎゅっと両手を握りしめた。グロスマンや「城カストラ」について、自分は本当になにも知らなかった。亨司の言った通り、もっと慎しん重ちように戦わなければならなかった。貴き重ちようなチャンスを無む駄だにしてしまった。

「ここはわたしの城だ。お前たちが土ど足そくで踏み荒らすような真ま似ねを断じて許すわけにはいかん……特に金色の戦器オニクスの使い手どもには」

　グロスマンは誰にともなく語りかけている。その目は誰をも見ていないようだった。

「『城カストラ』はお前のものじゃないわよ」

　毬子は苦しい息の下でつぶやいた。ここはクランテリオンの拠きよ点てんで、あくまで所しよ有ゆうしているのは組織だ。反応が返ってくるとは思っていなかったが、彼は上じよう機き嫌げんに答えた。

「『城カストラ』はわたしの一部……わたしだけのものだ。わたしたちは切っても切れない特別な関係にあるのだよ」

　毬子は話の内容が気になり始めていた。グロスマンは自身の重大な秘密を語り始めている気がした。

「特別な……関係？」

　グロスマンは初めて気付いたかのように、ようやく毬子を見下ろす。自分が踏みつぶした昆こん虫ちゆうを見るような目付きだった。

「お前と会話を交わすのもこれが最後だ。せっかくだから教えてやろう……わたしの本当の名はグロスマン・ヘミスパイリオン」

「……ヘミスパイリオン？」

　それがグロスマンの正式な姓せいらしい。

「『半はん球きゆう』を意味する言葉だ」

　彼は吐き捨てるように答えた。毬子ははっとした。テリオンは戦器オニクスの名を自分の姓にすることが多い。毬子も以前はファランクスを名乗っていた。ヘミスパイリオンは彼の戦器オニクスの名前なのだろう。半球の形をした戦器オニクス。それは──。

「『城カストラ』そのものがお前の戦器オニクスなの……？」

　そう考えれば今までのことにも筋すじが通る。戦器オニクスなしで変へん身しん出来たのは、「城カストラ」がそばにあったからだ。この大きさならば、「城カストラ」の持つ戦器オニクスとしての力は莫ばく大だいで、力が及ぶ範はん囲いもおそろしく広いに違いない。たとえ地上にいても、戦器オニクスを帯びている状態と変わらないほどに。

（ほとんどのテリオンがここで覚かく醒せいしているのも、そのせいだったんだわ）

　テリオンの覚醒は戦器オニクスを帯びることで早まる。「城カストラ」は存在しているだけで、他の戦器オニクスよりもはるかに大きな影えい響きようを与えているのだ。

　この処しよ刑けい場じようの仕掛けが彼の意い思しで動いていたのも当然だ。彼の戦器オニクスなのだから。自分たちはずっとグロスマンの体内にいたようなものだ──金色の戦器オニクスの力を持ってしても勝てないのは当然だった。

「さて、お前たちには死んでもらう。この半はん球きゆうの秘密とともにな」

　グロスマンはか細い声でつぶやいた。

　突然、毬まり子この体のそばに小さな金属片へんがぼとりと落ちてくる。頭上を見た彼女は啞あ然ぜんとした。中心に開いている小さな穴から、放射状の亀き裂れつが天てん井じよう全体に走っていた。グロスマンはこの処刑場そのものを破壊するつもりだ。

「危ない！」

　渾こん身しんの力を振り絞しぼり、この場にいる全員に向かって叫んだ。




　毬子の声に最初に反応したのは拓たく也やだった。毬子に倣ならって天井を見上げると、自分たちのいる周囲の部分が既すでに崩ほう落らくしかけていた。雨のように金属片が降り注そそぎ始めた。

　傍かたわらの砂の上には日ひ向な子こが横たわっている。彼は彼女の体を抱き上げようとしたが、まだ反転リトウルネの後こう遺い症しようで立ち上がるのも難しい。錆さび付いているかのように関かん節せつが軋きしむ。

「亨きよう司じ、手伝ってくれ」

　呼びかけながら顔を上げると、亨司が二人に手を差し伸べてくる。しかし、どこかでめりめりと不ぶ気き味みな音が聞こえた。次の瞬しゆん間かん、黒い影のようなものが頭上から降り注ぎ、亨司をすっぽりと吞みこんでしまった。

　目の前に黒い破は片へんの山が積み上がる。亨司の体はその山にほとんど埋もれていた。思わず近づこうとした時、どすん、とすぐ目の前の地面が音を立てた。大きな尖とがった破片が砂の中に食いこんでいる。亨司の姿は見えなくなってしまった。

「くそ……」

　助け出したかったが、今の彼には破片をどけることなど出来そうもなかった。彼は日向子の体を抱えて、腰を下ろしたまま必死に後ずさりをする。少しでも崩落の少ない場所へ行こうとしていた。

　その時、意識を失っていたはずの日向子の体に力がこもり、拓也の体の上に覆おおい被かぶさってきた。彼はバランスを崩して砂の上に仰あお向むけに倒れる。

「日向子？」

　慌あわてて上半身を起こした時、日ひ向な子この体がびくっと震えて、口からあえぐような悲鳴が洩もれた。彼女の背中には大きな破は片へんがめりこんでいた。

（俺をかばったんだ）

　彼女の唇くちびるの端はしから血が流れた。拓たく也やは歯を食いしばり、全身の力をこめて立ち上がる。そこへより大きな破片が二人めがけて天てん井じようから迫ってきた。下した敷じきになれば間違いなく死ぬ。しかし、強こわばった足は地面に貼はりついたまま動かなかった。

　その瞬しゆん間かん、二人の腰に長い腕が回され、足がふわりと地面から離れた。褐かつ色しよくの肌はだと銀ぎん色いろの髪かみがすぐ目の前に広がる。彼らはまだ崩れ始めていない扉とびらの前に連れて行かれた。

「……お前は」

　拓也たちを助けたのはレディ・バレットだった。彼女はもう一方の腕で礼れ菜なの体も抱き上げている。彼女は三人を抱えこんだまま、無む表情に処しよ刑けい場じようの中央を見つめていた。

　突然現れたバレットに拓也は驚いた。なにをしにここへ来たのか、どうして自分たちを助けるのか。それに一体どこから現れたのか。この処刑場の出入り口はグロスマンの手で閉ざされていたはずだ。

　彼女の視線を辿たどった拓也は、崩ほう落らくの続く天井の中心にある小さな穴に気付いた。さっき拓也が落ちてきた穴だった。

（……あそこか）

「爪そう牙がの間ま」から一気にここへ降りてきたのだろう。もちろん、バレットが一人で行動しているとは思えない。だとすると──。

　金色に輝く剣を携たずさえた男が天井の穴から降りてきた。鮮やかな青い色のスーツと淡あわい色の巻き毛。彼は砂地に積もった天井の破片の上にふわりと着地した。その途と端たん、処刑場の崩壊が噓うそのようにやんだ。グロスマンは驚きよう愕がくの表情で弾はじかれたように大きく飛び退のいた。

「『城カストラ』が壊れてしまうよ、グロスマン」

　ルスラン・ヴォルクの涼すずやかな声が、処刑場に響ひびき渡った。




　ルスランは金色の戦器オニクス・昴こう陣じんアストラ・カストラを右手に持ち、足元の方に剣けん先さきを軽く下げている。さりげない構えだったが、拓也はその腕に異い様ような力がこもっているのを見て取った。刀とう身しんからはまばゆい光が溢あふれている。イグニス・アウルムと同等──いや、それよりもさらに強い輝きだった。

「こんなことをする必要はなかったはずだよ。君には十分な地位も名めい誉よも与えられていたじゃないか」

　ルスランの声は諭さとすようでいて、その実まったく感情はこもっていなかった。むしろ愚ぐ弄ろうしているようにさえ聞こえる。老人の体ががくがくと震え始めた。単なる恐怖から来る反応ではないようだった──おそらく、ルスランへの殺意の表れだ。

「戒かい律りつを破り、ぼくの妹を道具に使う理由など、まったく……」

「猿さる芝しば居いはやめろ！　若わか造ぞう！」

　突然、グロスマンは激げつ高こうして叫んだ。

「お前はわたしから『城カストラ』を奪うつもりだ。その呪のろわれた金色の戦器オニクスでな。お前にはテリオンも人間もない。クランの戒律など、本当はどうでもいいはずだ！」

　口元から返り血にまみれた唾つばが飛んだ。その声にべったりと張りついている恐怖を、拓たく也やは感じ取った。日ひ向な子この言った通り、グロスマンは確かに怯おびえているのだ──金色の戦器オニクスの使い手に。

「君はもう休んだ方がいい、グロスマン。それに……」

　今度ははっきりと冷たい声で言った。アストラ・カストラの光がさらに強さを増す。

「……ここは最初から君の城だったわけじゃないだろう？　グロスマン」

　その言葉は何な故ぜかグロスマンの最後の理り性せいを剝はぎ取ったようだった。彼は身み悶もだえするように絶ぜつ叫きようし、肉体をたちまちのうちに太たい古この竜りゆうへと変化させていく。

　彼の全身からは刺すような殺意が発はつ散さんされている。恐きよう竜りゆうの姿を目にしたルスランの肉体も変へん身しんを始める。筋肉は隆りゆう起きし、皮ひ膚ふは黒い体毛に覆おおわれ、やがて長い顎あごと牙きばを持つ人じん狼ろうが出現した──以前、拓也が戦った時と同じように、左半はん身しんには人間の部分が多く残っていた。

「君の死は今から始まる『聖婚ヒエロス・ガモス』への餞はなむけだ」
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　今から、という言葉に拓たく也やの体がぎくりと震えた。しかし、グロスマンはもはや相手の言葉になんの注意も払っていなかった。彼は一いつ足そく飛びに人じん狼ろうに向かって攻撃を仕掛ける。拓也の見た中では、このテリオンの一番速はやい動きだった。

　しかし、ルスランは毛ほどの動どう揺ようも見せなかった。無む駄だのない動きですり抜けざまに敵の首を斬きった。長ちよう命めいを誇ってきた太たい古このテリオンの胴どう体たいは、さらに数歩進すすんだ後でばったりと倒れた。

　その首は彼のはるか後方でころころと砂の上を転がっていた。

　斬った途と端たんに忘れてしまったかのように、ルスランはテリオンの死体を振り返りもしなかった。彼は静かに剣を鞘さやに収め、人間の姿に戻ってから、バレットたちを見上げた。

「さて、始めようか」

　ルスラン・ヴォルクは屈くつ託たくのない笑顔で言った。自分たちにも向けられた言葉だと拓也は感じた。

「……『聖婚ヒエロス・ガモス』を」
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　篠しの宮みや和かず男おは居間の窓の前に腰を下ろして、ぼんやりと小さな庭を眺ながめている。秋が深まるにつれて、木々の緑は少しずつ落ちついた色に変わってきていた。庭の隅すみにある大きな柿かきの木は、今年も黄き色いろい実を沢たく山さん付つけている。もう少し待てば収しゆう穫かく出来そうだった。

　昔は子供たちのために脚きや立たつを立ててもいでやったものだが、最近は年のせいもあって子供たちに任せっきりにしている。多分、今年もそうなるだろう。この家に人も増えたことだし、にぎやかになりそうだと思った。

「……おじさま？」

　気が付くと世せ津つ子こが心配そうに彼の顔を覗のぞきこんでいる。いつのまにか頰ほおが緩んでいたらしい。いや、なんでも、とごまかしながら茶をすすった。

「拓也くん、本当に出かける前におじさまに連絡をしなかったんですか？」

　和かず男おはうなずいた。世せ津つ子こは様よう子すを見に来てくれたのだが、彼は拓たく也やが礼れ菜なを追って出発したことすら知らなかった。

「どうしてそんな……」

　と、世津子が沈んだ声で言った。髭ひげをしごきながら和男は考えてみた。

「きっと、夕飯までに帰るつもりだからじゃないかね」

　突然、世津子は怒ったように顔を上げた。

「おじさま、わたし真剣に言ってるんです！」

「ん……？　ああ、すまんな」

　和男は戸と惑まどいながらなんとなく謝った──別に冗じよう談だんを言ったつもりはなかったのだが。

「おじさまが心配するって思わなかったのかしら、あの子」

　世津子は両手に挟んだ湯ゆ吞のみを見下ろしている。和男は無言で茶を一ひと口くち飲んだ。自分を気き遣づかってくれるのはありがたかったが、彼はさほど心配していなかった。なにも言わずに出かけていったのは、言う必要がなかったからだろう。必ず全員を連れて帰ってくると心に決めているのだ。親としてはそれを信じて待っていればいい。

「世津子ちゃん、俺は……」

　ふと、和男は口をつぐんだ。半なかば無む意識に立ち上がると、掃はき出し窓から庭へ降りていく。そして、目を細めて東の空を凝ぎよう視しした。

「おじさま、どうかなさったんですか？」

　背中に世津子が声をかけてきた。東京の方角に、黒い星のようなものが浮かんでいる気がした。まるで空に小さな穴が開いたような、気掛かりな眺ながめだった。しかし、それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、今はもうどこにも見当たらない。

「いや……なんでもない。見み間ま違ちがいだったようだ」

　彼は肩をすくめて窓の方へ戻っていく。本当に見間違いだったんだろうか、と彼は思った。さっきまで感じていなかった不安が胸の奥で広がり始めていた。なにか、想像を超えた出来事が起ころうとしているような。




「……エーテルの層が不安定なようです」

「爪そう牙がの間ま」の玉ぎよく座ざの上で、黒いマントのテリオンが言った。彼は肘ひじ掛かけに取り付けてある指ゆび輪わに自分の指をはめ込んでいる。目の前の空間には映像が浮かんでいる。この「城カストラ」の真ま下したの眺めらしく、「災さい厄やく」の跡あと地ちとその周辺にある街並みが見えた。

　血の臭においは漂っているが、既すでに守り手たちの死体は運び出されている。ルスラン・ヴォルクは玉座のそばでその映像を眺めていた。今の「城カストラ」の支配者はルスランだった。どのテリオンも彼の指示を仰ぎに来ている。「城カストラ」を操そう縦じゆうしているテリオンは、グロスマンと同じく太たい古この竜りゆうの血を引くテリオンだった。ヌンムスの発着場で毬まり子こに気き絶ぜつさせられた守り手の一人らしい。

「エーテルを調整出来ないのかな？」

「今のところは難しいですね。場合によっては維い持じすら難しいかもしれません。その場合は下げ界かいから見られてしまいますが」

「構わないさ。『聖婚ヒエロス・ガモス』まで保もてばいい……『城カストラ』の移動は出来るかい？」

「上昇と下降ぐらいなら……」

「そうか。それなら無理に動かす必要はないよ。ここでも構わないだろう」

　拓たく也やと礼れ菜なは後ろ手に鎖くさりで縛しばられて、玉ぎよく座ざから少し離れた場所で座らせられている。二人とも金色の戦器オニクスを取り上げられ、丸まる腰ごしの状態だった。拓也たちがおかしな動きをしないよう、別の守り手のテリオンがすぐそばに立って見張っている。二人とも完全に無力な状態だった。

　日ひ向な子こはほとんど意識のない状態で拓也のそばに横わっている。さっき彼を庇かばって負った怪け我がのせいか、時々血ちの混じった咳せきをしている。気掛かりな状態だったが、今の拓也にはなす術すべがなかった。処しよ刑けい場じようにいた亨きよう司じと毬まり子こもどうなったのか分からない。二人とも無事でいてほしいと思った。




「少しの間、お前たちは席を外してくれないか」

「城カストラ」の位置が安定すると、ルスランは他のテリオンたちに向かって言った。彼らは黙って「爪そう牙がの間ま」から出ていく。拓也たちを監かん視ししていた守り手も去り、この広間にいるのは拓也たちとルスランの四人だけになった。

　ルスランは拓也たちを立ち上がらせると、背後に回りこんで二人の鎖を外した。

「さて。これでゆっくり話が出来るな」

　拓也はルスランを凝ぎよう視しした。かつて彼を殺すために「災さい厄やく」を起こしたテリオン。このテリオンについて一つだけはっきり断言出来ることがある。必要のない者を生かしておくような真ま似ねは絶対にしない。

「俺たちをどうするつもりなんだ？」

　と、彼は言った。

「意味もなく連れてきたわけじゃないだろ」

「お前たちには今から『聖婚ヒエロス・ガモス』に立ち会ってもらう……ぼくと一緒に」

「なにそれ。絶対イヤ」

　礼菜はぶんぶんと首を振る。拓也は肩で軽く礼菜をつついた。ここは相手の出で方かたを探るべきだ。今はそれ以外に出来ることがない。拓也は眠ったままの日向子をちらりと振り返る。彼女だったらそうするはずだ。

「お前はあくまでも来らい賓ひんだよ、イレーナ。儀ぎ式しきに必要なのは拓也の方だ」

　ルスランは拓也に笑いかけた。

「……どうして俺がそんなことしなきゃならないんだ？」

「大剣クレイモアの使い手がその場にいる必要があるんだ。だから、ぼくたちはずっとその適てき合ごう者を捜し続けてきた。本当はテリオンに参加してほしかったけど、今の状況では容易ではなくてね」

　ふと、拓たく也やは深み月つきの話を思い出す。テリオンだけの住む島で、ルスランは自分と同じような「剣」の使い手を捜していたという。つまりそれは──。

「……俺おれ以外のイグニス・アウルムの使い手を捜してたってことか。テリオンの中から」

「その通りだよ。お前は保険のような存在だった。だから殺さずにおいたんだ。もっとも、積極的に生かしておく必要もないと思っていたけれど。よくここまで生き残り、試し練れんを乗り越えて、この『城カストラ』というゴールに辿たどり着いたものだ。まさにイグニス・アウルムの名に恥じない勇ゆう者しやだ」

　このテリオンに誉ほめられたところでなにも嬉うれしくなかった。そのまま聞き流そうとして、ふと一つの単語が引っかかった。

「……ゴールって？」

「お前はこの数日、ぼくたちがなにもせずに手をこまねいていたと思うのか？」

　ルスランは笑えみを絶やさずに言った。ようやく拓也にも事情が吞みこめてきた。今、「城カストラ」に金色の戦器オニクスの使い手が四人も揃そろっているのは偶然ではないのだ。

「……泳がせてたのか。俺たちも、グロスマンも」

「久く慈じ日ひ向な子こがここにいれば、放っておいてもお前はここに来る。多分、イレーナも来るだろう。グロスマンの始し末まつなど全員がここに揃った時で十分だ」

　拓也たちが金色の戦器オニクスを携たずさえて侵しん入にゆうし、グロスマンとの戦いで疲ひ弊へいしきった絶ぜつ妙みようのタイミングでルスランは現れた。戒かい律りつを破ったグロスマンを殺し、最小の労ろう力りよくで拓也たちを手に入れた──。

　グロスマンは日向子という「餌えさ」を使って拓也たちをおびき寄せたが、ルスランはそのグロスマンをも「餌」に使っていたことになる。要するにルスランの手の上で全員踊おどっていたのだ。

（くそ……）

　拓也はルスランと正面から向かい合う。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』ってなんだ？」

　保険をかけ、策を巡らし、ここまで周しゆう到とうに準備を進めてきたということは、クランテリオンにとってよほど重要な儀ぎ式しきのはずだ。

　長い沈ちん黙もくの後、ルスランは言葉を選ぶように淡たん々たんと語り始めた。

「……もともと、テリオンは他の生物に君くん臨りんする使命を負っていると言われている。その目的のために、何者かがこの地球へと送りこんできた……様々な生物の似に姿すがたを持ちながら、オリジナルよりも高い能力を与えられているのはそのせいだ……最初はうまく行くと思われたが、人間が地上で繁はん殖しよくするようになってから事情が変わった。人間にはテリオンに対たい抗こう出来るだけの能力は与えられていないが、テリオンと交こう配はいする能力を与えられていた……」

「あの、ちょっと待って」

　突然。礼れ菜なが話を遮さえぎった。

「その、『何者』って誰？　宇宙人とか？」

「名称はぼくたちにとってどうでもいいんだよ。神でも宇宙人でも、好きな名で呼べばいい……彼らは我々の前に姿を現していないし、今後も現れないだろうからね」

　ルスランは拓たく也やの方に向き直った。何な故ぜか礼菜よりも彼に向かって話しているような気がする。

「人間との交こう配はいが進み、いつのまにか純じゆん血けつのテリオンはほとんど姿を消してしまった。しかし、そういった事態に備えて、『何者か』は二つのものを用意してくれていた。一つは戦器オニクス。もう一つが、『聖婚ヒエロス・ガモス』」

　彼は玉ぎよく座ざのそばを離れると、床に突き刺さった戦器オニクスの間を歩き回り始めた。

「戦器オニクスは既すでに自分の力ではテリオン本来の姿になれない者を助けるための道具だった。潜ひそんでいる自らの本ほん性しようを強ごう引いんに引き出すためのね。これらを使えば、テリオンは人間よりもさらに上の地位に立てる……はずだった」

　彼はくるりと拓也たちの方を振り返った。

「お前たちはこの『爪そう牙がの間ま』にこれほどの戦器オニクスが残っている理由が分かるかい？　もはや自分がテリオンであることを自覚している者が数少ないからなんだ……いや、仮に自覚があったとしても、戦うことを拒こばむ者や、人間に協力する者も出る始し末まつだ。戦器オニクスをもってしても、テリオンが人間の上に君くん臨りんすることは難しくなっていた」

　拓也は複雑な気持ちで耳を傾けていた。今までテリオンは人間社会を脅おびやかしていると考えてきた。しかし、彼ら自身が望んだ結果は得られていない。人間たちが思っている以上に、テリオンたちは滅ほろびに瀕ひんしている──。

「テリオンの血がどこまでも薄く拡かく散さんし、人間たちの中で消えかけている状態……これも『何者か』にとっては想そう定ていされた事態の一つだった。その場合の最後の手段として、用意されていたのが『聖婚ヒエロス・ガモス』なんだ」

　静まりかえった「爪牙の間」に、ルスランの声だけが響ひびき渡る。

「今、地上にいる人間たちの体内に潜ひそんでいる、ごくわずかなテリオンの要素に働きかけて活かつ性せい化かさせ、その人間の肉体と精神をテリオンへと変へん貌ぼうさせる……一言でいうと、人間をテリオンに変える儀ぎ式しきのことだよ」
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「……あのさ」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは礼菜だった。

「それってテリオンの血を引いてなかったら意味ないよね？　テリオンの血を引いてる人間がそんなにいるわけないじゃん」

「お前たちが知らないだけだよ」

　ルスランは静かに首を振った。

「戦器オニクスの力をもってしても、真の姿を取り戻せないほど薄い『混こん血けつ』はどこにでもいる。いや、純じゆん血けつの人間の方が少ないとさえ言えるかもしれない」

　拓たく也やの顔から血の気が引いた。もしそれが本当だとしたら、「聖婚ヒエロス・ガモス」が始まれば、地上は一気にテリオンで溢あふれ返ることになる。人間とテリオンの種としての地位は完全に逆転してしまう──。

「……その人たちはテリオンになった後、どうなるんだ？」

　拓也はうめくように言った。

「最初に肉体がテリオンと化していき、次に精神が覚かく醒せいする……それだけだよ。人間とは相あい容いれない価か値ち観かんを持つ種族が地上の多くを占める。そうなれば、次に始まるのは人間狩がりだろうね……今までアルカミレスがテリオンを、テリオンがアルカミレスを狩ってきたように」

　ルスランは抑よく揚ようのない声で説明を続けていたが、ふと皮ひ肉にくな笑えみを浮かべた。

「おそらく今までのアルカミレスたちの中にも、テリオンの血を引く者はいただろうね。当人も、周囲の者も気付かなかっただけで」

　拓也はルスランの話に微び妙みような違い和わ感かんを覚え始めていた──話の内容ではなく、もっと別の部分に。ルスランは長い間準じゆん備びを重ねて、「聖婚ヒエロス・ガモス」を起こそうとしているはずだ。しかし、彼の言葉にも、表情にも、声にも、まったく高こう揚ようしている様よう子すがない。まるで大した関心がないかのように淡たん々たんとしている。

「お前、俺を殺すために『災さい厄やく』を起こしたんだよな？」

　ルスランは目を丸くする。どうやら、想像もしていなかった質問らしい。

「やれやれ。あの元アルカミレスが話したのか。お喋しやべりなことだ……確かにそうだよ。お前は特別なアルカミレスだからね。今後のことを考えれば、殺してしまいたかった」

　ルスランは肩をすくめる。「災厄」の巻き添えで死んだ人間のことなど気にも留めていないらしい。拓也はぎりっと歯は軋ぎしりをした。

「なんでそんなことをやったんだ？　『聖婚ヒエロス・ガモス』が始まったらテリオンになってくれるかもしれない人間たちを殺したってことだろ？」

　しばらくの間、ルスランは戦器オニクスと戦器オニクスの間を無言で歩いていたが、やがて立ち止まって顔を上げた。

「……それは後で知る機会もあるだろう。ぼくの方も、お前たちに尋たずねたいことがある」

　拓也は黙って相手の言葉の続きを待った。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』を見たいとは思わないか？」

　一いつ瞬しゆん、拓たく也やと礼れ菜なは顔を見合わせた。本気で言っているのかどうかはかりかねたからだ。

「……思うわけないじゃん」

　憮ぶ然ぜんとして礼菜は答えた。

「何な故ぜ？」

「おじいちゃんや友とも典のりくんがテリオンになっちゃったらイヤだからだよ！」

「お前もテリオンだろう？　自分で自分を否定するのかい」

　礼菜はぐっと言葉を詰まらせる。いきなり彼女は拓也の腕にぎゅっとしがみついてきた。

「えっ……」

「あたしは拓たくちゃんと同じ考えだから……あんたよりは拓ちゃんを信じるんだ！」

　ルスランの目が細くなった。拓也はごくりと唾つばを吞みこむ。そこまで言ってくれるのは嬉うれしかったが、今の状態では無用に相手を刺し激げきすることになりかねない。

　突然、ルスランは愉ゆ快かいそうに声を立てて笑った。怒りを見せようとしないのが拓也にはかえって不ぶ気き味みだった。

「この男が人間の代表というわけか？」

「そうだよ。それが……」

「彼が本当に人間だと思っているのか？」

　突然、空気が凍りついた気がした。心しん臓ぞうの音だけが妙みように耳に響ひびいた──ルスランと話し始めた時から感じていた不安はこれだったのだと直ちよつ観かんした。

「……どういうことなんだ？」

　おそるおそる拓也は聞き返した。

「なに言ってんの。拓ちゃんはテリオンじゃないでしょ」

　ルスランは拓也の様よう子すをまじまじと見ている。本当に気が付いていないのか、と言いたげな表情だった。

「お前はテリオンでも人間でもない……戦うための赤い鎧よろいを身にまとい、はるか天空から現れた、テリオンとは別の生命体だ」




「正直なところ、ぼくはお前をずっとただのアルカミレスだと思っていた。なにしろぼくと会った時は、数分しか変へん身しん出来ない半はん端ぱな能力だったからね。お前の正体に気付いたのはつい最近だ。多分、一番早く気付いたのはグロスマンだと……」

「ちょ、ちょっと待てよ……」

　拓也は慌あわててテリオンの話に割って入った。

「なにわけの分からないこと言ってるんだ？　俺たちはみんな調整……手術で外殻クラスタを植え付けられてるんだぞ。その前はただの人間で……」

「お前だけは手術を受けていない。少なくともその記録は残っていないはずだよ。それに、お前が現れる前にアルカミレスは存在していない」

　どきりと心しん臓ぞうが鳴った。さっきの深み月つきとの会話が蘇よみがえる。方舟アルカの初期のメンバーだった深月がアルカミレスになった時、もう拓たく也やも調整を受けていた。彼がどこから引き取られたのかも知らないとも言っていた。

「他のアルカミレスは皆、お前の肉体の組織を培ばい養ようし、移い植しよくすることで作られたコピーだ……グロスマンがフェンリルを作る時と同じ要よう領りようだよ。だから、他のアルカミレスの基本的な能力はお前より劣おとっているだろう？　完全なコピーは作れないからな」

　拓也は「特別」なアルカミレスだった。金色の戦器オニクスの使い手で、それ以外は一切扱あつかえない。全身を外殻クラスタで完全に覆おおえるのは彼だけだ。

「そんなことあるわけないだろ！」

　と、拓也は叫んだ。自分の体が冷えていくのがはっきりと分かる。礼れ菜なに摑つかまれた腕だけが温かかった。

「それなら逆に訊きくけれど」

　と、ルスランは言った。

「一体誰だれがどうやってこの地球上でアルカミレスの鎧よろいを生み出したのか、お前は説明出来るのかな」

　拓也はなにも言えなくなった。

（まさか……でも……）

「ちょっと、それなんかおかしくない？」

　いきなり礼菜が大声で叫んだ。




「結局、あんたにも拓たくちゃんがどこから来たのか分かってないわけでしょ。それに付けこんで適当に喋しやべってるだけじゃないの？」

　ルスランは眉み間けんに皺しわを寄せて横よこ目めで礼菜を見た。しかし、結けつ局きよく彼女を無視して拓也に向かってまた話しかけようとする。彼女はずいっと一歩前へ出た。

「さっきから自信たっぷりに言ってるけどさ、拓ちゃんが宇宙から来たナントカだってどうして分かるわけ？　最初会った時はただのアルカミレスだと思ったって自分で言ってたじゃん！」

　突然、ルスランはくるりと踵きびすを返して、「爪そう牙がの間ま」の奥へ向かって歩き出した。拓也がよろよろとその後を追う。腕を支えていた礼菜もつられて一緒に歩いた。

「ちょっと、どこ行くの？」

　ルスランは無言で玉ぎよく座ざのそばを通り抜けて、壁かべ際ぎわに安置されている光る球きゆう体たいの前で立ち止まった。礼菜もぎくりとして足を止めた。

（あ……）

　なにか嫌な予感がし始めた。ルスランは躊ちゆう躇ちよなく扉とびらを開け、中から繭まゆの形をした容器──さっき礼れ菜なが開けるのをやめたものを取り出した。

「開けてごらん」

　拓たく也やがためらっているので、仕方なく礼菜が受けとった。形はラグビーボールに似ているが、それよりも大きい。戦器オニクスの箱と違って、開け方がよく分からない。どうやら他の箱よりも厳げん重じゆうに閉ざされているらしい。表面の装そう飾しよくをあちこちいじくっているうちに、突然かぱっと二つに割れた。

　中は空っぽだった。しかし、明らかになにかが収められていた痕こん跡せきが容器の内側に刻まれている。一いつ瞬しゆん、そこに入っていたのは化か石せきだと思った。節ふしや棘とげのある殻からをまとった生物がそこに入っていたらしい──。

「あっ」

　思わず礼菜は手を放しそうになった。その「生物」には小さな手足と大きな頭があった。まるで人間の赤あか子ごのように。

「十六年前、グロスマンとぼくはここでその繭まゆを開けたんだ」

　ルスランは静かな声で言った。

「中には赤い鎧よろいをまとった、幼い子供が眠っていた」

　礼菜は内側の溝みぞを撫なでる。大きさこそ違っているが、その形は今の拓也の外殻クラスタによく似ていた。

「……拓たくちゃんが、これに入ってたってこと？」

　彼女は声を震わせる。

「そうだ。どういう仕組みか分からないけれど、この繭の中では仮か死し状態になっていたようだった……地球上にも過か酷こくな環かん境きように置かれると、仮死状態になって眠り続ける生物がいるけれど、それと同じような習しゆう性せいを持つのかもしれないな。この『城カストラ』はかつて地球の外から降りてきて、グロスマンに発見されるまでこの空をただ彷徨さまよっていた。この球きゆう体たいは宇宙を進む時に、中にいる者を守るカプセルじゃないかと思う」

　そう言いながら、ルスランは静かに球体の表面を撫でた。

「お前は『城カストラ』と共に天空から降りてきて、何千年もここで眠りについていた。ぼくたちが繭を開けなければ、永遠に眠ったままだったかもしれない」

　礼菜は拓也を振り返った──彼は驚きの表情を貼はり付けたまま容器の中を見つめていたが、やがてゆっくりとルスランに視線を動かした。

「じゃあ……俺は、何者なんだ……？　なんでこんなところに……」

　とぎれとぎれに拓也はつぶやく。ほとんど自分自身に向かって問いかけているようだった。

「まだ分からないのかい、アルカミレス……お前がこの城の本当の主あるじなんだよ。グロスマンはお前がいなくなった後、ここを自分のものにしていただけだ」

　グロスマンがどうして拓也を殺すことに執しゆう着ちやくし、自分が「城カストラ」の主だと言い続けていたのか、礼れ菜なには分かったような気がした──自分がここの本当の主あるじではないと自覚していたからだ。

　ふと、黒い玉ぎよく座ざを振り返る。さっき毬まり子こから「夕せき日じつの玉座」という名だと聞いた。ただこの球きゆう体たいのそばにあるからではなく、拓たく也やという「赤い王」のための場所という意味なのかもしれない。

「『城カストラ』の真の主で、全ての戦器オニクスの真の管理者がお前なんだよ。ある意味で、お前こそクランテリオンの王であると言えるな」

　拓也の顔がかすかに歪ゆがんだ。礼菜は慌あわてて二人の間に割って入った。

「……でも、拓たくちゃんはここを出て行ったんでしょ？　あんたたちの敵に回ったってことじゃん」

「この男の意志で出て行ったわけではないよ。テリオンの中にも、人間に協力する愚おろか者がいると言っただろう？　彼はそんなテリオンに誘ゆう拐かいされて、その後で『方舟アルカ』の元に渡っただけだ……以前、『方舟アルカ』の連れん中ちゆうはテリオンの子供を誘拐することなど、なんとも思っていなかった。お前だってそういう子供の一人だっただろう、イレーナ」

「あ……」

　礼菜はなにも言い返せなかった。幼い頃の彼女は「方舟アルカ」の施設をたらい回しにされていたからだ。

　ルスランは礼菜の手から繭まゆを取り上げて、拓也の目の前に突きつけた。

「アルカミレス。お前は人間ではないよ……ここはお前の本当にいるべき世界ではないのかもしれない。それでも人間の世界を守るために、ぼくに抗あらがうつもりか？」

　拓也の目には動どう揺ようの色がある。礼菜は自分がテリオンだと知った時のことを思い出した。痛いほど拓也の気持ちが分かった。今は誰の言葉もまともに聞けなくなっているはずだ。

「俺……」

　拓也の視線が倒れている日ひ向な子この方へゆっくりと動き、そこで止まった。

「自分が誰だとか……そういうのは関係ない。自分の周りにいる人たちのために戦ってるんだ」

「拓ちゃん……」

　思わず礼菜はつぶやいた。こんな状況でも拓也は自分を見失っていない。ただ、それが自分ではなく日向子がもたらした強さだと思うと、かすかに胸がうずいた。

　一いつ瞬しゆん、ルスランの顔から表情が抜け落ちたような気がした。

「……そうか」

　いきなり屈くつ託たくなく彼は笑いかける。めまぐるしい表情の動きに、なぜか礼菜は寒さむ気けがした。

「だったら、ぼくと戦ってみるかい？　血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

「え？」

「公平な条件で雌し雄ゆうを決するのも悪くないだろう……ぼくたちが一対たい一で戦って、お前がぼくに勝てば『聖婚ヒエロス・ガモス』は絶対に起こらない。ぼくが勝てば儀ぎ式しきに立ち会ってもらう……」

「もし、俺が負けても儀ぎ式しきには立ち会わないって言い出したらどうするんだ？」

「その場合は不ふ本ほん意いだけど……」

　ルスランは倒れている日ひ向な子こに視線を向けた。拓たく也やの顔がさっと青ざめた。どうやら日向子を人ひと質じちにするつもりらしい。

　その時「爪そう牙がの間ま」の扉とびらが静かに開く。入り口に数人のテリオンを従えたバレットが立っていた。

「ルスラン様」

　と、バレットは言った。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』の支度したくが整いました」

「そうか、ご苦く労ろう様さま」

　ルスランは答えを促うながすように拓也を振り返る。彼は両方の拳こぶしを震えるほど強く握りしめていた。ふと、礼れ菜なはかすかな声を耳にする。いつのまにか日向子が目を覚まし、首を振りながら拓也に向かってなにか話しかけようとしている。しかし、彼は日向子を見ていなかった。

「……分かった」

　拓也は目を閉じて言った。

「お前と勝負する」

　ルスランの口元に満足げな笑えみが広がった。同時に日向子は力尽つきたように床に顔を伏せてしまった。その彼女の体を屈くつ強きような熊くまの肉体を持つテリオンが担かつぎ上げた。縛しばられている礼菜の腕も獣けものの手がしっかりと摑つかんだ。

「どこへ連れて行くつもりなんだ？」

　拓也はルスランに尋たずねた。

「屋上だよ」

　と、ルスランは答えた。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』はそこで行われる」
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　階段から顔を出した途と端たん、強い風が吹きつけてくる。正面にある灰色の金属で造られた四し角かく錐すいの前で、レディ・バレットが待っていた。

　あたりを見回すと、思い思いの戦器オニクスで武装した何百人ものテリオンが屋上にいる。半分ほどのテリオンは人間のままで変へん身しんしていない。次に目立つのは体たい毛もうで覆おおわれた獣の姿を持つテリオンで、その次に爬は虫ちゆう類るいと両りよう生せい類るいが続く。これほどのテリオンを一度に見るのはもちろん初めてだった。

（いつのまにここへ集まったんだ？）

　ふと、頭上を黒いコインのような形をした円えん盤ばんがテリオンを乗せて横切っていくのが見えた。どうやら、「城カストラ」のどこかに発着場のようなものがあり、そこから彼らを運んできているらしい。

「まっすぐ進むんだ」

　ルスランが背後から促うながした。拓たく也やは屋上へと姿を現す。一いつ斉せいに憎ぞう悪おや侮ぶ蔑べつの入り混ざった視線を投げつけられる。改めてここではアルカミレスは敵なのだと実感した。不意に拓也のシャツの袖そでが摑つかまれた。背後に礼れ菜なが付いてきている。拓也は拳こぶしをほどいて、彼女の手を直接引ひいて歩き出した。

　二人は金属製せいのピラミッドの前で立ち止まった。バレットが二人に無言で一礼する。壁面には拓也たちの金色の戦器オニクス──イグニス・アウルムとミセリア・フォルテスが立てかけてある。

「これが『聖婚ヒエロス・ガモス』だよ」

　背後から近づいて来ていたルスランが、拓也たちに向かって言った。「聖婚ヒエロス・ガモス」とは儀ぎ式しきだけではなく、このピラミッド型の物体の名前でもあるらしい。

「……どうぞ。お取り下さい」

　レディ・バレットが脇へ退のいて二人の戦器オニクスを示した。礼菜は目を丸くする。

「あたしの銃まで返してくれるの？」

「これはイレーナ様のものでございますので」

　それから、小さな声で付け加える。

「……それに、弾だん丸がんは入っておりません」

　礼菜は戦器オニクスの力でも腕だけしか変へん身しんしない。いくらミセリア・フォルテスの使い手とはいえ、大した危険性はないと判断したのだろう。それでも、礼菜は困ったように拓也の方を振り向いた。

「……とりあえず、取っとけよ」

　空の銃でもないよりはましだ。礼菜はうなずいて金色のリボルバーを拾い上げた。その次に拓也が大剣クレイモアを手に取ると、テリオンたちの間にざわめきが広がった。同じテリオンである礼菜よりも、アルカミレスである拓也に戦器オニクスを返すことが不満らしい。一いつ瞬しゆん、「決けつ闘とう」の申し合わせを無視して、ここで思う存ぞん分ぶん暴れたらどうなるだろうと思った。

　いつのまにかバレットがニュメン・ルメンの銃じゆう口こうを拓也の胸に向けている。なにかおかしな真ま似ねをしたら撃うつつもりなのだ。金色の戦器オニクスを持つテリオンと、数百もの武ぶ装そうしたテリオンと同時に戦えるはずがない。拓也は鞘さやを少しだけ滑らせて、イグニス・アウルムの刀とう身しんを確認する。特におかしな細さい工くをされている様よう子すはなかった。

　剣を収めてから、拓也は改めて灰色の四し角かく錐すいを眺ながめた。ちょうど彼の目め線せんのあたりに、例の「一いち一いち」の数字に似た記号が溝みぞのように深く刻みこまれている。この記号もこれから行われる「儀式」になにか関係があるのかもしれない。

（本当に「決闘」をやるつもりなのか……？）

　拓たく也やはまだ戦っていいのかという迷いがあった。自分たちにとって不利な条件だからではない。気になっているのは有利すぎることだった。拓也の側はルスランと戦うことに意味はあるが、ルスランの側に拓也と戦う意味はない。

　なぜ、圧倒的に有利な側があえて決けつ闘とうを提案したのだろう。

　背後で荷物を下ろす音が聞こえて、拓也は振り返った──敷しき石いしの上に日ひ向な子こが横たえられていた。彼女を運んできた獣けもののテリオンは、仕事が済んだと言わんばかりに他のテリオンたちの中に入っていった。

　拓也と礼れ菜なは日向子のそばにしゃがみこんだ。

「日向子……」

　彼女の熱は相変わらずだった。急に風の強いところへ出たせいか、体が小こ刻きざみに震えている。

「日向子のこと、見ててくれよ」

　拓也は礼菜に小声で言った。

「うん。分かってる」

　ルスランが階段の方からゆったりとした足取りで近づいてくる。すでに鞘さやからアストラ・カストラを抜きはなっていた。

「そろそろ始めようか、アルカミレス」

　澄すんだ声が響ひびく。拓也はうなずいて立ち上がろうとする。ルスランを倒す以外に、「聖婚ヒエロス・ガモス」を止める方法はない。それだけははっきりしていた。

「……拓也」

　日向子のか細い声に拓也の動きが止まった。彼女はなにか言いたげに見上げている。慌あわてて彼女の体を抱き上げて、口元に耳を寄せた。

「これは、罠わなよ」

　彼女は苦しげな息の下で言った。

「え？」

「多分、ただの決闘なんかじゃ……」

「決闘を始めないのか？」

　目の前に二本の足が見える。笑えみをたたえたルスランが拓也たちを見下ろしていた。

　拓也の胸のうちに、いくつかの疑ぎ念ねんが暗あん雲うんのように広がり始めた。どうしてさっきの「爪そう牙がの間ま」で戦わずにこの屋上を選んだのだろう。そもそも日向子をここへ連れてきた理由も分からない。さっきの約束を破った時の保険なら、むしろ彼の目の届かないところで監かん禁きんしておいた方がいいはずだ。

（……なにかおかしい）

　拓也はあたりのテリオンを見回して、なにかの兆ちよう候こうを探そうとする。

「目付きが変わったよ、アルカミレス」

　ルスランはからかうように言った。

「ぼくと戦わないつもりか？」

　拓たく也やは沈ちん黙もくを守る。とにかくもう少し粘ねばって状況を見み極きわめた方が良さそうだ。

「……それなら、ぼくと戦わざるを得ないようにするまでだ」

　ルスランは剣けん先さきを下に向けたままで、アストラ・カストラを振り上げた。

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られてから、拓也は相手がなにをしようとしているのか気付いた。ルスランは拓也の驚きよう愕がくを楽しむように微笑ほほえみながら、戦器オニクスの刃やいばを振り下ろした。日ひ向な子この腹部にアストラ・カストラのまばゆい刃が深々と突き刺さる。

　刃を抜いた瞬しゆん間かん、赤いものが彼女の体からどっと溢あふれた。

　白い服に広がっていく赤に手を触れる。生なま温あたたかくぬるりとしたものの中に彼の手が沈んだ。あれほど熱かった彼女の体が、あっという間に冷たくなっていく。明らかな致ち命めい傷しようだと悟さとった瞬しゆん間かん、血の色を除く全ての色彩が彼の視し界かいから消えた。

　全身が心しん臓ぞうと化したかのように脈みやく動どうする。ずきりと頭に痛みが走り、ものを考えることが難しくなった。顔を上げると、大剣クレイモアを持つ灰色の男が彼を見下ろしていた。体の奥からざわざわと凶きよう暴ぼうな力が湧わき上がってくる。
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　拓たく也やは自分の剣の柄つかを握った。この男には体のどこにも赤い部分はない。それが気にくわなかった。この男を、いや、動くもの全てを赤く塗りつぶしてやる。塗りつぶされて動かなくなった彼女のように。

　[image: じゅそ]じゆそのように彼はつぶやいた。




「……反転リトウルネ」




　日ひ向な子この傍かたわらで呆ぼう然ぜんとしていた礼れ菜なは、拓也の声に気付いて顔を上げた。

（え……？）

　赤い鎧よろいを身にまとったアルカミレスがすぐそばに立っていた。しかし本当に拓也なのか、何度も見直さなくてはならなかった。普段とは外殻クラスタの形がまったく違う。ねじくれたような突とつ起きがあちこちから無む秩ちつ序じよに伸び、かすかな音を立てながら脈みやく打うっていた。

「これはすごい……予よ想そう以上だな」

　ルスランはなおも余よ裕ゆうを崩さなかった。アストラ・カストラを握りしめた彼の半身は、あっという間に狼おおかみのそれへと変化していった。

　突然、赤のアルカミレスは口を開けて咆ほう吼こうした。礼菜は耳を覆おおいたくなった。かろうじて音だということが分かるだけで、この地上のどんな生物の鳴き声にも似ていなかった。ルスランはちらりと日向子の体を見下ろした。

「こんなところにあっては少々邪じや魔まだな」

　彼女の首くび筋すじを摑つかみ、軽々と遠くへ放り投げた。まるで自分がそうされたかのように、礼菜の口から悲鳴が上がった。ほとんど同時に拓也はイグニス・アウルムでルスランに斬きりかかっていく。ルスランは攻撃を受けながら巧たくみに背後に後退していった。

　テリオンたちは拓也たちの戦いに気を取られて、礼菜の方など誰も見ていなかった。彼女はテリオンたちの間をすり抜けて日向子の落ちたあたりへ走っていった。彼女は何十メートルも離れた敷しき石いしの上に、仰あお向むけになって倒れていた。もはや痙けい攣れんすらしていない。うつろに開いた目はもうなにも見ていなかった。頰ほおに触れると最後のぬくもりが消えていくところだった。

　はるか向こうでは戦いに身を投じている拓也がいる。彼が攻撃しているのはルスランだけではない。周囲の動く者全てを斬きり伏せようとしていた。あのクロノクレイドルで出会った時と同じように。

「あ……」

　日向子の動かない体の上に顔を伏せる。礼菜が「城カストラ」へ来たのは、日向子を助けるためだった。そして、あんな風ふうに戦いに狂った拓也の姿を見たくなかったからだ。

（ごめん……あたし……なんにも、出来なかった……）

　彼女は目を閉じた。




　アルカミレスはルスランの姿を求めて走り続けている。他の全てのものはただの障しよう害がい物ぶつに過ぎないようだった。ルスランは巧たくみに他のテリオンたちの間を動き回っている。

　唐とう突とつに始まった戦いに、見ていたテリオンたちも巻きこまれていった。血刃の王ロワ・デ・ルジエは誰であろうとお構いなしに周囲のものを斬きり伏せていく。

　アルカミレスの外殻クラスタは攻撃のたびに最適な姿に形を変え、刀とう身しんの速度や強さを増幅させている。敵の攻撃が当たりそうになると、その部分に外殻クラスタが集まって防御する。外殻クラスタそのものが意い思しを持っているかのようだった。

　ルスランは同どう胞ほうという「盾たて」を利用しながら、「聖婚ヒエロス・ガモス」の鎮ちん座ざする中心部へと戻ろうとしている。

　数十人ものテリオンたちがアルカミレスを取り囲みつつあった。しかし次の瞬しゆん間かん、一ひと際きわ高い叫び声が上がると同時に、彼を中心に幾いく筋すじもの白い光の刃やいばが四し方ほうに放たれた。

（『斬刹リネア・レクタ』か）

　その刃はどれほど放出されても途と切ぎれることはなかった。切断されたテリオンたちの首や手足が次々と飛び散っていく。既すでにアルカミレスの周囲には何十もの死体が転がっていた。「城カストラ」の屋上は彼らの血で赤く染め直されつつあった。

　不意にルスランの鼻先に白い光の刃が飛んでくる。彼はアストラ・カストラを握りしめて大きく振る。

「『斬刹リネア・レクタ』」

　相そう殺さいするためにルスランも同じ技を使う──空中で激げき突とつした二つの刃が音を立てて弾はじけた。

「ルスラン様」

　レディ・バレットが空中から声をかけてきた。主あるじが万まんが一いち戦いで傷つくことがないか、心配しているのだろう。加か勢せいしたがっているのは分かっていたが、ルスランは首を縦たてに振らなかった。拓たく也やのこの程度の攻撃は織り込み済みだ。それにここまでの強さの敵と相あい対たいする機会は滅めつ多たにない。

　突然、目の前にアルカミレスが出現して斬りかかってくる。

　ルスランは口元に笑えみを浮かべた。




　ルスランの笑みを目にした時、戦い始めてから眠っていた彼の心の一部が目覚めた。

（……戦ってる？）

　周囲の世界は赤く染まっている。最初は時とき折おり見る悪あく夢むの一部かと思った。

　拓也の体はルスランに向かって斬りかかっていった。ルスランの顔の皮ひ膚ふをざくりと切り裂いたが、それでも彼は笑っていた。自分の生死などどうでもよいことのようだった。

　拓也の口からもいつの間にか声が洩もれている。どうやら彼も笑っているらしい。

　彼らの周囲には沢たく山さんのテリオンの死体が転がっている。いくつもの死んだ目が彼らの戦いを冷たく見守っていた。

（血に飢うえた穢けがれた怪かい物ぶつ）

　グロスマンにそう言われたことを思い出して、拓たく也やは戦せん慄りつした。

（違う……俺は……）

　確かにルスランを憎にくんでいる。しかし、今は日ひ向な子この元に戻りたかった。ひょっとするとまだ息があるかもしれない。しかし、アルカミレスの斬ざん撃げきはますます鋭さを増して、ルスランを追い詰めつつあった。

（日向子……）

　人じん狼ろうは横の斬撃を避けざまに、バランスを崩して膝ひざを突いた。わずかに生じた隙すきに、アルカミレスは突きの体勢で突進していく。拓也は不ふ吉きつな予感がした。こんな攻撃をしてはならない。彼は必死に攻撃が止まるよう念ねんじた。

　わずかながら突きのスピードは弱まったが、結局止とめることなど出来なかった。ルスランは最小限の動きで体を傾け、アストラ・カストラの鍔つばの部分で剣けん先さきを背後に受け流した。かちり、という金属性の手て応ごたえが拓也の両手に伝わってきた。

（えっ）

　空中に縫ぬいつけられたかのようにイグニス・アウルムは動かなくなった。彼の両手も戦器オニクスに張りついたまま離れない。赤く染まった視し界かいがいつもの姿を取り戻した時、拓也はようやくそこになにがあるか気付いた。

　大剣クレイモアの切きっ先さきは「聖婚ヒエロス・ガモス」に突き刺さっている。いや、正確にはあの壁面に刻まれていた記号に食いこんでいた。それは大剣クレイモアの刃やいばにぴったりの大きさと形だった。剣を突き刺したことで、壁面の灰色の金属はわずかながら光を帯び始めていた。

　拓也はようやく気付く──これは記号などではなかった。

「これは鍵かぎ穴あななんだ。アルカミレス」

　ルスランは諭さとすように言った。ルスランは大きく剣を振ると、イグニス・アウルムが刺さっている隣となりの穴に自らのアストラ・カストラを突き刺した。その途と端たん、聖婚ヒエロス・ガモスの光がさらに強さを増した。拓也たちの戦器オニクスの放つ光の色とそっくりだった。

「二本の金色の大剣クレイモアと、二人の使い手が『聖婚ヒエロス・ガモス』を起き動どうさせる鍵となる」

　拓也の目の前が真まっ暗くらになった。なにもかも最初から仕組まれていたのだ。決けつ闘とうを申しこんだのも、日向子を刺して逆ぎやく上じようさせたのも、拓也に「聖婚ヒエロス・ガモス」を起動させるための策さく略りやくだった。

「お前のおかげで、この世界にも新しい朝が来るよ」

　ルスランは白い歯を見せて笑った。

「……覆くつがえされた宝石のような朝が」

　その瞬しゆん間かん、「聖婚ヒエロス・ガモス」の光が耐えがたいほどに激しくなった。「城カストラ」全体が震え、目に見えない巨大なものが動き出した。拓たく也やの視し界かいにある全てのものが、凶きよう暴ぼうな光の中に溶けていく。

「聖婚ヒエロス・ガモス」の始まりだった。




　　　　４




　東とう堂どう家けのダイニングにいた友とも典のりは、体を震わせながら顔を上げる。彼はテーブルの前に一人で座っていた。相変わらず家の中はしんと静まり返っている。なぜかどこからか大きな物音が聞こえた気がした。

　部屋の隅すみのテレビは点つけっぱなしだったが、さっき考え事に邪じや魔まだったので音を消していた。テレビに映し出されているのはワイドショーで、ちょうどテリオン関連のニュースが終わったところらしい。ＣＭの後は最近人にん気きの東京激げき安やすランチの店みせ特集、という不ふ謹きん慎しんなぐらい能のう天てん気きなテロップが流れていた。

（……気のせいかな）

　大きな窓からはカーテン越しに午後の陽ひ射ざしが降り注そそいでくる。なんの変へん哲てつもない秋の一日だった。

　東堂家の母おも屋やは診しん療りよう所じよと同じ敷しき地ちの中にある。もともとは友典の祖そ父ふの建てた二階建ての古い家で、今は世せ津つ子こと友典と毬まり子こが暮らしていた。

（無事に帰ってくるかな、みんな）

　亨きよう司じや毬子も今は「城カストラ」にいるはずだ。仕方のない話だったが、本当に自じ分ぶん一人が取り残されたような気がする。こんな風ふうにただ待っているだけで本当にいいんだろうか、と思っていた。

　狭い庭に面したカーテンと窓を開けた。ちょっとした換気のつもりだったが、ふと母屋の反対側──診療所に面した商店街の通りから、ざわざわと大おお勢ぜいの人の声が聞こえることに気付いた。なにか騒ぎが起こっているらしい。

　なにか起こったのかもしれない。友典は窓を閉めて、テレビを消そうとリモコンを取り上げた。外の様よう子すを見てくるつもりだった。

　電源ボタンに人差し指を乗せたまま、ふと友典はテレビの画面に見入った。人気ランチの店の前から中継するというコーナーが始まっていて、長ちよう蛇だの列を背景に女性のレポーターが笑顔でなにか喋しやべっている。

　もちろん特集に興味があったわけではなかった。レポーターに降り注いでいる陽射しが妙みように強すぎる。太陽とは別のところから降ってきているようにも見える。

　突然、レポーターが苦しげに顔を歪ゆがめ、胸を押さえながらうずくまる。動どう揺ようしているのか、カメラが上下に激しく揺れている。放送事じ故こかな、と首を傾かしげていると、レポーターが顔を上げた。

「あっ」

　彼女の顔は今までと一いつ変ぺんしていた。黒っぽいうろこが顔に張り付き、尖とがった顎あごからは牙きばがのぞいている。爬は虫ちゆう類るいというよりは恐きよう竜りゆうと言った方がいい。拓たく也やたちから聞いたグロスマンの風ふう貌ぼうによく似ていた。

「……テリオン」

　行列の中にいた人々にも異い変へんが生じていた。画面の中で次々と人々が倒れ、体を押さえて苦しみ出したのだ。肉体の一部が隆りゆう起きし、体たい毛もうが体を覆おおい、長い尻尾しつぽが生はえている。

「どうなってんだ、一体……」

　不意にカメラが大きく動いて空が映し出された。黒い星のようなものがビルの向こうに浮かんでいる。さっき一いつ瞬しゆん映うつったのはこれだったらしい。

　友とも典のりは直ちよつ観かんした。これがクランテリオンの拠きよ点てん「城カストラ」だ。大きな黒い半はん球きゆうの形をしているという話だったが、今はその縁ふちが大きな白い光の輪で囲まれている。それもその輪はゆっくりと広がりつつあった。

　さっきよりも外からの話し声は大きくなっていた。はっと気付いて友典は慌あわてて母おも屋やの玄げん関かんから外へ出る。診しん療りよう所じよの待まち合あい室を通り抜けて、商店街へ通じるドアを開けた。その途と端たん、ドアのすぐそばに立っていた女性にぶつかりそうになった。

「あら、友典」

　そこにいたのは叔お母ばの世せ津つ子こだった。篠しの宮みや家けから帰ってきたところらしい。商店街の道路では、大おお勢ぜいの人々が立ち止まって、不安げに東の方角の空を眺ながめている。今テレビに映っていた光の輪が遠くに見える。その輪は少しずつ大きくなっていた。いつかはこの古こ滝たき市にも届くかもしれない。

「なにかしら、あれ」

　と、世津子が言った。友典にももちろん分からない。拓也たちはあの輪の中心にいるはずだ。一体、あそこでなにが起こっているのか、心配でならなかった。

「榛はる名なさん……」

　それでも、真まっ先さきに口にしたのは彼女の名前だった。




　誰かに名前を呼ばれた気がして、毬まり子こは目を開けた。

　途と端たんに強い光が目を射いた。やがて目が慣れてくると、彼女はがれきの山の中から上半身だけを出していた。ほとんど生き埋めの状態だったはずだが、誰かが掘り出してくれたらしい。

「大丈夫かい？」

　上から覗のぞきこんでいるのは亨きよう司じだった。彼も同じように下した敷じきになっていたらしく、服のあちこちが破れて血が滲にじんでいる。メガネがないせいか、顔つきも普段と違って見えた。

「……平気よ」

「じゃあ、もう少し我が慢まんしてくれよ」

　いきなり腕を摑つかまれて、がれきの山から全身が引きずり出される。

「う……」

　背中の痛みに思わず顔をしかめた。しかし、それで彼女は自由の身になった。真っ先に確かめたのは背中の傷だった。グロスマンに切り裂かれはしたが、出血はもうほとんどしていない。彼女はよろけながら立ち上がった。二本の足で立つと思ったよりも体が動く。

「拓たく也やたちがどうなったか知ってるか？」

「ルスランとバレットが上へ連れて行ったわ」

　毬まり子こは物もの憂うげに頭上を指さした。天てん井じようを覆おおっていた金属はかなり広い範はん囲いで崩れ落ちていたが、中心に開いた穴はまだ残っている。

「グロスマンを倒したのは誰なんだ？」

「……ルスランよ」

　毬子の足元に老人の首が転がっている。あれほど憎にくかった敵だというのに、死んでしまった今はなんの感かん慨がいも湧わかない。死ぬ前のグロスマンの怯おびえたさまが頭に焼き付いている。自分の地位に固こ執しつするつまらない老人にしか見えなかった。憎むに値する相手だったのか、今となってはよく分からない。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』を始めるって言っていたわ」

　亨きよう司じはちっと舌した打うちをした。

「かなり上の方から妙みような音が聞こえてくるんだけど。機械みたいな……心当たりないか？」

「……上？」

　天井を見上げた毬子は首を傾かしげた。確かに羽は音おとのような振動が上から伝わってくる。

「……こんな音を出すような機械はないはずだけど」

「ここの動力源げんってわけでもないのか？」

「『城カストラ』の動力炉ろはこの部屋の真ま下したにしかないわ。それで『城カストラ』に必要なエネルギーを全て生み出してる……でも、こんな音は立てないわね」

　嫌な予感がする。ひょっとすると、「聖婚ヒエロス・ガモス」と関係があるのかもしれない。重要な儀ぎ式しきが行われるとしたら、おそらく屋上だろう。儀式の時とき以外、一般のテリオンの立ち入りは禁止されているほどだ。

「わたしの戦器オニクスはどこかに落ちていなかった？」

　亨司は崩れた柱の上に置いてあったクレスケンスを毬子に手渡した。礼れ菜なたちを助けなければならない。彼女たちには地上で待っている人がいる。

　自分はともかくとして、彼女たちは地上に帰してやりたかった。グロスマンへの憎しみがなくなった後に、そんな甘い感情が残ったことに我ながら驚きだった。

（……友とも典のり）

　ひょっとすると彼のおかげかもしれない。

「お前はどうするの？」

「拓たく也やたちを助けに行くんだったら、ぼくも行くよ」

　と、亨きよう司じは言った。

「ぼくは彼らのバックアップだからね。こういう時にこそ働かないと」
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　拓也はゆっくりと目を開けた。わずかな時間気き絶ぜつしてしまったのかもしれない。彼は反転リトウルネの解けた状態で、「聖婚ヒエロス・ガモス」の前にうずくまっている。イグニス・アウルムの突き刺さった壁面は光を放ちながら振動している──動き始めていた。

（……くそっ）

　自分の愚おろかさが情なさけなかった。どうしてもっと慎しん重ちようにならなかったのだろう。ルスランの提案などに乗ったおかげでこのざまだ。日ひ向な子こも警けい告こくしてくれたのに──。

「日向子……」

　拓也は歯を食いしばった。深ふか手でを負った彼女がどうなったのか、想像するだけで頭がおかしくなりそうだった。とにかく彼女のところへ行かなければ。彼はよろめきながら立ち上がる。相変わらず反転の後は体がうまく動かない。

　周囲を見回そうとするだけでバランスを崩して倒れそうだった。ふと周囲の視線を感じて顔を上げると、テリオンたちが憎ぞう悪おに満ちた目で遠とお巻まきに自分を見つめていた。あたり一面にテリオンたちの無む惨ざんな死体が転がっている。

　彼はさっき自分がなにをやったのか思い出した──殺さつ戮りくだ。反転リトウルネが解けた後も、拓也が再び襲おそいかかってこないか窺うかがっていたのだろう。拓也の状態に安心したのか、彼らのうちの数名が少しずつ距離を詰めてきていた。

　拓也はイグニス・アウルムを壁面から引き抜く。今度は拍子抜ぬけするほどあっさりと彼の手に戻ったが、すぐに地面に取り落としそうになる。柄つかを握ることさえ難しい有あり様さまだった。周囲のテリオンたちの口元から勝ち誇った笑えみがこぼれた。

　突然、テリオンたちが足を止めた。続いて拓也の腕が誰かの肩に回される。礼れ菜なの顔がすぐ目の前にあった。頰ほおに泣いたような跡が残っている。彼女は拓也を支えたまま、少し早足で歩き始めた。テリオンたちは襲ってこようとしない。

　礼菜のもう一方の手には、ミセリア・フォルテスがこれ見よがしに握られている。金色の戦器オニクスの使い手だということが彼らを警けい戒かいさせているのだ。銃には弾たまが入っていないはずだが、テリオンたちは知らないようだった。

「……日向子は？」

「あっちにいる」

　礼れ菜なは拓たく也やを屋上の縁へりの方へ連れていった。縁の外側に光の帯が出現しているのが見える。その光は徐じよ々じよに大きくなりつつある。この「城カストラ」は光の海に浮かぶ島のようだった。中心部から離れると、近くにテリオンの姿はほとんどない。

　縁と中心部のちょうど真まん中なかあたりの場所に、白い服を着た少女が横たわっていることに気付く。彼女はぴくりとも動いていなかった。体の周りには彼女の流した血が大きく広がっている。拓也の膝ひざががくりと萎なえそうになった。もう彼女の命は──。

「あのね、拓たくちゃんに話したいことがあるんだけど……」

　礼菜がそう言い掛けた時、

「ついに『聖婚ヒエロス・ガモス』が始まった」

　背後からルスランの声が聞こえてきた。拓也は思わず立ち止まって振り返った。ルスランは屋上の中心に近い階段の手前に立っている。テリオンたちは彼の前に集まって、彼の話に耳を傾けていた。

「これでぼくたちは、新しい世界を迎えることになる」

　拓也はイグニス・アウルムの柄つかをぎゅっと握りしめた。体の自由が利けば、あのテリオンを八やつ裂ざきにしてやりたかった。

「今、地上では人間がテリオンに変わりつつある……覆くつがえされた宝石のようにね。この『聖婚ヒエロス・ガモス』はもういかなることがあろうとも絶対に止まらない」

「……拓ちゃん」

　礼菜が拓也の背中に手を添えて促うながした。拓也は惨みじめな気持ちで背を向けて歩き出す。さっき怒りの感情をルスランに利用されたばかりだ。

「この『城カストラ』から広がっている光の輪は、やがて世界中を覆おおいつくすだろう。そうなれば、人間の半はん分ぶん以上がテリオンに変わる……おそらく大だい規模なテリオンによる人間の殺さつ戮りくが始まる。そうすれば、世界はテリオンだけになるはずだ」

　淡たん々たんとルスランは語り続ける。拓也はうつむいて歩き続けた。本当に人間の世界は終わってしまうかもしれない。しかし、それを拓也が目にすることはなさそうだ。「聖婚ヒエロス・ガモス」が始まった今、彼はもう用よう済ずみだった。

　ルスランの剣で斬きられるか、バレットの弾だん丸がんで消されるか、数百人のテリオンに八つ裂きにされるか──とにかく、ここで殺されることだけははっきりしている。彼らに立ち向かう力は、もう残っていなかった。すぐに日ひ向な子この後を追うことになるだろう。

「……そうなれば、次はここにある戦器オニクスをめぐってテリオン同士での戦いが始まるだろう。力と戦いを求めるのはテリオンの本質だ。戦器オニクスを管理し、戒かい律りつによって行動を戒いましめるクランテリオンのような組織は必要とされるだろう。でなければ、より大きな混乱が起こる……」

　ルスランのおぞましい話がどこまでも追ってくる。耳を塞ふさぐ気力もなかった。

「礼菜、俺がやられたら、ルスランに命いのち乞ごいしろ」

　拓たく也やは前を向いたまま言った。礼れ菜なが息を吞むのが分かる。

「な、なに言ってんの拓たくちゃん。なんであたしがあんな奴やつに」

「連れん中ちゆうもお前までは殺したがってないはずだ……俺や日ひ向な子こと違って、グロスマン以外のテリオンとも戦ってない。もともと殺す理由がないんだ」

　特にレディ・バレットはルスランと同等の敬けい意いを礼菜にも払っている。形だけとはいえ、銃を返したのもその表れだろう。命いのち乞ごいをすれば彼女が口くち添ぞえしてくれる気がした。

「あたしやだ」

「嫌なのは分かってる。でも」

「じゃあ、もうやめて……」

　礼菜の声は弱々しくなっていく。彼女は白いうなじを晒さらしてうつむいた。

「こんなとこにあたしを一人にしないでよ……」

　拓也は唇くちびるを嚙かむ。自分たちの巻き添えで礼菜が死ぬのは耐えられなかった。

「でも、礼菜……」

「……だから、今日限かぎりでここにいるクランテリオンの者には死んでもらう」

　突然、ルスランの言葉が耳に飛びこんできた。拓也たちは思わず顔を見合わせる。聞き違いでなければ、死んでもらう、と確かに言っていた。

「なに、今の……？」

　二人はルスランの方を振り返る。驚いたのは拓也たちだけではないらしい。テリオンたちも動どう揺ようしていた。

「ぼくはお前たちテリオンの命などどうでもいい。お前たちは人間と同じように、この世界を喧けん噪そうに陥おとしいれる騒そう音おんでしかない。世界はもっと静かになるべきだ。ぼくはずっとそう思ってきた……テリオンも、人間も消えるべきなんだ」

　ふと、拓也はルスランが今立っている場所に気付いてぎょっとした──階段のすぐ手前だ。

　あの階段以い外がいに、ここからの出口はない。

「この世界は『聖婚ヒエロス・ガモス』をきっかけに覆くつがえる……ぼくはその果てにあるものを見たい。生きる者とていない、静かで穏おだやかな世界……新しい神の生まれる世界。ぼくはそのための扉とびらを叩たたく者になるんだ」

　そして、彼はぐるりと屋上を見回した。

「お前たちはもう誰も逃げられない」

　ルスランのアストラ・カストラに光が集まり始めている。「斬刹リネア・レクタ」に似ているが、集まっている光の量がまるで違う。すぐにルスランの全身を包みこむ半はん球きゆうへと成長していく。

　拓也は体の疲労も忘れ、礼菜の手を引いて日向子のいる方へ歩き出した。少しでもルスランから距離を取るつもりだった──それでも、逃れられるとは思えなかったが。

「なんなの、あれ」

「ここで『災さい厄やく』を起こそうとしてる」

「なんでそんなことすんの？」

「今いま言ってただろ……あいつの望みは人間もテリオンも滅ほろぼすことなんだよ」

「災厄」を起こした時、テリオンも人間も関係なく殺したのはそのせいだったのだ。人間にもテリオンにもなんの思い入れもない。そんな相手に命いのち乞ごいを真剣に考えていた自分が情なさけなかった。肉親の情じようが存在するかどうかも分かったものではない。

　その時、屋上の円周の外に広がっている光の下から、黒い円えん盤ばんが浮上してきた。さっきテリオンたちをこの屋上へ運ぶのに使っていた乗り物だった。その上にぼろぼろの黒いマントを羽は織おった少女が乗っている──榛はる名な毬まり子こだった。

「助けに来たわよ」

　と、彼女は空の上から言った。

「今、そこへ降りるから……」

　その途と端たん、空からまっすぐに降ってきた白い光こう球きゆうが円盤の中心を貫つらぬいた。円盤はばらばらに壊れ、毬子は地面に落ちてきた。小こ間ま使づかいの服を着た女が、翼つばさを上下させながら空中に静せい止ししている──レディ・バレットだ。

（飛んで逃げようとしたら、バレットに撃うたれるんだ）

「毬子！」

　礼れ菜なは彼女の方へ駆け寄っていく。ルスランの方を振り向くと、爆発の時を待つように光はさらに強くなっていた。

「……助けに来たわよ」

　毬子は敷しき石いしの上に大だいの字じに倒れている。どうやら、ここに来る前から怪け我がを負っていたらしい。

「ああ、ありがとな」

　彼女は倒れている日ひ向な子この姿に気付いた。

「久く慈じ日向子はどうしたの？」

「ルスランにやられた」

「そう……」

　既すでに「城カストラ」の屋上は大だい混乱に陥おちいっていた。闇やみ雲くもに逃げ回る者、強ごう引いんに縁へりから飛び降りようとする者、ルスランのいる光球に自ら飛びこむ者。もはやここから逃げる方法などないことを、全員が理解しつつあった。

　拓たく也やは絶望的な気分だった。もう逃げることは出来ない。しかし、せめて目の前にいる礼菜と毬子だけでも助けたかった。自分の目の前でこれ以上仲なか間まの命が失われるのは見たくない。なんでもいい。なにか方法があれば──。

　ふと、拓也は横たわっている日向子を振り返った。

「あっ」

　水すい漣れんと戦った時のことが頭に蘇よみがえった。拓たく也やは毬まり子この体を引きずっていき、日ひ向な子このなるべく近くに並べる。ルスランから見て彼女たちの盾たてになるように立ちはだかった。

「お前も俺の後ろに隠かくれろ」

　と、礼れ菜なに向かって言った。

「ど、どうすんの……？」

「『災さい厄やく』がここまで来たら、俺が戦器オニクスで斬きる」

「……む、むちゃくちゃだよそんなの！」

　拓也は首を横に振った。

「火か凜りんと水漣ってテリオンと戦った時、あの手の攻撃を斬って凌しのぐ方法を日向子から教わった。理り屈くつでは出来る」

　さっきルスランは拓也の「斬刹リネア・レクタ」を同じ技で相そう殺さいしていた。「災厄」も同じ系けい統とうの技だとすると、似たようなことが出来るはずだ。もちろん、「災厄」そのものをぶつける必要はない。自分たちの目の前に来る部分だけに穴を開ければいいのだ。

　彼はイグニス・アウルムを構える。問題はタイミングだった──さっき反転リトウルネしたばかりだから、外殻クラスタを身にまとえる時間はごくわずかだった。最適のタイミングで反転リトウルネし、「斬刹リネア・レクタ」を放たなければならない。水漣と戦った時は日向子が助言をくれたが、今はそれも望めない。

　ルスランの周囲に集まっていた光の性質が変わった。白く輝くドームがルスランを中心に広がり始める。

（……来た）

　一いつ瞬しゆん、足がすくんだが、どうにか理り性せいを取り戻した。




「反転リトウルネ」




　外殻クラスタの定着を待ちながら、彼は戦器オニクスを上段に振りかぶる。彼の刀とう身しんにも光が集まってくるが、「災厄」のそれと比べると絶望的なほど弱いものでしかなかった。倒れているテリオンたちの体が次々と吞みこまれていき、拓也はパニックに陥おちいりそうになる。抑えていても歯の根が鳴った。恐ろしくて仕方がなかった。

（……日向子）

　力を貸してくれ、と拓也は思った──。

　その瞬しゆん間かん、

（今よ）

　彼女の声がはっきり聞こえた気がした。彼はかっと大きく目を見開くと、目の前に立ちはだかる光の壁に向かって戦器オニクスを振り下ろした。




　　　　６




「城カストラ」の屋上で発生した「災さい厄やく」をレディ・バレットは空中から見守っていた。黒い半はん球きゆうの上に白い半球が出現し、合わさって一つの美しい球きゆう体たいを形作った。彼女の監かん視ししている限りでは、屋上にいた者の中で「災厄」から逃れた者はいなかった。

　何度見みても「災厄」は美しかった。いずれルスランが目的を達成し、この世界が真の静せい寂じやくに包まれた時、バレットはルスランから預かったものを返し、死を賜たまわるはずだ。その時には是ぜ非ひこのような美しい光によって焼き払われたいと思った。

「災厄」は消えていったが、むろん「聖婚ヒエロス・ガモス」は止まっていない。その力の及ぶ範はん囲いは広がり続けている。既すでに東京の半分は吞みこまれていた。

　バレットは翼つばさを畳たたんで、一気にルスランの元へと直下する。ふと「城カストラ」の屋上にルスラン以外の人ひと影かげがまだいくつか残っていることに気付いた。誰なのか確認する必要もない。あのアルカミレスたちの一いち味みだった。

　不意にバレットの顔色が変わった。礼れ菜ながアルカミレスの側にいることに気付いたのだ。てっきりルスランは彼女を取り戻してから災厄を起こしたのだと思っていた。

「……あの男、災厄を凌しのぎきったよ」

　屋上に降り立つと、ルスランが感に堪たえないという表情で言う。アルカミレスは力尽つきてうずくまっており、立っているのは礼菜一人だった。彼女は心配そうにルスランの「敵」である男の様よう子すを窺うかがっている。

「さて、始し末まつしてこよう」

　ルスランは剣を一ひと振ふりして歩き出そうとする。バレットは急いで彼の前に回りこんだ。

「わたくしが仕し留とめて参ります。お任せ下さいませ」




　反転リトウルネの解けた拓たく也やは、荒い呼吸を繰り返している。体を動かすどころか声も出せなかった。しかし命があるだけでも幸運だ。なんとか災厄から生き延びた。

（日ひ向な子こ……）

　拓也は心の中で彼女の名を呼んだ。「斬刹リネア・レクタ」を放つ時、彼女の声がタイミングを教えてくれた気がした。あれは一体──。

「拓たくちゃん……」

　礼菜が声をかけてくる。顔を上げるとレディ・バレットが拓也たちの方へ歩いてくる。黒い翼つばさを生はやしたその姿はどこか死しに神がみを思わせた。必死に体を動かそうとしたが、手足は地面にくくり付けられたように力が入らなかった。

「イレーナ様」

　と、バレットが言った。

「な、なによ」

「これが最後の機会です」

　と、バレットが言った。

「どうか、ルスラン様の元へお戻り下さいませ。今ならまだ許して下さいます」

「嫌だって言ったでしょ。あたしは拓たくちゃんのそばにいる」

　彼女の手が肩に乗せられている。待て礼れ菜な、と拓たく也やは言おうとした。バレットの目には決意の色がある。彼女はただ説得に来たのではない。

「しかし、イレーナ様」

「戻らない」

「本当に、後こう悔かいなさいません？」

「しない」

　礼菜はきっぱりと言った。

「そうですか……それでは仕方がありませんわね」

　バレットの唇くちびるがかすかに震えた。

　突然、彼女は銃じゆう口こうを礼菜に向ける。やっぱり、と拓也は思った。礼菜を殺しに来たのだ。

　長い指が引き金にかかる。肩越しに振り返ると、礼菜は足がすくんで動けないようだった。拓也はぎりっと歯は軋ぎしりをした。渾こん身しんの力を振り絞しぼって立ち上がろうとする。

「さようなら、イレーナ様」

　やめろ、と拓也は歯を食いしばりながら叫んだ。日ひ向な子こだけではなく、礼菜まで──。




「反転リトウルネ」




　突然、背後から微かすかな声が聞こえた。

「えっ……」

　拓也は息を止めた。バレットの顔にも驚きよう愕がくが浮かぶ。銃じゆう口こうが礼菜から離れようとした刹せつ那な、拓也のすぐそばを白い影が走り抜けていった。ほとんど残ざん像ぞうと化したその影が、バレットに襲おそいかかった。

　バレットは背中の翼つばさを羽ばたかせて大きく背後へ飛んだ。切り裂かれたワンピースの胸元から血が滲にじんでいる。

「……お前は」

　傷きず口ぐちを押さえながらバレットはつぶやく。白い影は足を止めて振り返り、拓也を見つめた。

　長い髪かみ、左半はん身しんを覆おおった外殻クラスタ、強い意志のこもった瞳ひとみ。

　立っているのは白のアルカミレス・雪花鎧アルヌワ・ブラン・久く慈じ日向子だった。




　バレットが離れるとすぐに、日ひ向な子こは背後へ飛び退のいた。そして、拓たく也やと礼れ菜なを庇かばうようにして立つ。

「日向子……？」

　拓也は呆ぼう然ぜんと彼女を見上げた。まだ信じられなかった。ルスランに刺される前から危険な状態だったはずなのに、今は体のどこにも怪け我がはないようだった。

　以前とはどことなく雰ふん囲い気きが違っている気がする。

「動いて大丈夫なの？」

　礼菜が目を丸くして言った。

「もう平気……ごめん。今までなにもしなくて」

「ちょっと……待て……」

　ようやく声が出るようになった拓也は、二人の会話に割って入った。

「お前、日向子が生きてるの知ってたのか？」

　礼菜は何な故ぜか言い淀よどんで、気き遣づかうように日向子を見た。

「うん……いや、拓たくちゃんがルスランと戦ってる間に、息してることに気が付いたんだけど……今まで言う機会がなくって」

　そういえば、「災さい厄やく」が起こる直前、礼菜はなにか言おうとしていた。このことだったのだ。拓也は気が遠くなりそうだった。

「斬刹リネア・レクタ」のタイミングを教えてくれたのも日向子だったのだ。

　ふと、拓也は彼女の右腕に目を留めた。

（……ん？）

　視線に気付いたのか、日向子は拓也に戦器オニクスを見せた。細い刃やいばを持つ曲きよく刀とうの戦器オニクス・クレスケンス。毬まり子こが使っていた戦器オニクスだった。

「これはわたしが昔使っていた戦器オニクスよ……榛はる名な毬子が使っていたみたい」

　最初に毬子のクレスケンスを見た時、どこかで見覚えがあると思った。以前、日向子の住んでいた家で昔の写真を見た時、彼女の手にしていたのがこの戦器オニクスだった。

「あ、いや、そのことじゃなくて……」

　拓也が訊きこうと思ったのは戦器オニクスのことではなかった。右腕の袖そでがまくれた時、なにか彼女の肌はだに黒っぽいものが見えたような気がした。訊ききたかったのはそちらの方だった。

「まさか、生きていたとはね。アルカミレス」

　ルスランの声が聞こえた。いつのまにか、彼はバレットの隣となりに立っていた。いかにも興味深ぶかげに日向子の様よう子すを観察していたが、やがて驚いたように大きく目を見開いた。

「そういうことか、なるほど」

　ルスランは天を振り仰いで大声で笑った。

「『聖婚ヒエロス・ガモス』がとんだ徒あだとなったわけだ」

　その言葉を耳にした途と端たん、日ひ向な子この表情がかすかに曇った。

「え……？」

「赤い王、彼女がどうして生きているかもう聞いたかい？」

　しばらくの間、日向子はなにも言わなかった。やがて決然と顔を上げ、拓たく也やに向かって大きく袖そでをまくって見せた。彼は目を見開いた。日向子の肘ひじから上は変色し、黒いうろこが生はえている。それはグロスマンを連想させる姿だった。

「これって……」

「わずかながら混ざっていたテリオンの血が、『聖婚ヒエロス・ガモス』で目覚めたようだな……テリオンの血を微び量りように受け継ぐアルカミレスはいるだろうと思っていたが、よりにもよってグロスマンの血けつ統とうとはね」

（……治ち癒ゆ能力か）

　グロスマンは受けた傷を瞬しゆん時じに治してしまう能力を持っていた。そのテリオンの血が目覚めることで、能力まで発現したのだろう。結果的に「聖婚ヒエロス・ガモス」が彼女の命を救ったことになる。

「自分の戦ってきた相手の血が混ざっているのはどんな気分だい、雪花鎧アルヌワ・ブラン？　お前の仲間を狩かってきたテリオンと、お前とは血の繫つながりもあったかもしれないな」

　からかうようにルスランは言った。しかし、日向子はまったく動じなかった。

「わたしは自分が何者かなんて、どうでもいい……わたしに力が備わっているなら、それを使うだけ。アルカミレスでも、人間でも、テリオンでも、わたしのすることは変わらない」

　日向子は自分のクレスケンスの刃やいばをルスランたちの方に向けた。

「お前たちを倒して、あの　『聖婚ヒエロス・ガモス』を止めるわ」

「金色の戦器オニクスの使い手二人と同時に戦うというのか？」

　彼女はうなずいた。

「日向子、無理だ」

　拓也は小声で注意したが、彼女は振り返りもしなかった。拓也は彼女の意い図とを悟さとった。今、こちらで戦えるのは日向子しかいない。ただ攻撃を仕掛けても、ルスランたちのうち一方が彼女の相手をし、もう一方が動けない拓也たちを殺すだけだ。それを防ぐために、あえて二人を相手にすると言っているのだ。

（くそ……）

　拓也は敷しき石いしの上に転がっているイグニス・アウルムの柄つかを握りしめた。自分がここでアルカミレスとして戦うことが出来れば、彼女一人を危険に晒さらすこともないのに。

「……二人で戦うには及びませんわ。わたくしが一人で相手をいたします」

　その時、バレットがルスランよりも一歩前へ出る──彼女の主あるじは腕組みをしたまま動かなかった。日向子が息をついたのを拓也は確かに聞いた。本当に二人同どう時じに相手する必要がなくなったことと、ルスランが拓たく也やたちを攻撃する様よう子すがないことにほっとしたのだろう。

「行くわよ」

　日ひ向な子ことバレットは同時に走り出した。




　久しぶりに自分の戦器オニクスを取り戻したせいか、日向子は信じられないほど壮そう快かいな気分だった。彼女はバレットを見み据すえながら無む人じんの屋上を走る。バレットは翼つばさを利用して半なかば跳ねながら日向子の動きに付いてくる。地上での移い動どう速度は互ご角かくと言っていい──ただし、日向子が本気を出さなければ。

「……加速ヴイテ」

　と、彼女はつぶやいた。反転リトウルネの時も同様だが、アルカミレスは単語の発声がスイッチとなって特とく殊しゆ能力が発動されるように「調整」されている。

　途と端たんに彼女の肉体の動きは加速し、彼女から見てバレットの動きは遅くなった。引き延ばされた時間の中で、彼女は一気にバレットとの距離を詰める。

　普ふ段だん使っている戦器オニクス・百視剣アルゴスガノンでは、体たい感かん速度を上げられるだけで、肉体の動きそのものを早くすることは出来なかった。このクレスケンスで彼女の能力は一〇〇パーセント開放されていた。

　バレットは翼つばさを羽ばたかせて飛び上がり、日向子の攻撃を避ける。翼の引き起こした風で減速させられ、結局日向子はバレットを捉とらえることは出来なかった。

　頭上を見た途と端たん、バレットが上昇しながら引き金に指をかけているのが見えた。日向子が横に飛び退のくと同時に、金色の戦器オニクス・ニュメン・ルメンが彼女が今しがた立っていた場所の地面を抉えぐっていた。

　日向子は加速ヴイテの能力を解かい除じよして、空中のバレットと向かい合った。

「あなたは、速いですね」

　バレットは無表情に言った。

「瞬しゆん間かん的な反はん応のう速度の上昇を可能にする処置が、脳と神経系けいに施ほどこされている、というところかしら」

　日向子はなにも言わなかった。正確な分ぶん析せきだったからだ。

「でも、わたくしには勝てません」

　彼女は空中から一気に彼女めがけて落下してくる。日向子は内ない心しん驚いた。距離を置いて空中から銃で狙い撃うってくるとばかり思っていたからだ。しかも、この急きゆう降下はおそろしく速かった。

　能力を使わなければ対応出来ない。日向子は再び「加速ヴイテ」を唱となえると、突っこんでくるバレットを横に避けながら、クレスケンスで斬きりつけようとする。しかし、避けの動作に入ろうとした時、バレットが銃を構えて自分を狙っていることに気付いた。

（あ……）

　白い光こう球きゆうが銃じゆう口こうから発射される。身を伏せて避けようとしたが、右肩の筋肉がえぐり取られていく。彼女は苦痛に顔をしかめてうずくまる。

　その姿を再び空中に静せい止ししたバレットが見下ろした。

　肩の傷はすぐに修しゆう復ふくが始まったが、日ひ向な子こは背中に冷たい汗をかいていた。この敵は銃を遠えん隔かくから攻撃するためのものとは考えていない。ぎりぎりまで近づいてきて、近きん接せつ戦せん用の武器のように使っている。

　遠距離から狙われるのであれば、こちらも相手の動きを把は握あくしやすい。日向子は相手のちょっとした目の運びや微び妙みような筋肉の震えから、敵の次の動きを予測する「先読み」に長たけている。それを駆く使しして戦うつもりだった。

　しかし、ただでさえおそるべき速さで突とつ撃げきしてくる相手に、ぎりぎりの距離で発はつ砲ぽうされてしまうと、たとえ相手の動きを読むことが出来ても避ける時間がない。

　まさに弾丸バレツトから弾丸バレツトが発射される状態だった。

（……強い）

　今までこのような敵と戦ったことはない。クレスケンスとテリオンの回かい復ふく能力をもってしても戦いを有利に運べない。しかも、相手はまだ明らかに本気を出していなかった。

　肩の傷はまだ癒いえていない。傷の回復はグロスマンに比べるとかなり遅かった。この敵はその機を逃がすような生やさしい相手ではない。そういう冷静さもこの敵の恐ろしさだった。

　バレットは再び急きゆう降下を開始した。




　四度目の急降下を終えて空中に戻ったバレットは、再び安全地帯から日向子を観察する。

　彼女は地面に膝ひざをついたまま俯うつむいていた。体は傷だらけで、白い外殻クラスタのあちこちも無む惨ざんに溶けている。特に左足が外殻クラスタごと無惨に焼け焦こげていた。回復はしているだろうが、今まで観察した限りではあと三分は半分程度の速度しか発はつ揮き出来ないはずだ。

　そろそろとどめを刺すべきだと判断した。彼女はすでに五発の弾だん丸がんを撃うっている──残りは一発。弾だん倉そうを開けると、空からの薬やつ莢きようを捨てて弾丸を補ほ充じゆうする。

　雪花鎧アルヌワ・ブランはなかなか粘ねばる相手で、特に地上での動きはかなりのものだった。特とく殊しゆ能力を使えば、榛はる名な毬まり子こにも匹ひつ敵てきするだろう。それでも、空中を自じ在ざいに行き来出来るバレットの敵ではなかったが。

「降こう伏ふくなさい、アルカミレス」

　彼女は淡たん々たんと相手に向かって言った。

「戦器オニクスを捨てれば、苦しまずに殺して差し上げます」

　日向子はもはや喋しやべる余よ裕ゆうもないようだった。荒い呼吸を繰り返しながら、それでも首を振って拒きよ絶ぜつする。相手の精神力に感心すると同時に、自分の申し出にかすかな羞しゆう恥ちを覚えた。バレットが武器を捨てるはずがないように、この敵も降こう伏ふくするはずがない。あの赤いアルカミレスのためならば、指ゆび一本でも動く限り戦い続けるだろう。

　バレットは再び攻撃の体勢に入った。この戦いで初めて最高速そく度どを出すつもりだった。日ひ向な子この十メートルほど手前まで急降下し、地面すれすれで体を起こして水平にする。そしてまっすぐに日向子めがけて弾だん丸がんのように突き進んでいった。

　それまでの日向子は避けながらなんらかの攻撃を繰り出すというパターンを繰り返していた。しかし今回は左右どちらにも動いていない。まるで標ひよう識しきのように立っている。どう動いても対たい処しよするつもりだったが、次の瞬しゆん間かん、彼女の動きにバレットは驚いた。

　日向子はまっすぐにバレットに向かって走ってきた。瞬しゆん時じに彼女の体が大きくなってくる。最高速度がかえって仇あだになり、バレットの対処はわずかに遅れた。銃を完全に構え終わる前に、バレットはすでに日向子の刀かたなの間合いに入っていた。

（く……）

　それでも彼女は体をよじってわずかに体の向きを変えた。日向子はすれ違いざまにバレットの背中に斬ざん撃げきを放つ。バレットは背中に痛みを感じながら地面を転がった。

　しかし、彼女は冷静さを失ったわけではなかった。つい不ふ意い打うちを食らってしまったが、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。もう一いち度ど空中で体勢を立て直せばいい。

　しかし、バレットは無ぶ様ざまに地面に倒れた。羽ばたこうとしても右の翼つばさが動かない。
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「え……」

　思わず背中を確認する──確かに深い傷ではなかったが、翼つばさの付け根の筋肉が切り裂かれている。

（狙ねらわれていたんだわ）

　翼がなければ彼女の動きは封じられたも同然だ。地面に降りたまま戦うしかない。その時、バレットは敷しき石いしを蹴けるかすかな足音を聞いた。彼女は翼を引きずりながら立ち上がり、振り向きざまに引き金を引こうとする。

　しかし、完全に体の向きを変える前に、姿勢を低くした日ひ向な子こが彼女の脇をすり抜けながら曲きよく刀とうを鋭く振っていた。

　バレットは胴どう体たいを深々と切り裂かれ、ゆっくりとその場に崩れ落ちた。
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　十分な手て応ごたえでバレットを斬きった後、日向子の膝ひざからがっくりと力が抜けた。勢いのついていた彼女は滑りこむように地面に倒れこんだ。慌あわてて立ち上がろうとしたが、膝から下が言うことを聞かない。怪け我がの治りきらない状態で無理しすぎていた。

（危なかった）

　バレットに勝てたのは偶然に近い。勝利を確信した彼女があえて本気のスピードを出さなければ、こちらが自分から突進した時点で見切られていただろう。日向子が傷ついた足でそれなりの速さで走れたのも幸運だった。もう一度同じように攻撃しろと言われても今の日向子には出来そうもなかった。

「……ルスラン様」

　バレットのか細い声が聞こえる。日向子が振り返ると、いつのまにかバレットの傍かたわらにルスランが立っていた。一ひと目めで日向子は違い和わ感かんを覚えた。この主しゆ従じゆうの結びつきは他のテリオンが訝いぶかしむほど強いと毬まり子こや礼れ菜なから聞いている。そんな相手と永遠に別れようとしているのに、二人は互いの目を見つめながら静かに微笑ほほえんでいた。

「笑っているね」

　と、ルスランは言った。

「八年前のあの日と同じ笑顔だ」

「悔くいはありませんもの。わたくしたちの望んだ世界は、すぐそこまで来ているでしょう？」

「ああ。すぐに他の者たちも君と同じところへ行くよ」

　バレットは目を閉じると、胸の前でしっかりと指を組んだ。

「今までよくぼくに仕えてくれた」

「そんな……イレーナ様が、わたしの代わりになって下さればよいのですが」

「あれは君と考え方が違う……それに、もうあまり必要な存在とも思えないからね」

　一体、なにを話し合っているんだろう──聞いている日ひ向な子この胸に不安が広がっていった。敵の片かた割われを倒したというのに、かえって自分たちの生命の危険が増した気がする。今のうちに手を打たなければ、手遅れになってしまうような焦しよう燥そう感かんに囚とらわれた。日向子はクレスケンスを握りしめる。もう負傷した足も治ち癒ゆしかけていて、動けるようになっていた。

「……なにか最後の望みはあるかい？」

「ええ」

　バレットは静かにうなずいた。日向子は背を屈かがめたまま、ルスランの左側にゆっくりと回り始めた。ルスランの変へん身しんは右側に偏かたよっており、左側には人間の部分が多く残る。それがこの強大なテリオンの唯ゆい一いつの弱点だった。会話に夢む中ちゆうになっているうちに、そちら側から攻撃を仕掛ける。倒せるとはとても思えないが、一ひと太た刀ち浴びせられるかもしれない。

「白い光でわたくしを焼いて下さい」

　と、バレットは言った。日向子は思わず足を止める。

（……焼く？）

「銃でいいかい、バレット」

「もちろんですわ……では、お借りしていたものも、お返しいたしますね」

　ルスランは彼女の手からニュメン・ルメンを受けとると、その胸元に銃じゆう口こうを向ける。日向子は大きく目を見開いた。次の瞬しゆん間かん、なんの躊躇ためらいもなくルスランは引き金を引いた。白い光が彼女の体を包みこんで、一いつ瞬しゆんのうちに消失させる。後には黒く変色した穴だけが残った。

　日向子は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。腹ふく心しんの部下にとどめを刺したことだけではない。

（銃を、使った……？）

　混乱する頭を必死にめぐらせた。借りていたものとはニュメン・ルメンのことに違いない。と、いうことはあの銃もルスランのものなのだ。

　不意にルスランが日向子を振り返った。

　右手には昴こう陣じんアストラ・カストラ、左手には神しん煌こうニュメン・ルメン。

「まさか、これが両方ともぼくのところへ戻ってくるとは思わなかったよ」

　ルスランは二つの戦器オニクスを顔の前で交差させる。もう間違いない。このテリオンは二つの金色の戦器オニクスの正式な使い手なのだ。そういえば、バレットには実力のあるテリオンに与えられるという称しよう号ごうがなかった。正式な使い手ではなかったせいかもしれない。もしかすると、ルスランは──。

「次はぼくがお前の相手をしよう、雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　ルスランの体は強きよう靱じんな筋肉と黒い体たい毛もうで覆おおわれていく。今まで不完全だった左半はん身しんも例外ではない。変身が終わると、ルスランの肉体にはどこにも人間の部分が残っていなかった。完全な姿の黒い人じん狼ろうが彼女の目の前に立っていた。

「ぼくは不完全な変へん身しんしか出来なかったわけじゃない……金色の戦器オニクス一つでは、ぼくの肉体を完全に変化させる力がなかっただけなんだ」

　長い牙きばの奥から人じん狼ろうの低い笑い声が洩もれた。日ひ向な子こはその場から一歩も動けなくなっていた。ルスランはただ二種類の戦器オニクスを使えるだけではなかった。金色の戦器オニクス二つを同時に使うことが出来るのだ。

　人狼・ルスラン・ヴォルクの完全体が、彼女の目の前に立っていた。




　まず日向子がやったことはなるべく相手から距離を置くことだった。とりあえず相手の実力を見み極きわめる必要がある。彼女は五ご感かんを集中させ、ルスランを観察する。勝てるかどうかなどという愚おろかな考えは抱いていなかった。今は自分以い外がいに戦える者はいない。生き延びたければ、剣を取る以外にないのだ。

　ルスランは急いだ様よう子すもなく距離を詰めてくる。こちらの意い図とを完全に見み透すかしているような自信のある態度だった。

「雪花鎧アルヌワ・ブラン、もうぼくが……」

　次の瞬しゆん間かん、ルスランの姿が消えた。

「加速ヴイテ」

　相手の居い場所すら確かめずに反射的に能力を開放する。時間を引き延ばした状態で、日向子は周囲を観察しようした。

「この状態になった以上、君に出来ることはなに一つとしてない」

　ルスランの声が耳元で聞こえた。日向子はさらにルスランから離れようとする。彼も追っては来たが、さすがに少し距離が開いた。ほっと安あん堵どしかけた時、ルスランは間合いに入る前に大剣クレイモアを大きく振った。なにごとかと訝いぶかしんだ彼女は、次の瞬しゆん間かん自分めがけて飛んでくる光の刃やいばに気付く。

（『斬刹リネア・レクタ』）

　日向子は地面すれすれまで身を低くして避ける。加速ヴイテの最さ中なかだったことが幸いしたが、その場に立ち止まったも同然の状態になった。

　後のことはほとんど一いつ瞬しゆんで起こった──唐とう突とつに目の前にルスランが現れ、クレスケンスを弾はじき飛ばす。そして、ニュメン・ルメンを空中に向けて引き金を引く。呆ぼう然ぜんとする日向子の頭上に、白い光こう球きゆうによって破壊されたクレスケンスの残ざん骸がいがぱらぱらと降ってきた。彼女の反転リトウルネが解ける。

　彼女は丸腰になって、ルスランの前に無防備な自分を晒さらしていた。ルスランは金色の大剣クレイモアを高く振り上げる。

「驚いたな。最初の『斬刹リネア・レクタ』で片が付くと思ったのに」

　彼は低い声で笑った。

「安心するといいよ。他の者もすぐに君の後を追うはずだ」

　日ひ向な子こはなす術すべもなくうずくまっている拓たく也やと目が合う──彼女は立ち上がると、彼の方へ走り出した。逃げるというよりはほとんど本能に近い行動だった。拓也が大きく目を見開いてなにかを叫んでいる。生きている自分が最後に目にするものは、彼のこの姿だろうと彼女はぼんやり思った。

　不意に日向子は自分の体が抱きかかえられるのを感じた。気が付くとより拓也に近い場所にいて、地面に下ろされているところだった。

「え……？」

　彼女を助けたのはぼろぼろの黒い服を着た亨きよう司じだった。もう一方の手に日本刀とうに似た鍔つばのある片かた刃ばの戦器オニクスを握りしめている。

　ルスランはアストラ・カストラを構えたまま目を瞠みはっている。亨司はルスランが両手に持っている金色の戦器オニクスを見て。大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「……やれやれ。信じられないテリオンもいたものだね」

　彼は戦器オニクスを手にしたまま一歩前へ出た──彼は戦うつもりだ。日向子の体に戦せん慄りつが走った。アルカミレスでも勝てない相手に、ただの人間が立ち向かうなどどうかしている。そう言って止めようとしたが、何な故ぜか言葉が出なかった。亨司の雰ふん囲い気きは普段とどこか違っている。

「……亨司？」

　おそるおそる呼びかける。目の前に立っているのが、本当に自分の知っている亨司なのか、確信が持てなくなっていた。

「日向子」

　亨司はルスランを見み据すえながら言った。

「ぼくは君たちの味方だ……たとえなにがあってもね」

　その途と端たん、彼の肉体が変化し始めた。体の大きさは変わらなかったが、全身が褐かつ色しよくの剛ごう毛もうに包まれ、額ひたいから一本の長い角つのが伸びていく。少し姿が違うが、以い前ぜん戦った火か凜りんと水すい漣れんの姉妹を日向子は思い出した。

「……一体、何者なんだ、お前は」

　亨司が変へん身しんを終えると、ルスランが問いかける。亨司は無む駄だのない動きで戦器オニクスを一ひと振ふりすると、朗ろう々ろうとした声で叫んだ。

「我が名は大おお江え亨司。人に仕えし鬼おにの末まつ裔えいなり」




　ルスランは笑い出しそうになった──次から次へと、このアルカミレスたちは変わった者ばかり用意しているものだ。

「なるほど、お前もテリオンということか」

「そんな名前で呼ばれるずっと前……千年の昔からぼくたちの一族はこの国に生きてきた。京きよう都との大おお江え山やまにいた鬼おにの血統だから、大江姓せいを名乗っているというわけでね……クランテリオンにいた火か凜りんや水すい漣れんとはまた別の一族だよ。先せん祖ぞは仲が良かったようだけど」

　淀よどみなく彼は話し続ける。水漣たちと違って、自分の一族についての記き憶おくも持っているということだ。そういうテリオンが人間に荷か担たんしているのは珍しい──テリオンだと自覚する者は、人間と敵てき対たいするか、人間から隠かくれるか、どちらかを選ぶのが普通だ。なにか特別な理由があるのかもしれない。

　亨きよう司じは背中に担かつぐようにして戦器オニクスを構えた。

「では、行こうか」

　その声とともに斬きりかかってくる。しかし、ルスランは懸け念ねんを抱いていなかった。この相手は間違いなく自分よりも弱い。体格も未み熟じゆくで、「鬼」としてはまだ幼年と言っていい年ねん齢れいだろう。戦器オニクスも一いち合ごうでも打ち合わせれば、相手の方が折れてしまうはずだ。

　ルスランは力任まかせの斬ざん撃げきを振り下ろした。刀とう身しんを傾けて亨司はそれを受け流し、死し角かくに回りこもうとする。ルスランはその動きに合わせて銃じゆう口こうを向け、引き金を引く。直前で屈かがみこんだ亨司のすぐ頭上を光こう球きゆうが通りすぎていった。銃じゆう撃げきを避けたことに驚いたが、同時に亨司が冷ひや汗あせをかいたこともはっきりと伝わってきた。

「まるで舞いだね」

　と、ルスランが言った。動きにまったく無む駄だがない。おそらく、彼の一族が戦いの中で蓄ちく積せきしてきた戦闘術じゆつを身につけているのだろう。千年の昔からこの国にいたと言ったのも伊だ達てではないらしい。

「色々と習ったからさ。こう見えても」

　しかし、所しよ詮せんは技術でしかない。守ることは出来ても、こちらを攻めることは難しいはずだ。その技術によってどこまで粘ねばってくれるか、確かめるのも一いつ興きようだった。ルスランは剣を振り上げ──そこで我に返った。

　一体どこからこのテリオンは現れたのだろう。さっき自分と日ひ向な子こは階段のすぐ近くで戦っていた。もし階段から現れたのならすぐに分かるはずだ。間違いなくそこからは誰も来ていなかった。

　不意にルスランは周囲から拓たく也やも日向子もいなくなっていることに気付いた。いつのまにか彼らは屋上の縁へりまで移動している。そして、屋上の外側に停めてあるものに乗り移ろうとしていた。

（……ヌンムスか）

　亨司はあれを使ってここまで来たのだ。そして、ここで時間稼かせぎをしながら拓也たちを逃がそうとしている。

「ちっ」

　ルスランはニュメン・ルメンで拓也たちを撃うとうとした。毬まり子こを乗せるのに手て間ま取どっている様よう子すで、こちらに注意すら払っていない。

　突然、それまで「受け」に専せん念ねんしていた亨きよう司じがルスランの間合いに踏みこんできた。銃を握っている左手を斬きろうとする。

　ルスランは銃じゆう口こうを下げることなく右手の大剣クレイモアでその斬ざん撃げきを受ける。

　そのまま拓たく也やたちを撃うとうとした時、亨司の右手が伸びてくる。そして、ニュメン・ルメンの銃じゆう口こうを塞ふさぐように摑つかんで上へ向けた。

「なっ……」

　ルスランは反射的に引き金を引いていた。空に向かって光こう球きゆうが飛んでいく。亨司の右手は銃の力で消し飛んでいた。彼は一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめると、距離を置いて左手だけで刀かたなを構える。さっきよりも呼吸が荒くなっていた。

「ずいぶんと無理をするものだ」

　と、ルスランは笑った。

「人に仕える鬼おにというのは、そこまでするものなのか？」

「ぼくが仕えているのは、拓也たちじゃない。別の人間だ」

「では、その者の命令で連れん中ちゆうを守っているというわけだね」

　亨司は首を横に振った。

「それも違う……ここへは命令に背そむいて来た」

　ふと、ルスランは亨司の幼さの残る「鬼」の姿を凝ぎよう視しした。おそらく、拓也たちとあまり変わらない年月しか生きていないだろう。

「……彼らとの友情のために来た、というわけかい？」

　脂あぶら汗あせを流しながら、亨司はにやりと笑った。

「ぼくはアルカミレスが好きなんだよ。どんなことがあっても、彼らを殺させるつもりはない」

　このテリオンは捨て石になる覚かく悟ごを決めている、とルスランは悟さとった。

「亨司、早く来い！」

　その時、屋上の縁へりから拓也の声がかかった。彼らを乗せたヌンムスは光の海の下へと下降し始めている。ルスランは走り出した。こんなテリオンに関わっている暇ひまなどない。彼は走りながらアストラ・カストラを構えた。

　今、「斬刹リネア・レクタ」を放てば、あの円えん盤ばんの上にいる者を一気に倒すことが出来る。しかし、走りこんできた亨司がルスランの前に立ちふさがった。鬼の左腕が跳ね上げられ、眉み間けん目掛けてまっすぐに黒いものが飛んできた。

「ちっ」

　首を振ってその黒いものを避ける──飛んできたのは亨司の手にしていた戦器オニクスだった。前を向いた時には、亨司は背を向けて走り出している。戦器オニクスを手放したのに、なぜか変身は解けないままだった。

　既すでに拓たく也やたちの姿は光の海の下に沈んで、ルスランから見えなくなっている。亨きよう司じはヌンムスのあるあたりに飛び降りるつもりらしい。

「……なかなかやるね、鬼おにの子」

　ルスランは微笑ほほえみながら大剣クレイモアを握りしめた。ここに「聖婚ヒエロス・ガモス」がここにある以上、「城カストラ」から逃げ出すことはないはずだ。その意味では、ここで拓也たちを逃がしたところで、大した損失ではない。

　ただし、ルスランを邪じや魔まだてしたこの鬼を生かしておくつもりはなかった。

「『斬刹リネア・レクタ』！」

　彼は相手の背中に向かって戦器オニクスを振る。屋上の縁へりから飛び移ろうとしていた亨司の背中に光の刃やいばが吸いこまれていく。ほとんど切断しかかった胴どう体たいからどっと鮮せん血けつが溢あふれ、彼は力なく屋上の縁から下へ落ちていった。

　ルスランは拓也たちの消えていった光の海を見つめる。アルカミレスたちの戦力は、もはやイグニス・アウルムを持つ拓也しか残っていなかった。




　　　　８




「聖婚ヒエロス・ガモス」の光の輪は半径二十キロを超えていた。東京はすでにすっぽりと覆おおわれ、今は隣りん県けんのベッドタウンへと範はん囲いを広げつつある。
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　その輪の下では何百万もの人々が、唐とう突とつにテリオンと化した自分に遭そう遇ぐうしていた。彼らの大たい半はんはそうした自分に恐れおののいて身を隠かくすことに専せん念ねんしていた。パニックに襲おそわれた人々が起こした事件や事故が至るところで発生していたが、事態に対たい処しよするはずの警察や安全対策庁ちようはこの未み曾ぞ有うの混乱の中でまともに機能していなかった──職員の半分がテリオンと化してしまったからだ。

　東京は急速に不ふ穏おんな空気に包まれていった。




「ぼくの一族には、勝負をして負けると、生涯その人間を主あるじにしなければならないという掟おきてがあってね。そのせいで、何年か前から『方舟アルカ』に協力するようになった……」

　淡たん々たんと亨きよう司じは話し続けている。彼の背中の傷からはまだ血が流れ続けている。手遅れだということは誰の目にも明らかで、話をしているのは亨司自じ身しんの意志だった。

「鮫さめ石いしさんが亨司の『主』ということ？」

　日ひ向な子こが尋たずねると、亨司は彼女の顔を見上げた。

「そうだよ。幼い頃に彼女と戦って以来、ずっと主しゆ従じゆうの関係だ……まあ、君たちならなんとなく察しが付くんじゃないか？」

　引退前まえの深み月つきと戦ったということは、過去にテリオンとして事件を起こしたのだろう。そういえば、日向子から深月が亨司を「方舟アルカ」の活動に参加させたがらなかったという話を聞いたことがある。

「なんで、今まで言わなかったんだよ」

　拓たく也やは声を震わせた。今までこれだけ一緒にいたというのに、亨司のことをまったく知らなかった。自分たちに協力はしてくれるが、油ゆ断だんのならない相手だとさえ思っていた。

「深月さんに止められてたんだよ。ぼくも言うつもりはなかった……君たちと、ここまで深く関わるつもりもなかったからね」

　出発する前の亨司と深月の口こう論ろんを思い出した。あれだけ強く止められたにも関わらず、結局拓也と一緒にここへ来た。深月との「掟おきて」に基づいて行動していたのではない。彼自身の意志でここまで戦ってくれたのだ。

「……その体、元に戻らないのね」

　日向子は沈んだ声で言った。亨司は大して興味もなさそうにちらりと自分の体を見下ろす。褐かつ色しよくの体たい毛もうや角つのはそのままになっていた。

「ぼくはもともと普通の『鬼おに』よりも血が濃い……しかも、攻撃性が露あらわになりやすい性質なんだ。感情が高ぶると、戦器オニクスの力を借りなくても変へん身しんしてしまいかねない。一度この姿になってしまうといつ元に戻れるか分からない……場合によっては何年もこのままだった。実は人間の姿に戻れたのも、古こ滝たき市に来る直前なんだよ」

　拓たく也やははっとした。ということは、ここ数年で人間として生活出来ていたのは、古こ滝たき市にいるほんの数ヶ月の間だけ、ということになる。本ほん性しようを知る一族の者や深み月つき以外の人間とは、誰とも接することが出来なかったはずだ。

「お前……」

　そう言ったきり、拓也はなにも言えなくなった。

「別に同情する必要はないよ。この姿で暮らすのもそんなに嫌じゃなかった……まあ、君たちと一緒にいた間は、もっと楽しかったけどね……」

　こみ上げるものをこらえるように、亨きよう司じはぐっと喉のどを鳴らした。唇くちびるの端はしから血が流れる。最期の時が近づいているのは、誰の目にも明らかだった。

「あまり、自分の命を粗そ末まつに扱って欲しくないな……ぼくが助けた甲か斐いがないだろう？　なにがあっても、必ず帰ることを考えてくれ……」

　亨司が自分を見ていることに気付いて、拓也は黙ってうなずく。ふっとその目から光がなくなった。不意になにかを懐なつかしむような、穏おだやかな笑えみが唇に浮かぶ。

「深月さん……」

　か細い声でそう言ったきり、亨司は動かなくなった。




　亨司の亡なき骸がらは毬まり子このマントでくるんで、ヌンムスの上に乗せた。後で必ず地上に連れ帰るつもりだった──しかし、今はまだやるべきことがある。あの「聖婚ヒエロス・ガモス」を止めなければならなかった。

「……あの機械、お前たちには壊せないの？」

　毬子は言った。拓也は首を振る。

「無理だと思う。『災さい厄やく』でも壊れなかったんだし」

　ルスランは止められないと言っていた。戦器オニクスで傷つけることはおそらく出来ないだろう。

「どっかにスイッチとかないのかな」

　礼れ菜なは恨うらめしそうに言った。

「それはないと思うわ。あの中には独立した動どう力りよく源げんがあるみたいだし……一いつ旦たん動き始めたら止まらない仕組みになっているんじゃないかしら」

　重い沈ちん黙もくが流れた。破壊することも、止めることも出来ない。本当に対たい処しよのしようがなかった。ふと、拓也は日向子を振り返った。さっきから彼女はなにも喋しやべっていない。日向子はその場所にいなかった。いつのまにかヌンムスの発着場の出入り口から、空を見上げていた。

「日向子……？」

　拓也は慎しん重ちように彼女の方へ近づいていった。彼女が立っている場所には柵さくもなにもない。バランスを崩せば地上まで真まっ逆さかさまに落ちてしまうはずだ。

「どうかしたのか？」

「……見て」

　と、彼女は言った。拓たく也やはその言葉に従って、身を乗り出すようにして頭上を見る。彼らのすぐ上に「聖婚ヒエロス・ガモス」によって発生した光の輪がある。もう「城カストラ」をくるんでいたエーテルも機能していないらしく、そのかすかに青空がその向こうに透すけて見えた。薄い色の昼間の月がぽっかりと浮かんでいる。

　ふと、学校の屋上から二人で見た空のことを思い出した。ごく自然にお互いの手が伸びて、お互いの手を握りしめた。

「あ……」

　頭の中に閃ひらめくものがあった。彼女の顔を見ると、同じことを思い付いたようだった。

「壊せないんだったら、どこかへ移すしかない」

　拓也は振り返って礼れ菜なたちに向かって言った。

「『城カストラ』そのものを操作して、大気圏けん外がいへ放り出せばいいんだ」

「……この中で誰が『城カストラ』を操作するの？」

　と、毬まり子こがため息まじりに言った。

「万まんが一いち操作出で来きたとしても、ルスランは『城カストラ』が動き出すのを黙って見ていないわよ」

「俺が操作する」

　拓也はきっぱりと言った。

「ルスランが妨ぼう害がいしてきたら、その時は俺が戦えばいい」

　多分、この役割のために自分はここへ戻ってきたのだと思った。いや、そもそもこの時のために存在しているのかもしれなかった。ルスランのような者に『城カストラ』や戦器オニクスを自由にさせないために。

　拓也はさりげなく繫つないでいた手を放した。亨きよう司じの言葉が頭をよぎる──必ず帰ることを考えてくれ。しばしためらってから、拓也は顔を上げて言った。

「……そのために、俺がここに一人で残る」




「爪そう牙がの間ま」には拓也と日ひ向な子こだけで行った。

　戦器オニクスを持っていない彼女を連れて行くのは危険だと思ったが、どうしても彼女は譲ゆずらなかった。「爪牙の間」にある玉ぎよく座ざについて、拓也は玉座に取り付けられた指ゆび輪わに中指を差し込む。頭の中に「城カストラ」にまつわる様々な断だん片ぺん的なイメージが流れこんできた。どうやら、精神を同調することで操作するらしい。

　グロスマンが長年操あやつっているうちに調整されてしまったのか、本来の「主あるじ」であるはずの拓也にも操作の仕方がうまく摑つかめなかった。しかし、やがて上昇と下降だけは吞みこめてきた。そういえば、さっきここに座っていた守り手のテリオンもそれだけは簡単だと言っていた気がする。

　要するに最さい下か層そうの動力炉ろが浮力を生んでいるらしく、出力を上げると上昇し、下げると下降するだけらしい。出力を可能な限り上げると、明らかに「城カストラ」の動きが変わり、上昇するイメージが伝わってきた。

「……終わったよ」

　振り向いて拓たく也やは言った。しかし、日ひ向な子こはなにも言わなかった。発着場からずっとなにを言っても返事をしない。二人は無言のまま「爪そう牙がの間ま」を出て、ホールへと戻った。礼れ菜なたちとは地上に降りる円えん盤ばんの発着場で合流する予定だった。

　そこで日向子たちを見送ってから、「城カストラ」のどこかにいるはずのルスランを探し出して決着を付けるつもりだった。すぐに勝負がつけば、日向子たちを追って地上へ戻ることも出来るだろう──そのはずだ。多分。

　後ろを走っていた日向子の足音が急に聞こえなくなった。振り向くと彼女はぴたりと立ち止まってうつむいている。

「どうしたんだ、日向子」

　なにか異い変へんでもあったのかもしれない。拓也はあたりに注意しながら、彼女の方へ戻っていった。両手はいつでもイグニス・アウルムを抜ける準備をしている。

「……わたしも残るわ」

「え？」

　拓也は思わず聞き返す。

「残るって言ったの。聞こえなかった？」

「残るって……さっきその話もしただろ？」

　日向子はもう戦器オニクスを持っていない。それに、「聖婚ヒエロス・ガモス」の影えい響きようを受けて今はテリオンになっている。いつ覚かく醒せいしてしまうかも分からない。少しでも早くここから離れるべきだということで結論は出ていたはずだ。

「……わたしも残るわ」

　首を振って子供のように繰り返した。その目に涙がにじんでいることにようやく気付いた。今まで黙っていたのは、涙をこらえていたせいだったらしい。

「日向子」

　拓也は一いつ瞬しゆんためらってから。彼女の体を抱き寄せた。ホールには誰もいない。信じられないほど静かだった。

「俺、必ず帰るよ。約束する」

　もっと早くそう言わなければならなかったと拓也は思った。彼女は残ると言いたいわけではない。離れたくないと言っているだけなのだから。本当に帰れるのかどうか、自信がなかったことはもう頭から消え失せていた。

「わたし、ずっと言いたかったことがあるの」

　耳元で日ひ向な子こが囁ささやいてきた。

「……うん」

「わたしね、君のことが……」

　その時、頭上から轟ごう音おんが響ひびき渡った。吹き抜けのホールの天てん井じように丸い穴が開いて、二人めがけてぱらぱらと細かい破は片へんが降り注そそいできた。

　穴の中でなにかきらめくものがあった。

「危ない！」

　拓たく也やは反射的に日向子の体を抱いたまま横に飛んだ。はるか頭上から大きな黒い塊かたまりが降ってきて、拓也たちと同じ高さの床に地じ響ひびきとともに着地した。二つの輝く武器を手にした、黒い狼おおかみのテリオンがゆっくりと立ち上がる。

「やってくれたな、アルカミレス。まさか『城カストラ』を動かすとは」

　ルスランの目は奇き妙みように微笑ほほえんでいる。拓也はイグニス・アウルムを抜いて身み構がまえる。今ここで決着を付けられるなら、むしろ好こう都つ合ごうだった。それだけ地上へ戻る時間も早まる。しかし、ルスランは金色の銃を床に向けて構えると、ためらいなく引き金を引いた。天井に開いているのと同じような丸い穴が開いた。

（え……？）

「後でまた会おう。アルカミレス」

　驚く間もなく、ルスランはその穴の中に飛びこんでいった。穴の下には半はん壊かいした処しよ刑けい場じようが見えた。そこからさらに別の場所へ行ったようだった。

「……どこへ行ったのかしら」

　と、日向子は言う。拓也も首をかしげていた。自分との決着よりも重要なものがこの下にあるということらしい。さっき「城カストラ」を動かした時にここの構造はなんとなく頭に入っている。確かこの階の下にあるのは、この処刑場と、そして──。

「動どう力りよく炉ろか」

　拓也は愕がく然ぜんとした。この「城カストラ」は動力炉の力で動いている。それを破壊するつもりなのだ。そうなれば、「城カストラ」は一気に地上へと落下する。ルスランをなんとしても阻そ止ししなければならなかった。

　拓也は穴の前に立ったまま、日向子に向き直った。

「必ず戻るから、地上に降りて待っててくれ。頼むから」

　彼女は身じろぎせずに立っている。まだ、納なつ得とくが行かないようだった。

「……また後で話そう」

　と、拓也は言った。ふと、遠い昔に同じようなことを口にした気がする。いつのことだったか、はっきりとは思い出せない。昔、クロノクレイドルで日向子と出会った時かもしれない。

「今度は必ず行くから」

　気が付くとその一言を付け加えていた。

　日ひ向な子こは驚いたように大きく目を見開いて──やがてこくりとうなずいた。

　拓たく也やは手を振って穴の中に飛びこんだ。今度、というのがどういう意味なのか、自分でもよく分からなかった。




　　　　９




　拓也は動力室しつの巨大な扉とびらの前に立っている。彼の前に通った者によって、扉は斜めに斬きられている。その裂さけ目をくぐった途と端たん、溢あふれんばかりの強い光に視し界かいを奪われる。

　しばらくして目が慣れてくると、中心に丸みを帯びた巨大な円えん柱ちゆうがあることに気付いた。その内部から光が発はつ散さんされている。どうやらそこが動力炉ろらしい。

　ルスランはすでに二つの戦器オニクスを構えた姿で、拓也がやって来るのを待っていた。

「……まだ始めてなかったのか」

　拓也は声をかけながらあたりを観察する。部屋の広さや形は処しよ刑けい場じようとあまり変わりがない。天てん井じようの高い円形の広間。炉は中央にある一つだけらしい。

　これが破壊されれば全ては終わる。むろん、彼自じ身しんも動力炉を傷つけないように注意しながら戦わなければならなかった。
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「どっちにしろ、戦いが済まないと落ちついて壊せないだろう？……それに、すぐ来るだろうと思ったからね」

　ルスランは口元に大きな笑えみを浮かべている。楽しくて仕方がないという表情だった。

　それを眺ながめているうちに、拓たく也やは不ふ思し議ぎな気持ちになった。仮に自分を殺し、「聖婚ヒエロス・ガモス」をこのまま成じよう就じゆさせ、この世界に住む人間もテリオンも滅ほろぼしたところで、それでなにが得られるのだろう？　このテリオンは一体どこが楽しいのだろう？

「……なんでお前は、そんなに殺したいんだ？」

　気が付くとそう尋たずねていた。

「自分一人が最後までこの世界に残った後、どうするんだ？」

　答えを期待していなかったが、しばらく時間を置いてからルスランは口を開いた。

「別に。ぼくも消えるか、あるいは人間やテリオンを作った者がぼくを消しに来るか……どっちでもいいんだよ。ただ、ぼくはこの世から他の者が全て死に絶えた世界を見てみたいだけなんだ」

　拓也には意味が分からなかった。困こん惑わくが表情にも出ていたのか、ルスランは彼に向かって言った。

「では、どうしてお前はそんなに生きていたい？　筋すじの通った答えが返せるのかな？」

「そんなのは……」

　拓也は口を開きかけたまま考えこんだ。当たり前すぎる質問に、かえって言葉が出てこない。ふと、自分の親しい人たちの顔が頭に浮かんだ。最初に浮かんだのは礼れ菜なと和かず男おの顔だった。次に友とも典のりや世せ津つ子こが浮かび、亨きよう司じや毬まり子この顔も現れた。自分の知っている全ての顔が通りすぎていき──最後に日ひ向な子この顔が浮かんだ。

「……俺には親しい人たちがいる」

　と、拓也は言った。

「みんなには生きていて欲しいし、みんながいるところへ俺は帰りたいんだ。そして、俺もその中で一緒に生きていきたい」

　亨司もきっとそう思っていたはずだ──しかし話しているうちに、それが理り屈くつではなく、あくまで感情に根ざしたものだということに気付いた。

　ルスランの答えと、実はあまり差はないのかもしれない。

「価か値ち観かんの違いだね」

「……そうかもな」

　逆に言えば、ルスランとは絶対に相あい容いれないということでもある。互いの感情の持ち方がまったく違うのだから。

「ぼくからも一ついいかな？」

　と、ルスランは言う。拓也はうなずいた。

「仮にぼくに勝っても、お前は自分の親しい人間とやらのところへ帰れるのか？　戦いの後、お前はすぐに動けないだろう。その間にこの『城カストラ』が大気圏けんを離り脱だつしたらどうするつもりだ？」

　拓たく也やの剣けん先さきがかすかに震えた。それは一人で残ると言い出した時から、拓也の心の中にずっと巣くっていた不安だった。しかし、今はもうその気持ちは消えていた。

「いや、必ず帰るよ」

　と、拓也は言った。

「……約束したからな」

　拓也は覚かく悟ごを決めて足を踏ん張った。なんの解決にもならないことは分かっているが、そう思うと心が落ちついた。

　遠く隔へだたった地上からは、拓也とルスランの戦いの結果はすぐに分かってしまう。「城カストラ」が落ちれば拓也の負け、落ちてこなければ拓也の勝ちだ。今いま頃ごろ、日ひ向な子こは空を見上げて待っているはずだ。

（みっともないとこは見せらんねえな）

　万まんが一いち宇宙へ出てしまっても、帰る方法ぐらいきっと見つかるはずだ──自分は苦く難なんを乗り越える勇ゆう者しや、天空から来たアルカミレスなのだから。

「……行くぞ」

　拓也はイグニス・アウルムの鞘さやを払って走り出した。




「反転リトウルネ」




　先手を取ったのはルスランの方だった。走ってくる拓也に向かって、左手の銃を構えて発はつ砲ぽうする。彼はほとんど地面に両手を突くようにして避けた。

（……遅いな）

　完全体となったルスランには物足りない動きだった。速度も力も武器の数も彼の方が圧倒している。姿勢を崩したせいで速度の落ちた拓也に向かって跳ちよう躍やくし、アストラ・カストラで斬きりかかる。拓也はどうにか体を起こし、イグニス・アウルムでそれを受け止めた。交差する二本の刃やいばの隙すき間まに、ルスランはニュメン・ルメンをねじ込むと、拓也の額ひたいに向けて引き金を引いた。

　拓也は上体をのけぞらせるようにしてぎりぎりで避ける。しかし、それもルスランの狙いどおりだった。彼の頭上を通りすぎた光こう球きゆうは、動どう力りよく室しつの中心にある炉ろに大きな音を立ててぶつかった。

「あ……」

　思わず振り向いた拓也が声を上げる。動力炉は大きく揺れ、わずかに破は片へんをまき散らす──この動力炉を一いち撃げきで破壊出来ないことは分かっていた。しかし、拓也の注意がこちらから逸それた。

　ルスランは天てん井じよう近くまて跳ちよう躍やくし、拓たく也やの脳のう天てんに向けて剣けん先さきを突き立てようとする。拓也はぎりぎりのところで転がってそれを避けた。彼の剣は床に柄つかの近くまで突き刺さっただけで終わった。

（どうも力が入りすぎる）

　床から引き抜きながらルスランは苦く笑しようする。完全体になるのは久しぶりのせいか、少しの動作のつもりで大きく動いてしまう。しかし、体の奥から溢あふれ出る圧倒的な力は心ここ地ちよかった。

　拓也は数メートル先で立ち上がっている。既すでに肩で息をし始めていた。間の抜けたことに自分が動どう力りよく炉ろを背にしていることに気付いていない。

「どうしたんだい。ほとんど攻撃して来ないじゃないか」

　と、ルスランは言った。前方だけに彼の注意を向けるためだった。

「……こっちには色々と事情があるんだよ」

　動力炉を守りながら戦わなければならないことを言っているらしい。ルスランは笑いをこらえながらニュメン・ルメンの銃じゆう口こうを向ける。相手はようやく自分が守るべき炉を背にしていることに気付いたらしい。

　アルカミレスの外殻クラスタであっても、この銃の弾だん丸がんなら簡単に貫かん通つうすることが出来る。ルスランはためらいなく発はつ砲ぽうした。背後に炉がある以上、避けることは出来ないはずだ。すると、拓也が振り上げたイグニス・アウルムから、光の刃やいばが噴ふん出しゆつし、その光こう球きゆうを真まっ二ぷたつに切り裂いた。爆発するように光が弾はじける。

（「斬刹リネア・レクタ」か）

　初めてルスランは拓也の動きに感心した。しかし、その後が愚おろかだった。アルカミレスは炉のそばから離れて、芸もなく壁に向かって飛ぶ。ルスランはその動きにやすやすと付いていった。

（そろそろ、終わらせる時だな）

　拓也が壁に手を付いて着地した時には、ルスランはもう彼の目の前に到着していた。剣を下から振り上げようとすると、ようやく彼は反応した。また動力炉の方へ戻るわけに行かず、斜め後方に向かって飛び上がった。

　しかし、それもルスランの計けい略りやくのうちだった。アストラ・カストラをそのまま振り上げる。「斬刹リネア・レクタ」が空中めがけて跳ね上がった。拓也はイグニス・アウルムを振り、同じ技で相そう殺さいする。

「甘いね、アルカミレス」

　振り終わった瞬しゆん間かんを狙って、ルスランはニュメン・ルメンで発砲する。拓也は続けて「斬刹リネア・レクタ」を放つことも、空中で向きを変えることも出来なかった。ニュメン・ルメンから発射された白い光が、拓也を外殻クラスタごと吞みこんでいった。







　拓たく也やの体が煙を上げながらどさりと落下する。

　ルスランは満足していた。完全体でここまで長く戦えたことなど一度もないかもしれない。拓也には感謝の気持ちを伝えたいほどだった──生きていればの話だったが。

　拓也は大だいの字じになって倒れていた。胴どう体たいの外殻クラスタは蠟ろう燭そくの燃えかすのようにどろどろに溶けて、原型もはっきりしていない。その下から彼の肉体も大きく露ろ出しゆつしている。今までニュメン・ルメンの弾だん丸がんを正面から食らって、生きていた者はいない。

「……おや？」

　アルカミレスの体が蠢うごめいている。どうやら生きているらしい。しかも、赤い外殻クラスタはゆっくりと修しゆう復ふくを始めていた。

「そうか……鎧よろいが動かせるんだったね」

　と、ルスランはうなずきながら言った。

「……瞬しゆん間かん的に前面に装そう甲こうを集中させたわけか。まあ、二度は出来そうもないな」

　ルスランは至し近きん距離からニュメン・ルメンを使おうとして、ふと弾丸を全て撃うち尽くしたことに気付いた。

　この「完全体」で戦ったことは今までほんの数度しかなく、最後まで撃ち尽くすほど粘ねばる相手も初めてだった。拓也はのろのろと動いて、床に落ちているイグニス・アウルムを拾おうとする。ルスランはその動きを見逃さず、アストラ・カストラでそれを弾はじき飛ばした。彼の剣けん壁へきまで滑っていき、音を立てて止まった。

「二つの戦器オニクスを持つぼくには勝てないよ」

　ルスランは拓也の体をまたぐようにして立つと、大きく剣を振りかぶった。どろどろに溶けかけたマスクからは表情がはっきりと分からない。おそらく恐怖か絶望かいずれかの表情を浮かべているのだろう。

「これで終わりだ。アルカミレス」

　彼の心しん臓ぞうめがけて刃は先さきを落とそうとした瞬しゆん間かん、拓也は腹部の外殻クラスタに開いた大おお穴あなに自らの腕を突っこんで、抉えぐるようにかき回し始めた。

「な……」

　ルスランは大きく目を見開く。完全に錯さく乱らんしたと思った──自分の体を傷つけるとは。

「俺はこの城の『主あるじ』なんだろ……？」

　苦しげな息の下から拓也が言った。よく見ると、彼の手は外殻クラスタと自分の体の間を探っているだけのようだった。

「……だったら、これが俺にも使えるはずだ」

　突然、彼の手が腹の中から引き抜かれる。そこには金色に輝く一いつ丁ちようの銃が握りしめられていた。ルスランのニュメン・ルメンではない──。

「金色の戦器オニクス第三の位・煉れん雄ゆうミセリア・フォルテス」

　拓たく也やはその銃じゆう口こうをぴたりとルスランの胸に向けた。

「あ……」

　ルスランの獣けものの顎あごからかすかな喘あえぎが洩もれた。

（最初からこの銃を使う機会だけを狙っていたのか）

　避ける時間はまったくなかった。次の瞬しゆん間かん、ルスランの肉体は灼しやく熱ねつの光に包まれていった。




　倒れたルスランの胸には巨大な穴が開き、そこから白い煙が立ちのぼっている。もはや死を待つだけの体になっていた。

「……どこに、弾だん丸がんがあったんだ？」

　顎から血を流しながらルスランは言った。

「グロスマンが弾丸を持ってた……ここへ来る前に、処しよ刑けい場じようで手に入れたんだ」

　拓也はルスランを見下ろしながら答えた。少しふらつく足に力を入れて踏ん張っている。彼の外殻クラスタも、ルスランと同じような煙を上げている。外殻クラスタの損そん傷しようは深刻だった。

　最初から完全体のルスランに剣で勝てるはずがないと思っていた。かといって銃を使いこなす自信もない──だから攻撃を受け続け、ルスランが油ゆ断だんする瞬間に賭かけたのだった。

　二つの戦器オニクスを使ったことが、この後反転リトウルネが解けた時にどういう影えい響きようを及ぼすか分からない。普段とは疲労の感覚が違う気がする。ひょっとすると、いつもより長い時間動うごけなくなるかもしれない。
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「……まだその銃に弾たまは残っているか？」

　突然、ルスランが言う。拓たく也やは戸と惑まどいながらうなずいた。弾だん丸がんは全て装そう塡てんされているので、あと五発残っていた。

「ぼくの体をその光で完全に焼いてくれないか……？」

　ルスランがバレットを撃うった時のことが頭をよぎった。世界から生きるている者を消す、と彼は言っていた。自分たちが跡あと形かたもなく消えることも彼らの喜びなのかもしれない──この戦器オニクスのような強い力で。

「……分かった」

　拓也はミセリア・フォルテスの銃じゆう口こうを倒れているルスランに向けた。

「終わりだ。ルスラン・ヴォルク」

　拓也は続けざまに全ての弾丸を発射していた。

　ルスラン・ヴォルクの肉体はこの世界から完全に消しよう失しつする。

　それを見つめているうちに、拓也の外殻クラスタがゆっくりと体内に戻っていった。







　なにもないまっさらな大地で、白い服を着た日ひ向な子こが空を見上げていた。

　彼女は天空から降りてくる拓也をいつまでも待っている。

　ルスランが勝てば「城カストラ」が落ちてくるはずの場所だった。毬まり子こたちは既すでに避ひ難なんさせてある。立っているのは彼女一人だった。

　現れるのは「城カストラ」か、それとも拓也か──。







　──結局、そのどちらも彼女の前に現れなかった。







　　　エピローグ







　雪が降り続いていた。日ひ向な子こは人ひと気けのない教室の窓まど際ぎわの席から、白しろ一色に染まったグラウンドを眺ながめている。そこは拓たく也やの席だった──もう三ヶ月、本人はここに座っていない。

　今日、東とう堂どう学園は休みだった。しかし、彼女は用事があってここへ来ていた。

「日ひ向な子こさん！」

　日向子はその声に振り返る。分ぶ厚あついダッフルコートを着こんだ国くに立たちはる華かが両手を広げて走ってきた。どうしたらいいか分からないうちに、気が付くと抱きすくめられていた。

「ごめんね、無理に呼び出して」

　昨日きのうまでちゃんと学校には通っていたのだが、はる華は風か邪ぜで休みだった。だから、こうして別れを言いに来たのだった。

「明日、この町から出て行っちゃうってほんとなのー？」

「うん……ちょっと予定が早まって」

「そうですか……」

　はる華はため息をついた。

「ほんとに篠しの宮みやくんを捜しに行くの？」

　日向子はうなずいた。




　三ヶ月前、関東一いち円えんの人々の多くがテリオンへと変身してしまうという未み曾ぞ有うの事件は、クランテリオンの拠きよ点てん・「城カストラ」が宇宙へと出て行ったことで噓うそのように収まった。事件そのものは「城カストラ」の生み出した幻げん覚かくということで、完全に片付けられてしまった。

　それ以降、各地で発生していたテリオンによる犯罪も激げき減げんした。

　様々な立場の人々が因いん果が関係を論じていたが、解かい明めいにまで至った者は誰だれ一人としていなかった。理由はともかく、テリオンの活動が沈ちん静せい化かしつつあるという結果を享きよう受じゆしようという雰ふん囲い気きが生まれつつある。

　世界を救った「赤い戦せん士し」のことは表おもて沙ざ汰たにならなかった。篠宮拓也はただの行方ゆくえ不明者として、対外的には扱われている。




「今日は雪だるまがラッキーアイテムですねー」

　はる華は外を眺めながらのんびり言った。

「……それ、占うらない？」

「ううん。今、思い付いた」

　日ひ向な子こは微笑ほほえんだ。この町で初めてちゃんとした友達が出来た。だから、別れの前に今まで自分たちがなにをしてきたか、本当のことを話すつもりだった。

「……はる華か」

　と、日向子は言った。覚かく悟ごを決めてきたつもりだったが、告げるのは不安だった。自分から正体を明かすのは、拓たく也やと会った時を除けばこれが初めてだった。

「ありがとう、日向子さん」

　突然、彼女は前を向いたまま言った。

「あたし、知ってるよ」

「……は？」

　日向子は目を丸くした。




「知ってたってどういうことよ」

　礼れ菜なは日向子に向かって言った。二人はそれぞれ閉じた傘かさを持って、線路沿ぞいの道を歩いている。雪がひどくなったのを心配した礼菜が傘を持って迎えに来たのだが、いざ出かけてみると雪はすぐに止んでしまい、ただ通学路ろを往復するだけになっていた。

「うん……『篠しの宮みやくんと一緒にテリオンと戦ってたんでしょ？』って」

「バレてんじゃん」

「知ってるけど言わない人、わりと大おお勢ぜいいるって言われた」

「なんで言わないの？」

「騒ぐ理由がないからって」

「そんなもんなのかなー……」

　礼菜はため息をついた。それでも、日向子がアルカミレスであることを自然に受け入れてくれる人がいるのは、いいことだと思う。同じように誰かがテリオンであることを自然に受け入れてくれる人も、どこかにいるのかもしれない。

　線路を走っていく電車を横よこ目めで見た。そういえば、今日は毬まり子こが古こ滝たき市を出発することになっている。あまりにも本人が嫌がるので、見送りに行くのはやめてしまったけれど。

「あのね、礼菜」

　不意に日向子が口を開いた。

「雪だるま作りに行かない？　これから」




　屋根のないホームで、毬子は友とも典のりと向かい合っていた。

「見送りなんか死んでも嫌だって言ったでしょう」

　毬子は首をすくめながら言った。冬物の黒いコートを身につけているが、少し襟えり元もとが寒い。もっと暖かい服を着てくるんだったと後こう悔かいしていた。昔から冬は嫌いだった。

　突然、ふわりと柔らかいものが首に巻き付けられた。顔を上げると、友とも典のりが神しん妙みような顔で自分のマフラーをかけてくれていた。

「持っていきなよ、これ」

「色が合わないわ」

　それでもほどくつもりはなかった。何な故ぜか頰ほおが熱くなって、毬まり子こは俯うつむいた。

「……なんで見送り嫌なんだっけ。俺、前にも理由聞きいたかな」

　毬子は唇くちびるを嚙かんだ。本当は見送りが嫌なのではなかった。出て行くのが辛つらかったので、顔を見られたくなかっただけだ──本当は怪け我がが治ったらすぐこの町を出て行くつもりだった。しかし、結局季き節せつが変わるほど長なが居いしてしまった。

　その時、電車が入ってくるというアナウンスがホームに流れた。

「鮫さめ石いしさんのところに着いたら、連絡してよ」

「何度も言わなくても分かってるわよ」

　関かん西さいの方で深み月つきと高たか橋はしが、密ひそかに人々を殺し回っているクランテリオンの残ざん党とうに、内ない偵てい調査を進めているという。非ひ公式にではあるが、安全対策庁ちようとも連れん携けいを取っているらしい。クランテリオンの刺し客かくだった自分がそんなことに協力出で来きないと最初は断った。

　そもそも人間と長く一緒にいられるとは思えない。そう深月に言うと、どこか寂しげな微笑とともに、あたしは亨きよう司じと何年も一緒に行動してたわよ、という返事がかえってきた。

　毬子はそれ以上断ことわりきれず、現地に行くことだけは約束してしまった。

「ねえ、友典」

　マフラーの手て触ざわりを確かめながら、彼女はつぶやいた。

「……ん？」

　友典は電車の入ってくる方向を見つめている。

「わたしがまたここに来るのを、お前は待ってくれる？」

　もちろん、という返事を期待していた。今までは必ずそう答えてくれたからだ。しかし、今回は違っていた。彼は覆おおい被かぶさるようにして毬子の顔を覗のぞきこんだ。顔に影がかかって、妙みように迫力がある。

「榛はる名なさん」

　友典はかすれた声で言った。

「な、なによ」

「俺、もう榛名さんを待つのはやめる」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、目の前がすっと暗くなった。表情を変えないように死ぬほどの努力を払った。とにかく黙っているわけには行かない。必死に声を絞しぼり出した。

「……あ、そ、そうなの……分かっ」

「俺が榛はる名なさんに会いに行こうと思う。これからは」

「……え？」

「待つのもいいけど、それだけじゃダメなんだ……最近、そう思うようになった」

　友とも典のりの顔は真まっ赤かになっているが、視線だけは逸そらそうとしない。言葉の意味をちゃんと吞みこむまで、しばらく時間がかかった。

「……もう少し分かりやすい言い方にしなさいよ」

　やっとのことで彼女は言った。




　どちらが言い出したわけでもなく、礼れ菜なと日ひ向な子こは裏うら山やまの山頂にある篠しの宮みや家の私し有ゆう地ちへ行った。かつて、礼菜と拓たく也やが和かず男おと出会った場所で、拓也と日向子が出会った場所だった。

「っていうかさあ」

　礼菜が必死に雪ゆき玉だまを押しながら言った。一面の雪に覆おおわれた空あき地には、二人の他に誰の姿もない。

「あたしたちヘタすぎだよね？」

　日向子は隣となりで黙もく々もくと力をこめている。二人の目の前にある雪の塊かたまりは、球たまというよりはサイコロのような妙みような形になっていた。

「こういう時に拓たくちゃんがいれば……」

　礼菜は慌あわてて口をつぐんだ。あの「城カストラ」の事件の後、二人は拓也の話を意識的に避けるようになっていた。なにを考えているかお互いに分かってしまうし、気持ちが沈む一方だからだ。

「礼菜」

　と、日向子が言った。

「今日は拓也の話、しない？」

　日向子が明日出発することを、改めて思い出した。多分、その話がしたくて誘ったんだと思った。




「拓ちゃんを捜すって、どこらへんに行くつもりなの？」

　空き地の真まん中なかには、自分たちの身長よりも高い立りつ派ぱな雪だるまがぽつんと立っている。二人は枯かれ木のそばからそれを眺ながめていた。

「あの後、落ちてきたかもしれないから……とりあえず、「災さい厄やく」の跡あと地ちに行ってみるつもり。その後は……よく分からないけど」

　我ながら雲を摑つかむような話だと分かっていた。あの時、新しん宿じゆくには彼は落ちてこなかった。しかし、あの時「城カストラ」でなにが起こっていたかは分からない。「城カストラ」が新宿の真ま上うえからずれていたとしたら、もっと別の場所に落ちているかもしれない。

　なによりも心配なのは、どこか別の場所に落ちてしまい、帰って来られない状況に陥おちいっていることだ。ひょっとすると、またどこかで記き憶おくを失っているかもしれない。

　もちろん、「方舟アルカ」の任務をこなす傍かたわら捜すということになる。ここにいて待つことは礼れ菜ながやってくれる──自分は他に出来ることをしようと思っていた。

「あのさ、もし宇宙に出ちゃってたら……帰って来られないかな」

　正直なところ、一番考えたくない可能性だった。

「多分、無理だと思う……いくら拓たく也やの外殻クラスタでも、大気圏けんの突入までは……」

「うーん。拓たくちゃん宇宙人なんだからそれぐらいやってくれそうだけどね……」

　その言葉に日ひ向な子こは微笑ほほえんだ。宇宙人という呼び名が適切かどうか分からないが、そうだったらどんなにいいだろうと思う。万まんが一いち、「城カストラ」ごと宇宙に出てしまっていたら、今も彼はそこにいることになる──地球の重力圏すら離れ、月よりも遠ざかっているところに。

「ところでさあ、もし拓ちゃんに会えたら、日向子はどうする？　なんかしたいこととか、してほしいこととか考えてる？」

　と、礼菜が言った。

「ただし、チュー以外」

　途と端たんに日向子は顔を赤くした。あまりに色々なパターンを考えすぎたせいで、いちいち思い返すのが恥ずかしかった。頰ほおに手を当ててしばらく考えこんだが、結局最さい初しよにしてほしいことは一つしかなかった。

「……名前を呼んでほしい」

　と、日向子は言った。

「声が聞きたいの……わたしを呼んでほしい」

　突然、礼菜がくるりと日向子の方を向く。彼女の目からぽろぽろと大おお粒つぶの涙が流れていた。

「それ、あたしが考えてることと一緒だよう」

　彼女は顔を伏せると、声を上げて泣いた。日向子は慰なぐさめるつもりでしばらく抱きしめていたが、結局我が慢まん出来なくなって涙を流し始めた。




　拓也がいなくなって以来、二人が泣いたのはそれが初めてだった。




　篠しの宮みや家けへ帰り着いたのは日が落ちてからだった。積もった雪のせいでうまく門が開かない。二人で雪をかいていると、家のドアが開いて世せ津つ子こが姿を現した。

「あら、お帰りなさい」

　世津子は笑いながら挨あい拶さつしてくる。

「あ、先生。どうしたの？」

「この前おじさまからお借りしたものがあったから、お返ししに来たの」

　拓たく也やがいなくなってから、この家を前よりもよく訪ねてくるようになった。必ずなにか理由を付けて現れるのは、気を遣つかっているということをあからさまにしたくないのかもしれない。

　しばらくそのまま三人で立ち話をしていると、セーターを着た和かず男おも笑いながら外へ出てきた。

「どうしたんだ。こんな寒いところで」

　結局、立ち話に和男も加わった──拓也がいなくなってから、周囲が戸と惑まどうほど和男の様よう子すはいつも通りだった。近いうちに必ず帰ってくるさ、というのが口くち癖ぐせのようになっていた。なにも言わずに出て行ったんだから。今はちょっと寄り道をしてるだけだろうよ……

　その場にいた誰もが心のどこかで拓也のことを考えていた。しかし、その瞬しゆん間かんに空を見上げていたのは日ひ向な子こ一人ひとりだった。

　流れ星がさっと夜空を横切った。この町では別に珍しい眺ながめではない。ただ、落ちたのはさっきまでいた裏うら山やまの山頂らしかった。太たい鼓こを鳴らしたような音がかすかに聞こえてくる。

　突然、日向子の心しん臓ぞうがどきりと鳴った。

　気が付くと走り出していた。背後で自分を呼ぶ声が聞こえたが、彼女は振り返らなかった。

　線路沿ぞいの道を後あと戻もどりし、踏み切りを渡り、狭い山道を駆け上がっていく。空を見上げると、せり出した木々の向こうに天あまの川がわがくっきりと見えた。二人で星を見に歩いて上った道だった。出会った頃は、なにを話していいかも分からなかった。
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　やがて山道は途と切ぎれ、彼女は白に染まった茂みに飛びこむ。雪に足を取られて転ぶ。聞いてほしいことが沢たく山さんある。彼といた時に思っていたこと。彼がいなくなってから思っていたこと。彼女は再び立ち上がって走り出した。いつのまにか手て袋ぶくろも帽ぼう子しもなくし、黒くろ髪かみも白い雪にまみれていた。

　そして、彼女は平地に飛び出した。

「あ……」

　彼女は濡ぬれた土の上で立ち止まり、一いつ瞬しゆんぎゅっと目を閉じる。

　はる華か、と胸のうちで呼びかけた──占うらない、ちゃんと当たった。

　昼ひる間ま作った雪だるまはもうなくなっていた。今、その場所にあるのはすり鉢ばち状じようの大きな穴だった。

　穴の周囲の雪は、湯ゆ気げを上げながら溶けてしまっている。

　奇き跡せきの予感で胸が震えた。

「……拓たく也や」

　彼の名を呼びながら、彼女はその穴へ近づいていった。

　穴の中心で球きゆう体たいが煙を上げている。熱のせいか黒く煤すすけているが、確かに「城カストラ」の「爪そう牙がの間ま」にあった光る球体だった。

「爪牙の間」で、ルスランの言っていたことが頭をよぎる。あの球体は宇宙空くう間かんを進む時、中にいる者を守るカプセルだと。万まんが一いちの事態に備えたものだとしたら、どこかの星に不ふ時じ着ちやくすることも想そう定ていしているかもしれない──大気圏けんを通り抜けて。




　今度は、本当に来てくれた。




　やがて、ゆっくりと球体の扉とびらが開き始める。

　彼女は息を詰めて彼が現れるのを待った。





〈了〉









　　　あとがき







『天空のアルカミレス』はぼくの四作目のシリーズで、長ちよう編へんの完結編を書くのもこれが三度目になります。

　以前、別のシリーズのあとがきでも書きましたが、ぼくはわりと早い段階でどういう結末になるかだいたい決めています。ただ、どういう風ふうにその結末に行き着くかが大問題で、毎回七しち転てん八ばつ倒とうするはめに……

　あんまり書くとぼくがどれほどグチっぽい人間かバレるのでやめますが、なによりも最後まで読んで下さった皆さんにとって「面白かった」と感じられるものであることを願っています。それが一番大だい事じなことなので。




　あとがきから読まれる方もいらっしゃると思うのでネタバレは避けますが、この巻には西にし脇わき順じゆん三ざぶ郎ろうの「天気」という詩が出てきます。すごく有名な詩ですけど、作中のとある場面のイメージに合うので引用しました。実はかなり前から引用することを決めていて、本当はもっと前の巻で出すつもりだったんですが……なんというか、タイミングが摑つかめず……

　作中では決まった解かい釈しやくは存在しない、という風に書きましたが、正確には「覆くつがへされた宝石」の部分はジョン・キーツの古い詩からの引用なので、まったく解釈出来ないというわけではなさそうです。色々な読み方が出来る、ぐらいで受けとっていただければ幸いです。ぼくが初めて読んだのは十代の頃で、意味はよく分からなかったんですけど、いつも頭の隅すみにあるような気がしてました。ぼくの好きな詩でもあります。




　最後に謝しや辞じを述べさせていただきます。

　この本を手に取って下さっている皆さん、本当にありがとうございます。

　そして、毎回素晴らしいイラストを描いて下さったイラストの純すみ珪けい一いちさん、なかなか原げん稿こうを上げられない物書きに粘ねばり強く付き合って下さった編集の鳥とり居いさん、校こう閲えつさんや営業の担当者さん、この本が出来るまでに関わっているすべての方々に感謝を。

　皆さんのおかげで『天空のアルカミレス』も無事終えることが出来ました。




　ぼちぼちと次回作さくの準備も始めております。あまり間を置かずにお届けできれば、と思っています。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。外へ出かける時に限ってぼんやりしています。写真は仕事のオフに東京タワーへ出かけた時のもの。下からの眺めは気に入りましたが、展望台に上り忘れて帰ってきました。ぼんやりにもほどがあります。
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

黒が大好き黒い絵師。

またまた三上氏と組んで作品を作る事になりました。

今回はいっぱい甲冑（ちょっと違う？）を描けそうなので甲冑好きな自分は気合十分で取り組んでおります。

「俺のココロに鎧が奔る！」










天てん空くうのアルカミレスV




聖せい婚こんの日ひ








三み上かみ 延えん
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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